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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき


















　古代を越え、紀元をも遥はるかに越えた時代。

　大洋の中にその大陸はあった。

　かつては大陸全土が統一され、華はなやかに栄えていたが、一〇〇〇年ほど前から数度起こった大災害と、氷河時代の終しゆう焉えんによる海面の上昇、そして全土をひたひたと浸しん食しよくする砂さ漠ばく化が、大陸全体を荒こう廃はいさせ、大陸を統一していた共和国の体制は崩くずれ、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代を迎えていた。

　全土は麻あさのように乱れた。
















第一話　宿命の都













　　　　Ⅰ




　カゼスの都ま市ちは、北方の覇は者しやアドリエ王国の北西部にある大たい湖こ、マレオ湖の辺ほとりにある美都である。

　一七年前には、このカゼスも独立国だったが、今はト・アデル同様に、アドリエ王国の一都市に過ぎない。

　湖みずうみの豊かな水を控ひかえたカゼスは、美しく整えられた都市だった。湖上交こう易えきの中心地だから活気もあるが、水が豊かで、食料も十分に周辺で賄まかなえるので、ト・アデルよりもずっと落ち着きがある。

　湖上を流れてくる、湿しつ気けを含ふくんだ空気のせいかもしれない。

　雨もよく降る。ごく短い間の驟しゆう雨うが多い。朝霧も季節によっては頻ひん繁ぱんに発生した。

　マレオ湖の東部に位置するこの都市でも、太陽は湖の中に没した。一ひと度たび没してしまうと、風が湿しめり気けを帯おびてくる。

　街まちは急速に暮れ、十字路ごとにある外がい灯とうに辻つじ番ばんが火を入れて回っている。燃料は獣じゆう脂しを固めたものなので、外灯台の近くに寄ると、少々臭くさい煙が漂ただよっていた。

　神しん殿でん、広場、もと王宮だった総そう督とく府ふなどは、立派な大理石造りだが、砂漠地帯の都市ト・アデルと違っているのは、木造りの瀟しよう洒しやな家もかなり見られるということだろう。

　湖の西方には砂さ漠ばく、北はラトリ山脈が控ひかえているが、この東岸地帯には木材を得ることのできる山や森林があるのだ。

　木造の家々は、二階や三階建てが多く、柱にも外がい壁へきにも精せい妙みような彫刻が施ほどこしてある。むろん、こんな家に住むのは、金持ちだけだ。

　こうした家々が立ち並ぶ一いつ郭かくを、数人の人々が進んでいた。

　椅い子すに屋根をつけたようなものに、二本の横木を取り付けた輿こしのような乗り物に乗った人物と、それを担かつぐ四人の奴ど隷れい、そして、先に立って歩く供ともの男だ。

　まだ日が暮れて間もないので、通りには他の通行人の姿も見える。もっと下町なら、食堂や居酒屋に、人々が集まる頃ころだ。

　だが、ここは静かだ。

　バラバラッ……

　突然、何かが物もの陰かげや角かどから飛び出してくる。

　音もないうえに、姿が黒っぽく、影のように見えたので、一行には、しばらく何なのか判別できなかった。

　人間だ。七、八人いる。なぜか全員が黒い服を身に付けている。

「はっ……？」

　黒服の一人が、未いまだに何が何だか分からずに首を傾かしげたまま立ち止っている供の男に走り寄ると、物も言わずにその胸に剣を突つき刺さした。

「あっ！」

　男の悲鳴は小さなものだった。そして、それが、この男の短い人生で最さい期ごの声になった。

「大変だっ！」

　奴隷の一人が叫んだ。

　供の男が殺されたのだということに、やっと気付いたのだ。

　正確に心臓を一ひと突つき……。

　並みの腕前ではない。

「だんなさま！」

　もう一人の奴隷が、男たちを示しめす。

　もう、一行を取り囲んでしまっている黒こく衣いの一団は、全員が抜き身の剣を構かまえているのだ。

　もう、このまま輿こしを担かついで逃げることは不可能だった。乗っていた男は、ヒラリと輿こしを下おりる。

　意外に素す速ばやい身ごなしだ。年齢は三五、六歳だろうか。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで瘦やせ型だ。

　男は剣を帯おびており、それを抜いた。

「危ない！」

「だんなさま！」

　四人の奴ど隷れいが、輿こしを放はなし、主人に駆かけ寄ろうとする。

　ザッ！

　一人が大きく仰のけ反ぞった。

　後ろから、背中を一突きにされたのだ。

「わっ！」

　短い声をあげ、その奴隷も絶命した。

　やはり、心臓だ。

　一行は、恐きよう怖ふを覚えた。

　相手が剣を持たぬものとはいえ、二人共に心臓を刺し貫つらぬき即そく死しさせるとは……。

「王の回し者か」

　男は呟つぶやいた。

　やっと思い出したのだ。

　アドリエ王の陰の親しん衛えい隊たい……黒こく影えい団だんの噂うわさを。

「若わか造ぞうめが……」

　黒影団の者は、誰だれ一人ひとり声を発しない。それどころか、足音もほとんどたてないのだ。

「わあっ！」

　男を守ろうと、その前に立ち塞ふさがった奴隷の一人がまた倒される。

「バカッ、逃げろ！」

　男は、まだ主人を庇かばおうとする、残る二人の奴隷を叱しかるように言った。

「逃げて、加か勢せいを呼んで来い」

　加勢など間に合わないことは熟じゆく知ちしている。

「行けっ！」

　しかし、二人の奴隷は動かなかった。

　黒影団の目め当あては主人ひとりだ。奴隷たちが始めから主人を見捨てて逃げていれば、命は助かったかもしれないが、もう遅い。

　グシュッ！

　グッ！

　喉のどと心臓を突き刺され、二人はたちまち路上に倒され、動かなくなった。

　もはや、逃れる道は断たれた。

「親殺しの若造に、あの世で待っていると伝えろ」

　男は一番手近な男に斬きりかかりながら叫ぶ。

　ガシッ！

　相手は剣で受ける。

　脇わきの黒衣の男が、剣を突き出す。

　シュッ……

　微かすかな音。

「あっ！」

　声をあげたのは、意外にもその黒衣の一人だった。

　喉のどに何かが突き立っている。

　掌てのひらの中に入るほどの小型の剣だ。

「うっ！」

　黒衣の男は、大きく身体からだを泳およがせながらも、剣を横に払はらってから倒れた。

　シャッ！

　襲おそわれていた男の背が切り裂さかかれ、鮮せん血けつが迸ほとばしる。

　グッ！

　その胸に、向い側の黒衣の男が剣を突き入れた。

　シュッ！

　直後に、その黒衣の男が首を押える。

　シュッ！

　シュッ！

　更さらに何本もの手しゆ投とう剣けんが、的てき確かくに黒影団を捉とらえる。

　体たい勢せいを立て直す隙すきを与あたえず、そこに一人の大男が飛び込こんだ。

　二メートル近い長身の逞たくましい男は、大剣を抜き放っている。

　ヒュッ……

　風を切る音と共に、大男は柄つかの長さを入れると、一・二メートルもある大剣を水平に振ふった。

「わっ！」

「ヒャッ！」

　並んで立っていた二人の黒衣の男が、振り向いた姿し勢せいのまま、胸部を肺はいまで切り裂さかれて倒れる。

　むろん、肋ろつ骨こつなどこの剣の威い力りよくで簡単に叩たたき折おられているのだ。

　一人の黒衣の男が、喉のどに手しゆ投とう剣けんが突つき刺ささったまま、最後の力を振り絞しぼって剣を構かまえ、大男に体たい当あたりする。気力だ。

　しかし、大男は鮮あざやかな身みごなしで、それを軽く躱かわす。

　ヒュッ……

　もう一振りで十分だった。

　ガッ！

　鈍にぶい音が響ひびく。

　骨を断たつ音だ。

　黒衣の男の肩かたから、大きなものがボロリと落ち柔やわらかいゴム状のもので、背中の中ほどにぶら下さがった。

　それは黒衣の男の首だった。

　首の皮ひ膚ふを残して切せつ断だんされた男の頭部は、その首の皮でまだ胴どうと繫つながっているのだ。

　首を失うしなった男は、頭部の重さにひきずられて、そのまま後うしろに倒れた。

「ボイス、もうやめて下ください」
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　若い男の声と共に、スラリと細ほそ身みの人物が大男に歩み寄った。顔を隠かくすために被かぶり物を付けている。

「わかった」

　大男……ボイスは頷うなずくと、敷しき石いしの隙すき間まに大剣を突き立てる。

　骨を切断した直後の剣は、荒れているので、しばらく鞘さやに収おさめることはできないのだ。人間の脂肪も付ふ着ちやくしている。

　もう剣は、当分必要はなさそうだ。

　八人の男のうち、少なくとも半分は既すでに絶命し、二人は死につつあった。残る二人も、もう闘たたかう力はない。

　若い男……ティーエは、一直線に襲おそわれていた男に歩み寄る。

　ボイスが、そっと男を抱だき起おこした。

「うっ……」

　男は呻うめいた。

「しっかりしろ、傷は浅いぞ」

　ボイスは男に声をかける。

　浅いなどという傷ではないことは一ひと目めで分かったが、男を元気づけるためだ。

「こいつは、医者なんだ」

　ボイスは、反対側に屈かがみ込こんだティーエを示しめして言った。

「もう無む駄だだ」

　男は、服をどけて傷を診みようとしたティーエの手首をぐっと摑つかむ。

「こいつらをやっつけてくれた礼だけを言っておこう」

　男はティーエを引き寄せ、ベールをどけるとその顔を見上げた。

「あっ！」

　男の口から驚きよう愕がくの声が漏もれる。

　ティーエの美び貌ぼうに驚いただけではないことは、次に男の口から発せられた名前によっても明らかだった。

「シレーナ！」

　男は目を見開く。

「わたしを迎えにおいでになったのか？」

「シレーナは、わたしの母です。一七年前に亡なくなりました」

　ティーエは静かに言った。極きよく度どに感情を抑おさえた声だったが、微かすかな震ふるえを帯おびている。

　ティーエの母シレーナこそ、このカゼスの王女だったのだ。二〇年ほど前にデン共和国に嫁とついだが、その美び貌ぼうを讃たたえられた女ひ性とだけに、覚えている者は多いはずだ。

「シレーナの……息子」

　男はティーエの頰ほおに手を伸ばし、もう一度しげしげとその顔を眺たがめた。

「シレーナの息子か……母に瓜うり二ふたつだ」

「はい……」

　ティーエは頷うなずく。

「わたしの育ての親も、そう言いました」

「デン共和国の、レンキエどのの子し息そくだな」

「はい」

「わたしは、イルゼスト。シレーナとは従い姉と弟こに当あたる」

「あなたが……イルゼストどの」

　男は苦しげに頷うなずいた。

　即そく死しは免まぬがれたものの、内臓をやられている。

「わたしは、あなたをお訪たずねするところだったのです」

「わたしを……か。皮ひ肉にくなものだ」

「もう少し早く気付けば……」

　ボイスは舌した打うちした。

　ティーエとボイスの二人は、イルゼストを訪ねるためにこの街まちにやって来て、誰だれかが黒こく影えい団だんに襲おそわれているのに気付き、すぐに駆かけつけたのだが、一歩遅かったのだ。

「仕し方かたがない。いずれ殺やられる運命だったのだ。わたしが、カゼス王家の血を引く限かぎりはな」

「どういうことですか？」

　ティーエは、ゆるやかな眉まゆを微かすかに顰ひそめた。

「わたしの父も兄も、暗あん殺さつされたのだ。表おもて向むきは、事故死と病死ということになっているが……」

「暗殺……やはりアドリエ王が……」

　ボイスが呟つぶやいた。

　黒影団が現れたからには、誰だれの指さし図ずかはすぐに分かる。

「そうだ。父と兄は、先王の差さし金がねだったが……」

　イルゼストは顔を歪ゆがめた。苦笑したつもりだったが、痛みのためにうまくはいかなかったのだ。

「イルアデルの代になり、もう暗殺はないものと高たかを括くくっていたのだ」

　イルゼストは、ティーエの手をしっかりと握にぎった。

「きみの名は？」

「わたしの名はトバティーエ。アウル・トバティーエと申します」

「トバティーエ……運命を女神にお任まかせしたのだな。シレーナは」

　トバティーエとは〝トバ女神に捧ささげられた者〟という意味を持つのだ。

「名付け親は祖そ父ふですが、母も同じ心だったろうと、育ての親も言っていました」

「シレーナは、どこで亡なくなったのだ？　あのネモスアデルが血まなこで捜さがし回ったが、ついに亡なき骸がらは見つからなかったと聞くが……」

「ラテル山です。生まれたばかりのわたしを連れて……でも、わたしを育ての親に託たくすと、すぐに死んでしまったそうです」

「そうか……やはり、シレーナも死んだのだな」

　イルゼストは二、三度軽く頷うなずいた。

「まだシレーナがこのカゼスにおられた頃ころ、わたしは、子供心にも憧あこがれたものだったが……シレーナは、わたしとひとつ年下の妹、イリリアを可愛かわいがってくれた」

　イルゼストは、ティーエの目をじっと見つめ、また頷うなずいた。

「その、右の緑の瞳め……シレーナと同じだ。そして、左の紫の瞳……それはレンキエどのと……」

　そう言ってから、イルゼストはまた大きく顔を歪ゆがめた。今度は完全に痛みのためだ。頰ほおが細こまかく痙けい攣れんしている

「トバティーエ……きみも気を付けるのだ。カゼス王家の血を引くことを知られれば、きみも殺される」

「わたしも……なぜ、アドリエ王は、そんなにカゼス王家の血にこだわるのですか？」

「確か、アドリエ王もカゼス王家の血を引いておいでのはずだ」

　ボイスも首をひねった。

「予言だ……うっ！」

　イルゼストの全身が波なみ打うつように痙けい攣れんする。最さい期ごの時が近いのだ。

「しっかりなさって下さい」

　ティーエも、イルゼストの手を強く握にぎり返す。

「予言だ。カゼス王家の血をひく男子は……」

「カゼス王家の血をひく男子は？」

「この大陸の……ううっ！」

　更さらに大きな痙けい攣れんが来た。イルゼストは、大きく仰のけ反ぞり、ピクピクと震ふるえていたが、突然、全身から力が抜ける。

「あっ……」

　ボイスの口から、低い声が零こぼれた。腕の中に重みが加わったのだ。

「イルゼストどの……」

　ティーエは悲しげに呼よびかける。

　イルゼストの命の炎が、急速に消えてゆく。それがティーエには見えるからだ。

　ティーエは、イルゼストの手を握にぎったままの自分の手に、ガックリと額ひたいを着けた。

　イルゼストは死んだのだ。




　イルゼストは、カゼス王の王おう弟ていの三男に当る。

　カゼス王国は一七年……というよりは一八年近く前に、アドリエ王国に敗北し、王族は、年若い女子を除いて全員が処しよ刑けいされてしまった。

　その王族の中で、ただ一家だけ許されたのが、カゼス王の弟とその家族だったのだ。

　それというのも、王弟の娘が、アドリエの先王、ネモスアデル七世の王おう妃ひであったからに他ほかならない。

　現在のアドリエ王、イルアデルは、その王妃イリリアの産うんだ子なのである。

　しかし、イリリア王妃は、イルアデルを産んで、すぐにこの世を去さった。

　カゼス王国が滅めつ亡ぼうする三月前のことだった。




　同じアドリエ王国に滅ほろぼされた故こ国こく、デン共和国の廃はい墟きよを訪おとずれたティーエとその一行は、昨日このカゼスの都ま市ちに入ったのだった。

　オルボ同様、秘ひそかに反アドリエの仲間として集った知人のもとに身を寄せたのだが、どうしてもイルゼストに会いたいというティーエのたっての要よう望ぼうで、日が暮れるのを待ってこうして出てきたのだ。

　大勢だとかえって人目につくと、ラクシやジッダも置いて、二人で来たのだったが……。

「自分の母の実の兄すら殺させるとは……」

　ボイスは、怒りを押し殺しながら呟つぶやいた。

「どういう男なんだ？　イルアデルは……」

「分かりません……」

　ティーエは哀かなし気げに首を振った。

「よほどの秘密が隠かくされているのですね。その予言には……」

　ティーエは立ち上り、倒れている黒衣の男たちを眺ながめ回した。

　一人だけ、まだ息があるようだ。

　ティーエはその男の傍かたわらに膝ひざを突き、傷を調べた。

　肺はいの半なかばまで達した傷……その周まわりの肋ろつ骨こつは粉こな々ごなに砕くだけている。もう手の施ほどこしようがない。

　男は目を開け、うっとりとティーエの美しい顔を見つめた。

「せ……せかい……」

　それが、黒影団の男の最期の言葉だった。

　右がエメラルド・グリーン、左が紫むらさき水すい晶しようの紫。その瞳ひとみを持つ者は、〝世界〟の相を有する者なのだという。

〝世界〟の相そのものは、まだ謎なぞが多いが、この大陸の命めい運うんの鍵かぎを握ると言われているのだった。

　大陸の命運の鍵を握る……それは、どういう意味なのか。




　黄色い雨が、海に降ふり注そそいでいる。

　砂嵐の季節独特の雨だ。

　西からの季節風が、砂漠の微び細さいな黄色い砂をここまで運んでくるからだ。

「よく降るな……」

　居きよ室しつの窓から、蕭しよう々しようと降る雨を眺ながめ、アドリエ国王、イルアデルは呟つぶやいた。

　黄金の髪かみと黄金に近い茶色の瞳ひとみを持つ、弱じやつ冠かん一七歳のこの少年王は、額ひたいと顎あごに傷跡はあるものの、ティーエそっくりの美び貌ぼうの持ち主でもあった。

　周りからは、亡なき母、イリリア王妃に良く似ていると言われるが、むろん、イルアデルの記憶の中に、生前の母の姿はない。ただ、肖しよう像ぞう画がで知るのみである。

　否いやも応おうもなく、無理矢理にアドリエに嫁とつがされたイリリアは、ネモスアデル王に溺でき愛あいされたが、ついにその心を開くこともなく世を去った。

　自分が身み代がわりであることを知っていたせいだ。

　身代わり……。

　従姉いとこである、カゼス王女シレーナの身代わりだ。

　ネモスアデルは、絶世の美女だったシレーナに恋をしたが、ついに得ることはなかった。

　シレーナは、相そう愛あいだった、デン共和国元首の息子、アウル・レンキエのもとに嫁とついでしまったからだ。

　そのため、王は、シレーナに良く似ていた従妹のイリリアを所しよ望もうし、父である王弟は、カゼス王の反対を押し切って、姫を嫁とつがせたのだった。

　むろん、イリリアを正妃に迎えれば、アドリエ王とてもカゼス王国を滅ほろぼしはしないのではないかと考えたからに他ほかならない。

　甘い期待だった。

　王国としてのカゼスは、もう無い。

「陛へい下か……」

　取り次ぎの奴ど隷れいが、部屋の入口で直立不動の姿勢をとると、声をかけた。

「大臣グラウル殿がお目通りを願っておりますが……」

「通せ」

　イルアデルは、振り向きもせずに言った。

　窓の外では、まだ柔やわらかい雨が降り続いている。王宮の屋根、大理石のテラス、美しく整えられた庭園……そのどれもを等しく濡ぬらしている。

「いい雨だ……」

　乾かん期きの直前だが、この地方にはよく雨が降る。おかげで、大地の奥に十じゆう分ぶんに貯たくわえられた水分が作物を育てるので、乾期といえども、井戸水を汲くめば、どんどん作物は育ち、木々は青々と繁しげるのだ。

　それも、この首都アドリエを含む海岸地帯だけに過すぎないのだが……。

「陛下……」

　足音が近付き、低い声が自分を呼んでから、イルアデルは初めて窓から室内に目を移した。

　執しつ務む用の大きな木造りの机の向うで、男が恭うやうやしく腰を屈かがめていた。

　大臣のグラウルだ。暦こよみ司つかさ処どころの大臣を務つとめるばかりでなく、イルアデルの意を汲くんで、様々な働きをしている、腹心の部下だった。黒こく影えい団だんに直接命令を下すのも、この男である。

　年齢は三〇歳ほどで、瘦やせ型でスラリと背が高く、顔に美び髯ぜんを蓄たくわえている。髪も眼も黒でなかなかに威い厳げんがあった。

「片が付きました」

「そうか……」

　イルアデルは、じっとグラウルの目を見、頷うなずいた。

「これで、カゼス王家の血を引く男子は余よだけということになるな」

「陛へい下か……」

　グラウルは言い難にくそうに言った。自信に満ちたグラウルがこういう言い方をすることは滅めつ多たにない。

「どうした？」

　イルアデルは、かえってそれに興きよう味みを持った。

「陛下は、本当にカゼス王家の血を引かれるのが、陛下おひとりとお思いになられますか？」

「どういう意味だ……イルゼストは、もうこの世の者ではないのだろう」

「それは確かでございますが……」

「何を言いたい」

　イルアデルは、机の上に頰ほお杖づえを突ついた。

「あの……世界でございます」

「あの男か……余と同じ顔をしていた……」

　そう言って苦く笑しようしてから、イルアデルは、ハッと気付いた。

「では……あの男……」

　イルアデルは、亡なき母に良く似ている。いや、母よりも母の従姉いとこのシレーナ姫に余計に似ていると人々は言う。むろん母はシレーナ姫に似ていると評ひよう判ばんだったのだが……。

　そして、イルアデルにそっくりの男、ティーエの存在……意味するところは〝偶ぐう然ぜん〟ではあり得ないではないか。

「お考えの通りかと……」

　グラウルは頷うなずいた。

「わたくしの知るところでは、あのデン共和国滅めつ亡ぼうの直前、シレーナ姫は男の子を出産したとか……」

「シレーナ……シレーナとデンのアウル・レンキエとの子だな」

「はっ……」

「それが、あの男だと言うのか」

「間ま違ちがいはないでしょう。年齢も一いつ致ちしております。なによりも、陛下そっくりのあの顔が、それを証明しているのではありませんか」

「そう考えるべきだろうな」

「シレーナ姫と赤ん坊の死体はついに発見されませんでした。燃え尽つきた都市と同じ運命を辿たどったものと思われていたのですが……」

「少なくとも、子供だけは逃げのび、生き長らえてきたという訳わけだな」

　イルアデルは、指先でコツコツと机を叩たたいた。

「世界……そしてカゼス王家の血を引く男子か……」

　イルアデルは、空あいている手を顎あごに当て、しばし考え込こんだ。

「それが、予言の者かもしれないな」

「そのようなことは……」

　珍めずらしく、グラウルは慌あわてて言った。

「予言はこうです。〝いつの世にか、カゼス王家の血を引く男子が、この大陸を統一する〟と……」

　グラウルは、また恭うやうやしく腰を屈かがめた。

「現い在まのところ、この大陸を統一する力があるのは、このアドリエの他にはアステ・カイデを擁ようする太陽帝国と、西の雄ゆう、ローダビア公国だけではありませぬか？」

「それは……確かにそうだが……」

「とにかく、あの男は世界……そして、とてつもない力を持つ者です。陛下こそが、その力を支配あそばされるのです」

　グラウルは、力を込こめてそう言った。




　その頃、ティーエの一行は、カゼスを出、街かい道どうを東にとって進んでいた。

　ティーエ、ボイス、ラクシ、オルボ、そしてジッダの五人だ。ラーユは、カゼスを出た所で分かれ、あの谷間の村に戻もどって行った。

　東……そこには、アドリエ王国の首都、アドリエがある。

「しっかしさあ、とんでもないやつなんだよな、今度のアドリエ王って……」

　ジッダが、大きな目をくるくると動かして言った。ティーエを直視しては、悪いような気がしたからだ。

　まったく表には出さないものの、ティーエは相当にショックを受けているに違ちがいない。

　遠いとはいえ、数少ない親族の一人が、目の前で暗あん殺さつされてしまったのだから。

「自分の実の伯お父じを殺しちまうなんてさあ」

「カゼス王家の予言か……」

　ラクシは溜ため息を吐ついた。

　その予言については、ラクシの剣の師だった、もとのト・アデル、イタール公国の臣、オルボが知っていた。

　オルボは、まだカゼス王国やデン共和国が健けん在ざいだった頃、イタール公国の親しん善ぜん使し節せつの一員として両国を訪おとずれたことがある。

　それは、遥はるか昔の予言だった。

　言い伝えによると、カゼス王国の初代の王、ライゼムト神しん聖せい王おうが、王都にトバ神殿を建こん立りゆうした時に、巫み女この口を通して女神から賜たまわったものなのだという。

　しかし、カゼス王国はもう無いのだ。

　今では、その予言を信じる者などは存在しない。

　ただ、アドリエの先王ネモスアデルは、死んだ愛あい妃ひの親類たちを、秘ひそかに抹まつ殺さつしてきた。

　もしや、という思いがあったのだろう。百万分の一の可能性でもあるのなら、禍わざわいの根は断たっておかねばならない。

　それが、アドリエ王家の家か憲けんだった。

　そして今、父王を殺し、王妃をも殺したイルアデルが、伯父、イルゼストまでも殺させてしまったのだ。

　戦国の世である。肉親同士が血で血を洗う闘争を繰くり広げることも、稀まれではないが……。

「あなたも、カゼス王家の血を引いておいでになる」

　オルボがティーエに言った。

　小こ柄がらながら、中年を過ぎても体力の少しも衰おとろえない身の軽い男だった。

「あなたが、シレーナ姫の御ご子し息そくとは……」

「オルボは、ティーの両親には、とうとう会わずじまいだったんだよな」

　ラクシが言った。

　最近になって、やっとティーエやボイスの歩調に合わせることができるようになっている。

　少し前のラクシのように、ティーエの計はかったような規則正しい歩き方に合わせることができずに、すぐに先に行ってしまって一行が来るのを待つことになるのは、ジッダだった。

　無理もない。まだ一三歳の少年だ。

「はいラクシさま」

　オルボが答える。

「デンを訪問した時は、レンキエどのはちょうどカゼスに行っておられましたし、カゼスを訪ねた時には、シレーナ姫は既すでにデンに嫁とついでおいでになりましたからな」

「再従兄弟はとこか……それでやっと、ティーがあのアドリエ王に似にている訳わけが分かったよ」

　ラクシは、全まつたく感情を表していない、ティーエの美女と言った方がいいような顔を眺ながめた。

「再従兄弟とはいっても、ティーエどのにとっては、やはりアドリエ王は敵かたきなのです」

　オルボが言った。

「そうですな。ティーエどの」

　ティーエが、イタール公国よりも、カゼス王国よりも、更さらに完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされたデン共和国の元首である評ひよう議ぎ会かい議ぎ長ちよう、アウル・バカンの孫まごと知ってから、オルボのティーエに対する態度は、以前よりずっと鄭てい重ちようなものになっていた。

「敵……？」

　ティーエは首を傾かしげる。

「なんのことでしょうか」

「あなたも、我ら同様にアドリエを憎にくんでおいでだ。そうでしょう。あなたの家族全員を殺したばかりでなく、国までも完全に滅ほろぼしてしまった」

「それは、戦乱の世の習ならいだと、育ての親は言いました」

「しかし、イルアデルは、そのネモスアデルの息子なのですよ。しかも、今度はイルゼストどのまで殺させてしまった……」

「わたしに、イルアデルどのを憎にくむ心はありません」

　ティーエは静かに、しかしきっぱりと言った。

「人を憎んではいけないと、ケイローンが言いました。わたしがもしも心から人を憎んだとしたら、何が起こるか分からないのです」

　ボイスには、その声は哀かなしみに満ちているように思われた。




　　　　Ⅱ




　柔やわらかい雨が降り続いている。

　砂さ漠ばくの砂を含んだ黄色い雨は、海の色さえも同じ色に濁にごらせる。

　首都アドリエの臨のぞむレティナ湾わんの水は、本来は蒼あおい。空よりも蒼あおい。

　その湾に面して、都市の玄げん関かんである港がある。港は二つに分けられ、小さい方が王室専用の港だ。

　港は全て白しろ大だい理り石せきで作られているが、特に王室用の港は、白大理石に、黒、緑、赤等の大理石がモザイク模も様ように嵌はめ込こまれていて、王宮に続く石段の飾かざりはピンクの雪花石膏アラバスターだ。

　港を見下ろす丘を登って行くと、王宮に辿たどり着く。

　王宮の最も高い所からは、港ばかりでなく、首都アドリエのかなりの部分を見渡すことができる。

　主要な建造物は、ほとんど白大理石である。

　普通の家々も石造りで、白大理石の使われているところもある。

　それというのも、近くに、この白大理石の産地を控ひかえているからだ。

　黄色い雨は、白大理石の街も濡ぬらしている。

　街がい路ろは広く、歩道と車道の段だん差さがある。車道といっても、むろん荷車や、人を乗せる輿こしが通る部分だ。むろん、街がい灯とうも設せつ置ちされているし、各所に番ばん所しよもある。

　治ち安あんの良さも、大陸で、一、二を争う大都市である。

　いや、それは少し前まで、と言うべきか……。

　国王の代が替かわってから、都はかなり騒そう然ぜんとして来たと言う人々も多い。

　とはいえ、大陸有数の、良く整えられた美しい都市であることは間違いない。

　アドリエ……。

　アドは黄おう金ごん、リエは海を意味する。

　海の黄金。それが、この首都の名前なのである。

　アドリエ王国は、この都市から発展した。もともとは、アドリエ共和国であり、共和国連合の一いち翼よくを担になう都市国家だった。そして、今は大アドリエ王国の首都として、十万の人口を抱かかえている。

　季節風のもたらす雨は、家々の屋根を打つ。街がい路ろにも降り、王宮をも濡ぬらしている。




　しっとりと濡ぬれた王宮に、甘かん美びな弦げん楽がつ器きの音が流れている。

　ランピルの音だ。

　マンドリンの首を長くしたようなこの四し弦げんの楽器を一回り小さくしたものがランピーで、どちらも扱あつかい易やすいことから、人々に好まれているが、今、このランピルを奏かなでている者は、相そう当とうの名手といえるだろう。

　誰だれもが聞き惚ほれている。

　奏かなでているのは、王宮の一室の窓辺に腰を下ろしている若い女だった。

　結ゆい上げずに自然に流した、腰をも被おおう長く艶あでやかな髪かみは、銀色に近い金色……太陽神アトの金属と言われるプラチナの色だった。

　身体からだつきはほっそりとして、誰かが支えてやらなければと思わせるほどになよやかで、どこか弱々しく見える。肌はだはアドリエ特産の白大理石よりも白い。感じは弱々しいのだが、病的な白さではない。ただ、あまり血の色を感じさせないのも事実だ。

　細い身体を包つつむのは、透すきとおったごくごく薄うすい麻あさ布ぬのを何枚も重ねた上に、金きん糸し銀ぎん糸しの縫ぬい取りをした豪ごう華かなもので、髪にも服にも、金やプラチナに宝石を嵌はめ込んだ飾かざりを着けている。

　首飾りや腕うで輪わも黄金とプラチナを使ったものだが、それには珍めずらしく、大きな真しん珠じゆが使われていた。

　真珠は、この大陸では、数ある宝石の中でも、特に貴き重ちようなものである。だが、それを身につけているこの高貴な女によ性しようはどれほどの宝石にも見み劣おとりなどしなかった。

　大粒の真珠すらも光を失うほどの美び貌ぼうである。

　アドリエの真しん珠じゆと称たたえられる姫君なのだから。

　切れ長の眼の色は、アドリエの海と同じ深い青で、長い睫まつげの下で烟けぶっていた。唇くちびるは細く小さく、色は、もともとはピンクだが、今は軽く紅べにをさしている。

　その赤が、白い肌はだ色によくはえた。

　一心にランピルを弾ひく姫の儚はかなげな顔は、愁うれいのために微かすかに翳かげっている。

「あっ……お待ち下さい。今、お取り次ぎを……」

「取り次ぎなど、いらぬ」

　突然の話し声と足音に、姫は一瞬眉まゆを顰ひそめたが、楽の音を止めることはしなかった。

　カッカッカッ……

　部屋の入口で足音が止まる。

「マレシアーナ」

　若い男が自分の名を呼んでも、姫は顔を上げずにランピルを弾ひき続けている。

　男はフッと笑うような溜ため息を吐つくと、部屋に入り、側そばの椅い子すに腰を下ろした。

　姫のこういう態度には慣なれている。

　入って来たのは、黄金の髪かみを持つ美青年だ。まだ一七歳なのだから、少年と呼んだ方が良いかもしれない。

　弾ひいていた曲の、最後の一音の残ざん響きようが完全に消えてから、姫はゆっくりと顔を上げた。

「陛下……」

　イルアデルは、呼ばれてから、ハッと我に返った。

　楽がくの音ねに魅み了りようされていたのだ。そして、それ以上に演えん奏そう者しやの美しさに……。

「マレシアーナ……」

　イルアデルは微び笑しようし、姫に歩み寄った。

「いつもながら、あなたのランピルにはつい聞き惚ほれる」

「今日は、いつもとは音が違いますわ」

　姫はイルアデルを見上げた。

　輝く黄金の髪に囲まれた、美しい顔を……。

　だが、姫の蒼あおい瞳ひとみは、わざとのように何の感情も宿やどしてはいなかった。

「違う……？」

　イルアデルは首を傾かしげる。

　いつでも、どんな動作もキビキビと歯切れが良いのだが、この美女の前では、動きまでもが優しくなるようだ。

　姫も同じ一七歳だった。イルアデルより、数か月後に生まれたのである。

「ええ……雨が降ると、音も湿しめるのです」

「なるほど……」

　イルアデルは、姫の蒼あおい瞳に吸い込まれそうな心持ちを覚えながら言った。

「かもしれない。それもまた、しっとりとして、あなたにはふさわしい」

　イルアデルは、姫の頰ほおに手を掛かける。

　姫は横を向いた。

「マレシアーナ」

　イルアデルは屈かがむと、姫を抱き寄せる。

「あっ……こんなこと……」

　姫は呟つぶやいた。

　イルアデルは構わずに姫の華きや奢しやな顎あごを引くと、唇くちびるを重ねた。

　姫の膝ひざから寄せ木のモザイクを施したランピルが滑すべり落ち、騒そう々ぞうしい音をたてた。

　イルアデルは、思う存ぞん分ぶん姫の唇を味わってから、やっと顔を離した。

「陛下……」

　姫は目を瞑つむったまま呟つぶやいた。

「兄あに君ぎみさま……」




「雨か……これで三日目だぜ」

　窓から外を眺ながめながら、ラクシはぼやいた。

「もう……やんなっちゃうな」

「仕方ないよ。そういう季節なんだからさ」

　すっかり案内人のつもりのジッダが、慰なぐさめ顔で言った。

「これが、この季節のアドリエの名物なんだ」

　ジッダは、かなり日焼けはしているが、ティーエと同じように白い肌はだをしている。髪は、グレーと金色とが混まじったような色合いで、瞳ひとみの色はヘイゼル……緑色がかった茶色だ。

　少々小こ柄がらだが、顔立ちもなかなかに整っている。

　これで、ちゃんとした服を着ていれば、誰もヴァユラの少年だとは思わないだろう。

　ヴァユラ……身分制度の中にさえ入ることを許されない人々……。

　ティーエたちは、現在、そのヴァユラの人々の村に居た。首都アドリエのすぐ近くにある村だ。

　ヴァユラの人々は、横の繫つながりが強きよう固こなのである。ここの村長も、ジッダの村の長おさとは懇こん意いな間あいだ柄がらだ。

「この雨ん中を、ティーエのやつはどこへ行ったんだよ」

　ラクシの不ふ機き嫌げんの理由は、雨よりもそっちの方にあるらしい。ここのところ、ティーエに置いてきぼりばかりを喰くっているのだ。

「薬やく草そう取りだってさ」

　ジッダは、そんなラクシの焦しよう躁そうにはまるで気付かない。まだ一三歳の少年には、気付けと言う方が無理だろう。

「この谷の周りには、良い薬草がいっぱいあるんだって」

「ボイスどのが一いつ緒しよですから、心配はないでしょう」

　オルボが付け加える。実は、それが一番ラクシの神経を逆さか撫なでしたのだということにも気付かずに……。

「ふんっ！」

　ラクシはそっぽを向いた。

「ご苦労だよな。この雨ん中」

「おれも行きたかったのにさ……」

　不満をはっきりと表わしたのは、ジッダの方だった。

「おれ……薬くす師しの修しゆ業ぎようがしたいって言ったのに……」

「あれ……おまえ、自由戦士になりたいんじゃなかったの？」

　ラクシは揶や揄ゆするように言った。

「そりゃ……自由戦士は憧あこがれだけどさ」

　ジッダは平っちゃらで言う。

「やっぱり、ティーエさんみたいに、人を助ける仕事ってのは……いいよね」




　ティーエが薬草取りに行ったのは、訳わけがある。

　昨日きのう、ティーエが薬くす師しだということを知った、この村の長おさに頼たのまれたのだ。

　長おさの甥おいを診みて欲しいという。

　どこかで大おお怪け我がをして、村に戻もどって来たのだが、経過が良くないのだ。

「甥おいは、いつかこの村の者にも良い思いをさせてやる、などと言って、村を出て行ったのですがな」

　長おさは苦く笑しようして言った。

「どこかで争そう乱らんに巻き込まれて……命からがら逃げ帰って来たのですよ」

「とにかく、診みてみましょう」

　ティーエは一人で、長おさに導みちびかれ、甥おいの所に行った。

　長おさの甥おいというのは、まだ二二、三歳の若い男だった。寝たきりという訳わけでもないのだが、起きて動くのは辛つらいらしい。

「これは……刀かたな傷きずですね」

　脇わき腹ばらの傷を診みて、ティーエは言った。

「表面はもう付いていますが……奥がまだなのです……水が溜たまっていますね」

「治りますか？」

「少し気長に治ち療りようしなければなりませんが……わたしが薬を処しよ方ほうしてあげます」

　ティーエは、甥おいの傷をもっと良く見るために、それまで被かぶっていた薄い麻あさ布ぬののベールを撥はね上げた。

　美しい顔と、それにも増して、信じられないほどに美しく稀まれな瞳ひとみが露あらわになる。

　ボイスが側そばに居れば、そうすることを止めたに違いないのだが……。

　その瞳の色だけは、隠かくしようがない。

　長おさも、その甥おいも、しばらく陶とう然ぜんとティーエの世にも美しい顔と瞳とを見つめた。

「深い傷ですね」

　二人の視線にも気付かずに、ティーエは一心に甥おいの傷を調べている。

「でも、化か膿のうは免まぬがれていますから……直後に、誰かが傷口を焼いてくれたのですね」

「は……はい」

　甥おいは、やっと我に返り、何度も頷うなずいた。

「薬の調合は、どうということはないのですが……」

　ティーエは長おさに言う。

「困ったことがあります」

「困ったこと？」

　長おさが尋たずねる。

「はい……わたしの薬の持ち合わせが、大だい分ぶ残り少なくなってしまったのです……」

「薬が……」

「この辺りに、薬草の生えている所はないでしょうか」

「薬草……どんなものが必要でしょう。無ければ、取り寄せることもできます……なにしろ」

　長おさは自信ありげに言った。

「ヴァユラの仲間には、山に入って薬草や毒どく蛇へびを捕とるのを生業なりわいにしている者もおりますからな」

「とりあえず、ヒルカの根。この季節なら、バルタの花……それに、ティパスの葉があれば……」

「それなら……手に入るかも知れません。詳くわしい者がいますから、明日、取りに行かせましょう」

「それよりも、わたしを案内して下さい。他にも欲しいものがありますから……」

　ティーエは少しも気付かなかった。

　村長と話しているティーエを、喰くい入るように見つめている甥おいの視線に……。




　ティーエとボイスが、三籠かご分の薬やく草そうを持って戻もどって来たのは、日が暮れかけた頃ころだった。

「この辺あたりは薬草の宝ほう庫こですよ」

　珍めずらしく、ティーエはその白すぎる頰ほおを上じよう気きさせて報告した。

　薬くす師し……ティーエは本来、薬くす師しなのだ。

　薬草と語る……むろん、薬草に宿る精霊と語るのだが、それは、ティーエにとって、最も充じゆう実じつした時に違いない。そのためなら、この程度の雨など、まったく気にはならないのだ。

　この季節の雨は、決して冷たくはない。

「薬くす師しか……」

　ラクシは、ティーエをしげしげと眺ながめて言った。もう機き嫌げんはすっかり直っている。

「アドリエに行ったら、薬くす師しを開業するつもり？」

「そうできれば、いいのですが……」

　ティーエは、微かすかに苦く笑しようした。

　薬くす師しができるかどうかは分からない。

　首都アドリエに行けば、ティーエは顔も瞳も人目に触ふれさせないようにしなければならないのだ。

　なにしろ、その国王にそっくりの顔……そして、稀け有うのこの瞳ひとみなのだから。

「アドリエ……か」

　ラクシは言った。

　ラクシにとって、敵かたきに近いアドリエ王家。それは、ティーエにとっては、本当の敵のはずだった。

　なにしろ、ティーエの故国、デン共和国を、滅めつ亡ぼうさせてしまったのだから。

　敵……。

　その言葉は、ティーエには何の怒いかりも恨うらみも起こさせはしないようだ。

　いや、起こしてはいけないのだ。

　ティーエは、自分の心を懸けん命めいに抑おさえているはずなのだ。そのために、まるで感情が無いかのようにふるまっている。

　感情が無いのではない。

　もちろん、一七歳になるまで、全く人間に会うこともなく育ったティーエには、育ての親ケイローンと過ごした山を下りてから初めて知った感情もある。

　とまどい……怒り……。

　溢あふれ出る感情を抑え切れないこともある。

　が……ティーエは自分の感情を制せい御ぎよしなければならないのだ。

　自分の感情が制せい御ぎよし切れなくなった時……。その時には、周まわりじゅうの人が、動物が同じ感情に染められてしまう。そればかりか、様々な精せい霊れいたちも、ティーエの感情に反はん応のうし、動き出してしまうのだ。

　ト・アデルの都ま市ちで、ティーエは、ラクシが黒こく影えい団だんに殺されたものと思い込み、怒いかりの感情を爆ばく発はつさせてしまった。

　その結果起こったことは、大都市ト・アデルの全ての城じよう壁へきの崩ほう壊かいだった。

　もしも、今、ティーエが、アドリエ王家や国に対して、底知れぬ憎にくしみを抱いだいてしまったら……。

　ティーエ自身が、何よりもそれを恐おそれているのだ。

　ティーエたちがいるヴァユラの村……この村から、三日の旅で、首都アドリエに至る。




　この季節には、珍めずらしくよく晴れた日だった。空が青く高い。風も無い。それだけに、午ひるまえから、気温はどんどん上っていた。

　アドリエ王国は、大陸の北東部にあるので、大陸の中では気き候こうの穏おだやかな地方だったが、それでも緯い度どは三〇度……亜あ熱ねつ帯たいに近い。

　夏が目前だから、気温は三〇度を越えていた。もっとも、砂漠の炎えん暑しよと比べると、天国のようなものなのだが……。

　ここのところの黄雨のために、まだ完全な色を取り戻してはいなかったが、海も青く、静かだった。

　特にレティナ湾わんの中は、鏡かがみのように穏やかだ。

　海の黄金……アドリエは、その湾の周りに白く美しい身体を横たえていた。

　もっとも、乾いた粉こなに近い微び細さいな黄こう砂さのこびり着いた身体ではあるが……。

　王宮は、大たい別べつすると二つの部分がある。政治の行なわれる大宮殿と、王家の人々の生活の場である奥宮殿だ。

　もっとも、現在の奥宮の主あるじは、イルアデルとマレシアーナのみだが……。

　先王ネモスアデルの代には、奥宮の一角は、数多くの嬪ひんや妾しようの住む後こう宮きゆうだったのだが、今、そこには行き場のない女たちが何人か残っているにすぎない。むろん、以前の華やかな生活など望むべくもない。

　それでも、追い出されないだけマシだと、女たちは思っている。

　イルアデルは、細かいことには、まるで無関心だったが、関心のないことには寛かん大だいだった。




　大宮殿は、街に向って聳そびえ立っている。

　さすがに、大アドリエ王国の中ちゆう枢すうだ。その巨大さ、華か麗れいさに比すべき建造物は、この地方には見当らない。

　丘ひとつを、そっくり覆おおうように建てられている宮殿の下方は、実じつ務むを行なう行ぎよう政せい府ふの様々な部所があり、上方には大臣たちの執しつ務む室、会議室、王の謁えつ見けんの間、大広間などがあった。

　各部所は、独どく立りつした建て物に入っている場合が多く、何本もの通路、回かい廊ろうなどで繫つながれ、いくつもある中庭にそれぞれ面している。

　中庭には木々が植えられ、噴ふん水すいや池も作られている。白大理石を基き調ちように、様々な色の大理石で模も様ようを付けられた建造物に、木々の緑の対比が鮮あざやかだ。

　中庭には花も絶えることはない。

　今の季節は、ジャスミンのような甘い香りの白い小さな花が一杯に咲く木が、どれも花盛ざかりになっていて、宮殿中に芳ほう香こうを漂ただよわせている。

　ひとつの中庭に面した通路を、黒ずくめの服を着た男が一人、足早に通り過ぎて行った。

　顔まで黒い布で隠かくしている男は、王の陰の親しん衛えい隊たい、黒こく影えい団だんに違いない。大臣グラウルの配はい下かだ。

「やれやれ……またカラスが一羽通りましたよ」

　同じ中庭の反対の一角の、花盛りの木の下で涼りようを取っていた二人の男のうちの一人が言った。

　五〇代の、中ちゆう背ぜいの男である。

　白い布に、金糸と銀糸で縁ふち取どりをした上布ローブ……それは、アドリエでは大臣しか纏まとえない服だった。

「たいした腕だ……あの、ひとを信用するということを全く知らぬ王に、あれほど取り入るとは……」

「グラウルのことか……」

　木の下に運ばせた椅い子すに、ゆったりと腰を下ろしている、もう一人の男が言った。年齢は六〇歳前後だろうか、髪はもうほとんど白く、かなり薄くなっている。

　小こ柄がらだが、肉付きは良く、顔は丸く、眼と眼の間が狭せまいことが狡こう猾かつそうな感じを与え、この男から、威い厳げんというものをかなり奪うばい取っていた。

「王はこの先、どうにでもなるが……あの男にだけは用心が必要だな」

「魔ま術じゆつ師しか……やっかいな……」

　中ちゆう背ぜいの男は、やれやれと言うように首を振った。

「暦こよみ司つかさ処どころだけで大人おとなしくしている男ではないでしょうな」

「いずれ、宰さい相しようの地位が欲しいなどと言いだすことだろうて」

「そのわりには、落ちついておいでですな、宰さい相しようどの」

　黒衣の男が去った辺りを眺ながめていた中ちゆう背ぜいの男が、座っている男を振り返る。

　黒こく影えい団だんの行った方向に、暦こよみ司つかさ処どころの上部の執しつ務む室があるのだ。大臣グラウルは、そこにいるはずだった。

　もっとも、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの男だが……。

「落ち着いて……そう見えるかな、ナバン」

「なにか、良いお考えでも……」

　収しゆう税ぜい処どころの大臣、ナバンは目の前の、アドリエの宰さい相しよう、バルドの顔をある種の恭うやうやしさを持って覗のぞき込んだ。

「考え……」

　バルドは笑った。

　声が少々甲かん高だかいので、〝ホッホッ……〟というような笑いになる。

「そんなものはまだない。しかし、向うの後ろ盾だてはゼルフトだ」

「なるほど……」

　ナバンは大おお袈げ裟さに頷うなずいた。

「ゼルフトが、いつ、あの若わか造ぞうの魔ま術じゆつ師しを目め障ざわりと思いだすか……」

「ホッホッ……」

　バルドはまた笑った。

「ゼルフトは、短気な男だからな」

「遠からず、面白い見物が見られるということですな」

　ナバンはニヤリと笑うと、また黒衣の男の去った辺あたりに目を移した。




　先王ネモスアデル七世に代って、イルアデルが王位に就ついてから、まだ七か月余り。実際に国こく政せいを取り仕切っているのは、先王の任にん命めいした大臣たちがほとんどだった。

　イルアデルが即そく位いしてから任にん命めいしたのは、暦こよみ司つかさ処どころの大臣グラウルと、裁さい判ばん所しよの長官だけに過ぎない。

　イルアデルの王権は、古い木に接つぎ木をしたような、まだ不安定なものでしかなかった。

　ただ、イルアデルの強みは、軍の支持を得ていることだった。

　表向きは、王妃に殺されたということにはなっているものの、実は先王はイルアデルの差さし金がねで暗殺された。

　それでも、軍は正統な王家の血を引く王おう太たい子しイルアデル支し持じを選んだ。

　先王の晩ばん年ねんの、重く暗い政治の下で、沈ちん潜せんしていた人々の不満が、表面に湧わき出して来た結果といえるかもしれない。

　征せい服ふく王と呼ばれたネモスアデル七世の治ち世せいの前半は、勝かち戦いくさとはいえ、戦争に明け暮れた。

　兵士の徴ちよう用ようのため、町や農村から、働き手である若い男が消え、生産力が低下する。戦費を賄まかなうために、逆に税ばかりが上るのだ。そして、征服した国々の富は、一部の人々しか潤うるおさない。

　やがて、今のト・アデル……あのイタール公国を併へい合ごうする戦いの後で、やっとアドリエは侵しん略りやく戦争の時代に終しゆう止し符ふを打った。

　平和と繁はん栄えいの時代が始まると、誰もが思った。

　確かに、男たちは故郷に戻もどり、戦せん乱らんの無い大地を耕たがやし、生産力は向上した。人々は豊かになった。

　しかし、戦いに敗れ、流る民みんとなった者たちは町や村に流れ込む。

　おまけに、ネモスアデル王は、内政に興味を失い、王おう妃ひやその一族の意見を重ちよう用ようするようになった。

　そのために、国は富とんだが、乱れた。

　さすがにネモスアデル王は、失政に気付き、王妃の一族を遠とお避ざけ、バルドを宰さい相しように起き用ようしたのだが、長く重い民衆の不満を解消するには至らなかったのだった。

　軍と民衆は、静かに、親殺し王、イルアデルを迎むかえた。

　なによりも、それに力を持っていたのは、元げん帥すいゼルフトの後押しだった。

　ゼルフトは、アドリエ正せい規き軍ぐんを完全に掌しよう握あくしている。

　征服戦争の時代から、数々の武ぶ功こうをあげ、古こ参さんの兵の信しん頼らいは絶大だった。しかも、ゼルフトは王家の血を引いている。

　宮廷での政せい争そうを何よりも嫌きらい、戦場での命のやり取りの方に潔いさぎよさを覚える類たぐいの人間なので、野心はない。ただ、それだけに気短かな一面があった。

　それでいて、戦略となると、誰だれよりも辛しん抱ぼう強かったりもするのだが……。

　どちらにせよ、イルアデルが完全にその王権を手中に収めるには、まだ一ひと波は乱らんか二ふた波は乱らんあることは必至なのだった。

　そのためにも、グラウルは黒影団を更さらに強化しているのだ。




　さきほど回かい廊ろうを通った黒影団の一人は、バルドたちの推すい測そくどおり、グラウルの執しつ務む室を訪たずねていた。

「クランから急ぎの知らせが参りました」

　黒衣の男は、グラウルの近くに跪ひざまずき報告する。

「クラン……ああ、ト・アデルで傷付いた男だな。治ち療りようのために、村に帰っているのではないのか」

「その村でございます」

　黒衣の男の声は、ほとんど聞き取れないほどに低い。

「クランの村は、都の近くだったな」

「はい……」

「それで、急ぎの知らせとは」

　グラウルは手を後ろで組み、中庭に向って立っている。

　ここも、白い花が咲き匂におっている。他にも赤やピンク、色とりどりの花が咲いていた。

「世界でございます」

　黒衣の男は言った。

「世界……」

　呟つぶやいたグラウルは、灰色の服の上に、大臣の白い上衣ローブを羽は織おっている。

「あの男が……どこにいる？」

「クランの村でございます」

「ふふ……」

　グラウルは含ふくみ笑いを漏もらした。

「とうとう来たな……」

「は……グラウルさまのおっしゃった通りでございましたな」

「わしには分かっていた……陛下とあの男とは、魂たましいが引き付け合うのだ」

「それで……どういたしましょう」

「監かん視ししろ……手を出してはならん」

「はっ……」

　黒衣の男は一度頭を下さげると、部屋を出て行った。

「来るがいい……美しいものよ……」

　グラウルは、一人、虚こ空くうに向って呟つぶやいた。

「おまえは、世界……世界の鍵かぎを握にぎる者だ」

　白い花の間を、蜜みつ蜂ばちが忙いそがしく飛び回り、蜜を集めている。その羽は音おとが大きく聞こえた。

　暑い午後だ。人々は涼すずしい所ところで束つかの間まの休息を楽しんでいる。

「そして、イルアデルさまの道どう具ぐになるのだ」

　グラウルは、蜜蜂の動きを意識のどこかで追っていた。

「わたしのイルアデルのな……」




　　　　Ⅲ




　アドリエの城じよう壁へきの外に、その一いつ郭かくがあった。

　城壁の中には住めない人々の町……貧ひん民みん街がいだ。

　城壁の中にも貧民街はあるのだが、こことは性格を異ことにしている。城壁の中に住むことのできるのは、同じように貧しくとも、アドリエの市し民みん権けんを持った人々……平民なのだから。
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　しかし、この外の貧民街に住むのは、市民権のない人々だ。つまり、戦乱で流る民みんとなり、アドリエに辿たどり着いた人々。そして、決して市民権を持つことのできない、最下層とみなされているヴァユラの人々なのだ。

　差別は、この貧民街ですら行なわれていた。

　街まちは、ヴァユラの街とそうでない人々のものとに、はっきりと分かれているのだった。

　そのヴァユラの街を、一人の男が歩いていた。

　背の高い瘦やせ型のその男は、この街には似つかわしくない、色は地じ味みながらも、立派な服を身に着けている。

　普通なら、この街に金のありそうな他よ所そ者ものが入り込めば、たちまち街の子供たちが取り巻いて金きん品びんをねだるところだが、なぜか、この男の周まわりには人の姿はない。

　人々は家の中に隠れ、この男の様子を伺うかがっているだけなのだ。おそらく、この男の身分も、行く先も熟じゆく知ちしているのだろう。かといって、恐れているという訳わけでもない。ただ、この男は簡単には人を近付けない重い空気のようなものを、いつも纏まとっていた。

　足元が悪い。男は慎しん重ちように歩を進めて行った。

　今にも倒れそうな小こ舎やが立ち並んでいる。道は狭い上にぬかるんでいた。水はけが極きよく端たんに悪い一帯なのだ。

　そのぬかるみの上に、沢たく山さんの足跡がついている。大人のものも子供のものもあるが、裸足はだしが多い。

　街には、一応どぶのような排はい水すい路ろはあったが、ところどころが詰つまったまま放置されているので、雨の時などは溝みぞが溢あふれ、汚お水すいが街がい路ろに流れ出す。

　道だけでなく、街全体が悪あく臭しゆうを放っていた。

　しかし、歩いている男は、そんなことはまるで苦にならないようだった。

　いささか頰ほおのこけた顔には、立派な顎あご髯ひげを生はやしており、威い厳げんがある。髪も眼も黒だ。

　男はいくつかの道を曲り、やがて路地の突き当りの一軒の家の戸を叩たたいた。

　他の家と比べると、多少は大きいようだが、やはり同様のバラックで、板などところどころに穴が開いている。

　木の多いこの地帯で、木材は内陸部ほどに貴き重ちよう品ひんではないが、ここの人々に新材など手に入るはずはない。全て廃はい材ざいを利用しているのだ。




「これはこれは……大臣どの御おん自みずからのご入来とは……」

　男が家に入ると、奥の一間まから声が掛かかる。

　一九〇センチほどもある長身の男は、頭がつっかえそうになるのを警けい戒かいしながら、奥に通った。

「長ちよう老ろう……」

　男は、奥の、クッションや布などを積み上げた台の上に座っている人物に対して腰を屈かがめ、恭うやうやしく頭を下げた。

「アドリエの大臣ともあろう御おん身みが、この貧ひん民みん街がいにおいでになるとはのう」

「それも、何度お招まねき申し上げても、長老が我が屋や敷しきにお出いで下さらないからです」

　男は顔を上げ、苦く笑しようした。

「わしは、ヴァユラ……れっきとしたアドリエの大臣の屋敷になど、近付くのも畏おそれ多いこと」

「以前から、わたしの屋敷には色々な人間が出入りしておりますよ。周りじゅうから、胡う散さんくさいやつだと、白い眼で見られています」

　男は厳しい頰ほおを崩くずした。

「もう噂うわさにものぼっています。アドリエの大臣グラウルは、貴族の身分を魔ま術じゆつで手に入れたのだ……と」

「しかし御おん身みには……高貴な血が……」

　言いかけた長老をグラウルは制せいすると、その近くに腰を下ろした。

「長老……わたしがあなたに、わざわざこのアドリエまでおいで願った理由は、既すでにお話ししましたが……」

「分かっておりますよ」

　長老は大きく頷うなずく。髪も髭ひげも豊かで真白だ。その中に顔が隠れている。かなりの老人だ。

　小こ柄がらで瘦やせており、年齢のせいで縮ちぢんだと思わせるほどに、手や首の辺あたりは皺しわが多くカサカサと枯れていた。

「来たようですな……あの男が」

「はい……今日中には都市に入るはずです」

「フフフ……」

　長老は忍び笑いを漏もらした。

「グラウルどのが手こずるとは……なかなか面白い相手のようですな」

「〝世界〟の相を持った者です。なぜ世界の鍵かぎを握ると言われているのか、わたしにもやっと分かりました」

「世界を握る力……ですかな。フッフッ……」

　長老は口に手を当て、楽しげに笑う。

「しかも、カゼス王家の血を引く男子……」

「それも、御ご存ぞん知じでしたか、長老……」

「ほれ……グラウルどのの顔に書いてござる」

　長老は悪戯いたずらっぽく、グラウルの顔を指差した。

「さすがにわが師」

　グラウルは、顔を長老に近付け声を潜ひそめる。

「大だい魔ま術じゆつ師し、ラグルドどの」

「いやいや……」

　長老は首を振った。

「わしは、ただの足の萎なえた年寄り。しかし、年を取っただけ、他ひ人との心というものが分かるようになりましたよ」

「ひとの心……」

「そうですよ。その〝世界〟は、まだ若いようですな」

「王と同じ、一七歳のはずです」

「一七ですか……では、魔術もまだまだ未み熟じゆく」

「いや、既すでに恐るべき力を持っています」

「グラウルどの。わしは御おん身みに教えたはずですぞ。魔術は〝気〟の力だと」

　突然、柔にゆう和わだった長老の細い眼が鋭するどくなった。

「気とはすなわち精神です。人の心は弱いもの、動どう揺ようし易やすいもの……まして、一七や八の若いものならばな」

「だからこそ、長老のお力添ぞえをお願いしているのです」

「ハッハッハッ……そうでしたな」

　ひとしきり笑うと、長老は突然身を起こし、力強い声で言った。

「では、今、その世界とやらを見てみよう。グラウル、そこにある水晶玉をよこせ」

「はっ……」

　グラウルは素速い動作で、小机の上にあった直径十センチほどの水晶球を取り、長老に渡した。

　二人の関係は、もはやヴァユラの長老と大臣のグラウルではない。昔の魔術の師と弟子とに戻もどっているのだ。

「さあ……おまえも水晶玉に気を込めろ」

「はい」

　長老の皺しわだらけの小さな掌てのひらの中の透とう明めいな水晶球が、ふと曇くもる。外側ではなく、中が曇ったのだ。

　そして、その曇りは次し第だいに濃こくなって行った。

　やがて曇りは凝ぎよう縮しゆくし、形を成し始める。

　人だ。

　五人の人間の姿が、水晶の中にあった。

　歩いている。

　大剣を背負った大男。黒い髪のいきいきとした美少年。大きな眼をした小柄な少年。眼つきの鋭い中年の男。そして、ベールをすっぽりと被かぶっているので、男か女かも分からない、ほっそりとした人物……。

「フッフッフッ……」

　長老はまた笑い、水晶の中の五人に向って語りかける。

「おまえたちは、もうわしのこの掌たなごころの中からは逃のがれられぬぞ」




　ティーエ、ボイス、ラクシ、オルボ、そしてジッダの五人が、アドリエ王国の首都に入ったのは、抜けるような青空の下だった。

　一休みしたヴァユラの村を出発して四日目の午後である。

　出発した日も、やはりこのような上天気だったが、翌日はまた、紗しや幕まくを張り巡めぐらせたような雨になった。
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　その翌日は、もっと悪く、嵐のような雨と風で、一行はなんとか洞どう窟くつを見つけ、そこで一日を過ごさなければならなかった。

　ラクシがティーエに、

「おまえのせいじゃないだろうね」

　と、冗じよう談だんを言ったほどだ。

〝これじゃ、明日も怪あやしいな〟

　そう思っていたところに、まるで空が突き抜けたようなこの晴天だった。

　すっかり喜んで、ジッダと共に、一行の先を進んでいたラクシだったが、太陽が高く昇るにつれて、またブツブツ言い始める。

　湿しつ気けのせいだ。

　気温は三〇度か、せいぜい三一、二度というところだから、砂さ漠ばくの酷こく暑しよに慣なれた身体からだにはどうということはないのだが、空気が湿って、ムッと息が詰つまる感じがする。

「なんとかなんないの？　この湿気……」

　ラクシは、キリリと眼め尻じりが吊つり上った、よく整った顔を顰しかめた。

　言葉使いや、キビキビと歯切れの良い、いかにも少年らしい、どこかぞんざいな動作などを見ていると、とても、男装をしているだけの少女とは思われないのだが、顔立ちの美しさや優しさは、やはり少女のものだった。

　それに、物思いに沈んでいる時などにふと見せる気品……これも天性のものを、無理に隠しているということを理解させる。

　もっとも、街かい道どうを行き違う人々には、この少年が、本当は今のト・アデル……以前のイタール公国の公女だなどとは、思いもつかないことだろうが……。

　アドリエに近付くにつれ、街道を歩く人々の数も、荷車も増えている。

　ティーエは、人々に行き合う前から、スッポリとベールを被かぶり、頭部全体を覆おおっていた。

　アドリエ王にあまりにも良く似た顔と、稀け有うなその瞳ひとみを隠すためだ。

　右が緑、左が紫というその眼こそが〝世界〟の相を表わしているのだから。

　砂漠とは違って、この辺あたりでは、眼までも隠す者はほとんどいない。一部の貴婦人ぐらいのものだ。

　そこで、オルボやジッダの提案で、服は男か女か分からないようなものにした。こうしてベールをしていると、一見、上流の婦人に見える。

　女にしては背は高いが、身体からだつきがほっそりとしているせいもあるだろう。異い和わ感かんはない。

「それにしても、でかい都市だなあ」

　ラクシは何度も感かん嘆たんの声をあげる。

　都市が見えだしてから、かなり歩いたというのに、一向に辿たどり着けないのだ。

　それだけ巨大なのである。

　都市の周まわりは農地や森がある。道は整備され、野菜を満まん載さいした荷車が城門に向い、代わりに交こう易えき品ひんを積み込んだ荷車が城門を出、街道に進む。

　アドリエの交易は、海上と水路を使うものが多いが、こうして、張はり巡めぐらされ整えられた陸路を行くものもかなりの量にのぼる。

「すげえ……」

　やっと城門の近くに着いた時、城じよう壁へきを見上げながら、ジッダは口笛を吹いた。

　ト・アデルの城壁もかなり立派なものだったが、目の前の壁はその数倍以上の規模だ。

　しかも、白く輝いている。

　おそらく、芯しんの部分は別の石材やレンガが使われているのだろうが、表面には白大理石がびっしりと張られているのだ。

　純白に近い、上質の大理石。いくら産地を抱かかえているとはいっても、この都市の財力のほどが分かろうというものだ。

　城壁は、ただ大理石で化け粧しようされているばかりでなく、各所に浮き彫りが施ほどこされている。特に、門の周りは立派だった。

　獅し子しと一いつ角かく獣じゆうが、門を挟はさんでいる。

　獅子と一角獣……そして帆はん船せん……それが、アドリエ王国の紋もん章しようなのだ。

　獅子も一角獣も、十メートル近い浮き彫りである。

　門の高さだけで二〇メートルはありそうだ。

「へええ……」

　ジッダは、頭上の門を見上げたまま、口をあんぐりと開けている。

　ラクシは、その口の中に塩漬づけのラントの実を一個放り込んだ。

「わっ！　なんだよおっ」

　ジッダは飛び上ったが、ラントの実はちゃんと食べてから、ラクシに抗こう議ぎした。

「鳥のフンよりマシだろう。あんまり大きな口あけてるからさ」

　ラクシが、ジッダの髪かみの先をチョイと引っ張って言った。

　グレーと金色の混まじったような色合いのジッダの髪は、短いもののフワフワと軽く柔やわらかく、先の方がちぢれて飛び上っていて、つい抓つまみたくなる感じがする。

「フン……だ」

　ジッダはラクシに向って唇くちびるを突き出した。

　鼻の形は上品に整っているが、飛び切り大きな眼と、少々大きめの口とが、この少年の顔にいきいきとした力を与えていた。

「初めて見るんだもんね。こんなでかい城壁」

「おまえ、アドリエは初めてなのか」

　ラクシは、ジッダをしげしげと見る。

　今迄まで、案内人ぶって同行して来たジッダは、実際に裏うら街かい道どうなどにも詳しかったのだ。

「そっ……初めてさ」

　ジッダは澄すまして言った。

「長おさや、連絡役にくっついて、アドリエ国内はあっちこっち行ったんだけどね」

「なるほど」

「でも、首都は初めて……いやあ……でかいね。話には聞いてたけど」

「たしかにね」

　ジッダとラクシは改めて門を見上げた。

「おい、早くしろ」

　その二人にボイスが声をかける。

　こんな所で田舎いなか者もののように門を見上げていたのでは、目め立だって仕方がない。

　それでなくとも、二メートル近い大男のボイスは、人目を引かずにはいられないのだ。

　それにティーエ……。

　ティーエは、ただ立っているだけで、その周りには独どく特とくの雰ふん囲い気きが漂ただよっている。まるでそこだけ空気が止ってしまったような感じがするのだ。

　オーラ……人体から発する生命の光を見ることの出来る者が見れば、ティーエは眩まぶしい光に包まれているはずだ。

　オリハ・リコン……つまりプラチナの輝きのような……。

　オリハは宇宙神の名であり、全ての神々を生み出した者……つまりは宇宙そのものを指す。リコンは金属を意味する。

　神話によると、オリハがその長子である太陽神アトに、シンボルとしてこの金属を与えたのだという。

　だから、オリハ・リコンは、アトの金属ということになっている。

　ラクシとジッダの二人は、お互いに顔を見合わせ、ペロリと舌を出すと、ボイスたちの後を追って門を潜くぐった。

「まったく……いたずらっ子みたいなお姫さまだ」

　ボイスはやれやれと首を振ると、ティーエに囁ささやいた。

「本当に気が合うんですね、あの二人は……」

　ティーエの言葉に、オルボが一人、顔を顰しかめる。

　もとの都市を追い出され、ひっそりとした隠かくれ里のような所に移ったとはいえ、れっきとしたイタール公女であるラクシと、時として人間扱あつかいさえ許されないヴァユラの少年ジッダ……。

　そのジッダを、ラクシはまったく対等の仲間として扱あつかっていた。

　だから、ジッダは嬉うれしくてならないので、余計にはしゃぐのだ。

　もちろん、ジッダを対等に扱あつかうのは、ティーエとボイスも同じだ。だが、ティーエにはやはり、どこか慣なれ慣れしくし切れないところがあったし、ボイスは大人だ。ジッダにとって、最も親しん近きん感かんを覚えるのは、やはりラクシだった。

　日中なので、門は大きく開かれている。一目で他よ所そ者ものと分かっても、いちいち番兵に調べられることはない。

　それだけ自由ということもあるが、人の出入りが多過ぎて、いちいち調べている暇ひまなどないという方が当っている。

　五人は、多少緊きん張ちようしていたが、他の都市に入る時と同じように、ごく普通の調子で、〝海の黄金〟アドリエに入った。

　いや、一人、ティーエを除いて、と言うべきか……。

「ボイス……」

　ティーエは、ボイスにだけ聞こえるように囁ささやいた。

「どうした？」

　ボイスも小声で尋たずねる。

「気が付きませんか？」

「なにに……だ」

「視線です……わたしたちは、見られています」

「視線……」

　ボイスはあまり首を動かさないようにして、辺あたりを探さぐった。

　確かに、視線を感じはする。しかし、こう人が多くては、元を突き止めることはできそうになかった。

「誰だか、分かるか？」

「分かりません」

　ティーエは微かすかに首を振った。

「城じよう壁へきの上からなので……」

「城壁の上か……」

　ボイスは、振り返り、門を見上げる振りをして、それとなく調べたが、人の姿は認められなかった。

「敵か？」

　そう問いかけてから、ボイスは言い直した。

「黒こく影えい団だんか……アドリエの回し者か？」

　ティーエに、敵という意識はまるでないのだ。たとえ命を狙ねらわれても、その相手を敵とは考えないだろう。

　人を憎にくむことさえ、知らない。

「それも、分かりません」

　ティーエは言った。

「遠いので」

　すぐ側そばの人間なら、心の中の叫びを聞くことができる。手を触れれば、もっと多くの思考が直接頭に流れ込んで来る。だが、遠くては、いくらティーエでも、相手を知ることは不可能だった。

「そうか……」

　ボイスは言った。

「それなら、まだ、知らせずにおこう」

　ボイスは、はしゃぎながら少し前を行くラクシとジッダ、そして、少し苦にがい顔でその姿を見守るオルボを示した。

「はい」

　ティーエは頷うなずいた。




「マレシアーナ」

　アドリエ王女であるこの美び姫きに、こんな風に呼びかけることのできる人間は、この国には、現在、たった一人しかいなかった。

　黄金の髪を持つ青年だ。いくつかの傷跡があっても、その顔は輝くほどに美しい。

「なんでしょうか。兄君さま」

　振り返った姫の顔もまた、譬たとえようがないほどに美しい。

　しかし、この二人は、兄きよう妹だいだというのに、少しも似てはいなかった。

　母が違うのだ。

　イルアデルの母は、カゼス王国の王族、イリリア姫。そして、マレシアーナ姫の母は、アドリエ貴族の娘で、その名をバルリットという。

　バルリット妃こそ、先王ネモスアデル七世暗あん殺さつの罪を被かぶせられ、首を切られた、先王妃に他ならないのだ。

　むろん、全てイルアデルの差さし金がねによる。

「マレシアーナ」

　イルアデルは、窓辺の姫に歩み寄る。

　姫は窓辺の椅い子すに腰を下ろしているのだ。

「あなたは、どうしていつもそうして外を眺ながめているんです？」

「鳥になって、どこかに飛んで行きたいからですわ」

　姫は、窓から見える港に群れている白い鳥を指差した。

「あの鷗かもめのように……」

　イルアデルは、何も言わずに港の鷗を見た。

　水面すれすれに群むれるもの、そして、空に溶とけ込みそうになるほどに高く飛ぶもの……

　イルアデルも、昔せき日じつは、鳥になりたいと切望したものだ。いや……今でもその心は残っているかもしれない。

　空は、うっとりするほどに高い。

「鳥になったら、あなたはどこに飛んで行くのかな」

「さあ……」

　マレシアーナは首を大きく傾かしげる。前髪だけを結ゆい上げてある、長いプラチナ色の髪が、サラサラと動いた。結った部分には、小粒の真しん珠じゆで編んだネットが被かぶせてある。

「海の向うにあるという、大陸かしら」

「海の向う……」

　イルアデルは露ろ骨こつに顔を顰しかめた。

「そこは、蛮ばん地ちだ。まだやっと農耕を覚えたばかりだという話ですよ」

「でも……ここよりは良いかもしれませんもの」

　マレシアーナは、鷗かもめを目で追いながら言った。

　そして、クルリとイルアデルに背を向けた。

　その背中が、硬くなっている。

　マレシアーナ王女は、誰かが支えなければ立っていられないのではないかと思われるほどに頼りなげな、楚そ々そたる風ふ情ぜいの姫なのだが……。

「マレシアーナ……」

　イルアデルは、手を伸ばし、後ろから姫を抱こうとしたが、しばしためらった。

　ためらっているうちに、低い足音が聞こえる。

「陛へい下か……」

　部屋の入口に、マレシアーナ付きの女奴ど隷れいが跪ひざまずいていた。年の頃は、マレシアーナより少し下だ。

「なんだ？」

　イルアデルは応こたえる。

　不ふ機き嫌げんではなかった。かえって、第三者の介かい入にゆうに、ホッとしたものを覚えている。

　不機嫌なのは、今日のマレシアーナだ。

「火か急きゆうの使者でございます。大臣、グラウルさまからの」

「グラウル……」

「すぐに、表にお戻もどりあそばされますようにと……」

　女奴ど隷れいは跪ひざまずいたまま、顔だけを上げた。

　白い小さな顔は、なかなかに美しい。いや、可愛いと言うべきだろうか。髪も瞳ひとみも明るい茶色だ。

　だが、イルアデルはその顔を一いち瞥べつすらせずに部屋を出る。

　イルアデルのような身分の者にしてみれば、女奴隷の存在など、家具に等しいものなのかもしれない。

　しかし、奴隷の方はそうではなかった。

　一度マレシアーナを振り返り、部屋を出て行くイルアデルの後ろ姿を恭うやうやしく見送るその顔には、明らかな讃さん美びの色がある。

「アナイナ！」

　ほんの数秒も経たたないうちに、その背に強い叱しつ責せきの声が浴びせられた。

　少女は弾はじかれたように立ち上り、声の主の方を向くと、両手を胸に当て頭を下げた。

「ビセルさま」

　少女の目の前に立っていたのは、四〇代後半の小太りの女だった。

　女は、ツカツカと少女に歩み寄ると、思い切りその頰ほおを叩たたく。

　少女は、よろけて二、三歩退さがったが、なんとか体勢を保った。その目に涙が浮かんでいる。悲しいのではなく、痛みのためだ。

「おまえの今の目つきは、なんです」

　女はいささか甲かん高だかい、耳障ざわりな声で言った。

「わたくしの……」

「ご無ぶ礼れいとは思わないか。奴隷の分ぶん際ざいで！」

「わ……わたくしは、なにも……」

「おだまり！」

　女はまた手を振り上げる。

　少女は反射的に身を竦すくめた。

「乳う母ばや……」

　部屋の奥からの美しい声が、女の動作を中断させる。優しげな細い美声は、いかにもその主にふさわしい。

「静かにしてちょうだい。わたくしは、頭が痛いのよ」

「は……はい、姫さま」

　女は少女に一いち瞥べつをくれると、姫のもとに駆かけ寄った。

「お許し下さいませ。あの娘は、本当に気のきかない子で……」

　乳う母ばはそう言いながらも、姫の顔色などを気き遣づかう。

　本当の頭痛でないことは分かっていた。不ふ機き嫌げんな時、姫はいつも頭が痛いと言うのだから。

「まったく……デン人の奴ど隷れいどもときたら……」

「デン人？」

　マレシアーナは、その時やっと乳う母ばのビセルに目を向けた。

　デンという名前は、聞いたことがあったような気がするが、よく思い出せない。

「一四八共和国デンでございますよ。頑がん強きようにこのアドリエに抵抗した国でございます。攻め落としたのは、ちょうど姫さまがお生まれあそばされた頃でございました」

「アナイナが、そのデン人？」

「はい、さようでございます」

　乳う母ばは大きく頷うなずいた。




「ヒャー、立派だなあ」

　都市に入っても、ジッダはまだ驚きっぱなしだった。

　広い街路を見て驚き、家々や神しん殿でんを見て驚いている。

　このアドリエの都ま市ちには、立派なアーチと列れつ柱ちゆうを持ったアーケードのある商店街まであるのだ。

「とりあえず、わたしの知り合いの家に行くことにしよう」

　一行の中でただ一人この都市に来たことのある、オルボが言った。

「その前に……」

　ティーエが珍めずらしく提案をした。

「港に行きましょう」

「港へ？」

「わたしは、海を見たいのです。まだ見たことがないので」

「あ……おれも」

「おれもだよ」

　ラクシもジッダも、やはり海を見たことがない。

　一行は大通りをずっと進み、港に向った。

　ゆるやかな坂を昇りつめると、突然前が開け、青いものが目に飛び込んで来る。

　海だった。

　昇り詰めた所から、まっすぐの下り坂になり、港に続いているのだ。

「海だ、海だっ！」

　駆け出そうとしたジッダを、ボイスが制せいした。

　ティーエは、何も言わず、まったく同じ歩調で坂を下り始めている。

　海は、今日の空よりも、青く青く輝いていた。




　　　　Ⅳ




　白大理石の港は、全体が大きな真しん珠じゆ貝がいのように輝いていた。

　じっと見ていると吸い込こまれてしまいそうな青い海は、凪ないでいて、ずっと先の方まで港の水底が透すけていた。

　かなりの大型船が入るため、港は相当に深くできている。

　レティナ湾わんにはいくつも入り江があるが、その中で最も奥の入り江が、そのままアドリエ港になっていた。

　ギャオ、ギャオ、ギャオッ……

　上空を、鷗かもめが群れ飛んでいる。

「そろそろ行きましょう。日が暮れてしまいますよ」

　いつまでも飽あかずに港を眺ながめているラクシに、オルボが声をかけた。港から離れ難がたい思いでいるのは、ティーエやジッダも同じだ。

　海は美しい。ゆったりと横たわり、動かない、それなのに、一刻も休むことなく変化しているのだ。

　ティーエは、少し離れた港の石段に腰を下ろし、じっと海を見つめていた。人目につくために、薄いベールを外すわけにはいかなかったが、ベールは、ティーエの瞳ひとみの色さえ隠せればいいので、布ぬの越ごしでも景色は良く見える。

　海からの微び風ふうがサラサラと薄い布を波立たせた。その風は、湿しつ気けが多く暑い日には、とりわけ快こころよい。

　じっとしているティーエとは対象的に、ラクシとジッダは、石段を下りて波打ち際ぎわで波と戯たわむれたり、水の中に足を入れてみたりと、すっかりはしゃぎ回っている。

　なにしろ、二人は初めて海を見たのだから。

　ボイスとオルボは、もう少し高い石段の上から三人の様子を見守りながら、それとなく辺あたりを伺うかがっていたのだが……。

　首都アドリエの城じよう壁へきの中に入った今、決して気を許すことはできないのだ。

　アドリエには大臣であり、魔ま術じゆつ師しのグラウルがいて、その配下の黒こく影えい団だんの目も光っている。現に、城門を入る時、ティーエは誰かに見られているようだと言ったではないか。

　今も、それとなく誰かに見張られている可能性が高い。

　ボイスはそのことをオルボに話し、今後のことを相談してもいた。

　このまま、オルボの仲間と接せつ触しよくすることは、その仲間たちを危険に晒さらすことになりはしまいか……オルボの仲間とは、つまり、反アドリエ王国の行動を密ひそかにとる者たちなのだ。

　その組織に、オルボはラクシだけでなく、ティーエまでも引き込もうとしている。ボイスは、それが気に入らなかったが、口は出さないことにしている。

　自分のことは、自分で決めるべきだ。

　ボイスは、求められた時に、いつでも力を貸してやれるようにしていればいい、そう思っている。

「ラクシ……」

〝さま〟と言いかけ、オルボは慌あわてて口を噤つぐんだ。

　港の中心から少し離れた、王室専用の港の近くにいるとはいえ、周まわりには大勢の人間がいる。舟も何隻せきも岸がん壁ぺきに横着けされ、忙いそがしく荷に役やくの人々が行き交かっている。市民も大勢出ているし、明らかに船でやって来たと思われる異国の者もいる。

「もう行きましょう」

　オルボは、ラクシたちに近付いて言った。

「もうちょっと……」

　そう言って、ラクシはジッダと顔を見合わせた。二人とも、初めての海に、すっかり興こう奮ふんしている。

「海は逃げませんよ」

　オルボは苦笑した。

　ガヤ、ガヤッ……

　突然、港に居た人々がざわめいた。皆、王室の港の方を見ている。

　見ると、王宮からの階段を、華やかな一団が下って乗るところだった。

　奴ど隷れいに担かつがせた二台の輿こしを中心に、何人もの供ともの者たちが群れ、その周まわりを白い装しよう束ぞくに身を固めた近衛このえ兵へいたちが警護している。誰か、高貴な身分のものが、船に乗ろうとしているのだろう。

　一台の輿こしは、貴人の男子の乗るもので、天てん蓋がいは付いていたが、周りを覆おおわれてはいない。椅い子すに、担かつぐための台座を取り付けたという形式のものだった。

　ただし、目の前の輿は、その中でもとりわけ豪ごう奢しやなもので、木造の椅子の部分は、透すかし彫ぼりを施ほどこした黄金の薄板でびっしりと覆おおわれていた。

　椅子や天てん蓋がいに張られている布は、むろん、この大陸では最も高価な布、麻あさだった。

　その輿こしに乗っているのは、まだごく若い男だった。黄金の波打つ髪と、輿や着衣の豪ごう華かささえ色褪あせて見えるほどの美び貌ぼう……。

　服はごく薄い麻布を何枚も重ねたもので、鞭むちのように細くしなやかだが、鍛きたえあげられた美しい肉体の線を、くっきりと表面に浮かび上らせていた。

「アドリエ王……」

　オルボが呟つぶやいた。

　それは、アドリエ王、イルアデルの行列だったのだ。

「イルアデル……」

　立ち上ったティーエを連れ、ボイスはすぐに見物の群集の中に入った。ティーエもボイスも、そのままでは目立ち過ぎる。

　イルアデルの輿こしに続いて、婦人用の輿が下りてくる。

　婦人用のものは、椅い子すというよりは寝しん台だいに近く、屋根付きの寝台に、台座を付けたようなものだった。寝台というより、長カ椅ウ子チだろうか。

　むろん、中に乗る女によ性しようは、積み上げられたクッションに凭もたれ、ゆったりと寝そべる形になる。

　中は見えなかった。

　イルアデルの輿こしと違い、薄い幾いく重えもの布ですっかり覆おおわれているからだ。ただ、布が上質で、あまりにも薄く、羽のように軽く織おり上げられているため、中に誰だれかがいることだけは、微かすかに透けて見えていた。

　海からの風を孕はらみ、布は大きく脹ふくらんでいる。ときどき柔らかく宙に舞う。

　中から、ほんの一いつ瞬しゆん、真珠の色をした、細く長いものが見えた。

　それが、女の手であることを理解するには、しばしの時を必要とするほどに美しく儚はかなげだった。

「姫君だ……」

　行列を見物するために集って来た群集の中の誰だれかが言った。

「マレシアーナ王女だ」

　やがて、行列は岸壁に横着けされた。小さいが美び々びしく飾りたてられた船の前で止った。

　王家の船なのだろう。獅し子しと一いつ角かく獣じゆうと帆はん船せんを描いた紋もん章しようが付いている。

　イルアデルは輿こしを下りると、自ら王女の輿に近付き、恭うやうやしく、薄布の中に腕を差し伸べた。

　供の、女奴ど隷れいたちが、両側から輿こしの薄布を搔かき寄せる。

　イルアデルの腕に摑つかまって、あの例えようもないほどに美しい手の主が現れた。

　細く華きや奢しやで、強い海風でも吹いて来たら、倒れてしまいそうな気のする貴婦人だが、それでいて身体からだつきはなよやかで、いかにも柔らかそうな感じがする。

　プラチナ色の髪はゆったりと結ゆい上げられ、真珠とサファイアを散りばめた留とめ具で留められていた。
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　そして、夢の中の住人のような美び貌ぼう……。

「うっひゃあ、美人……」

　ジッダが、あまり周まわりに聞こえないように呟つぶやいた。ヴァユラの育ちのせいか、これほどのびのびした少年でも、常に周りに気を配っている。

　マレシアーナ姫は、イルアデルの腕に摑つかまりながらも、その腕の主には目を向けずに、船に乗り込んだ。

　やがて、船は王と妹いもうと姫ひめを乗せ、出港して行った。おそらく、姫の気晴らしのための船遊びなのだろう。

「姫君……」

「おいたわしい……」

「御両親殺害の張本人が兄王とは……」

　コソコソと噂うわさし合っていた人々も、やがて散り、それぞれの仕事に戻っていく。船に乗らなかった供の者も衛えい兵へいたちも引き上げていった。

　残されたのは、ティーエたちだけだった。

「今の姫君ってのは、誰だれだ？」

　ラクシが小声でオルボに尋たずねる。

「マレシアーナ王女。イルアデルの異い母ぼ妹まいでしょう」

　オルボが答える。

「父王はイルアデルに暗あん殺さつされ、母君の王おう妃ひは、その罪つみを着せられ、処刑されたのです」

「お気の毒な……」

　ラクシは、遠く去って行く舟を見ながら呟つぶやいた。

「それにしても、美しいお方だな」

　珍しく、ボイスが言った。

「そりゃ、きれいだけどさ」

　ジッダが異いを唱となえた。

「おれ、ラクシの方がきれーだと思うな」

「なに言ってやがんだよ、こいつ……」

　ラクシが、ジッダの頭を拳こぶしで叩たたいた。なぜか、耳まで赤くなっていた。

「ほんとだよう。あのお姫さま、きれーだけど、なんか、幻まぼろしを見てるみたいだもん」

　ジッダは、ティーエに向って続ける。

「ね、そう思うだろ。ティーエさん」

　ティーエは返事をしなかった。

　じっと立ち尽くしたまま、茫ぼう然ぜんと船の碇てい泊はくしていた辺あたりを見詰めているようだ。

「ティーエ……」

　ティーエは動かない。

〝おかしい〟

　とボイスは思い、ツカツカと近付くと、ティーエのベールをそっと上げる。

　ベールの下に隠かくされていた白い顔には、全く血の気がなかった。




　オルボの知人の家に身を寄せるのは、まずかろうということになり、一行は旅館に泊とまることにした。

　必要なら、最もマークされていない上に、すばしっこいジッダを連絡に出せばいい。

　整然とした都市の中心街から下町に入ると、街は俄にわかに小こ汚ぎたなくなっていくが、代わりのように活気づいてくる。

　例によって、ラクシとジッダはその様子を見物し、すっかり楽しんでいた。しかし、ティーエは宿に落ち着くまで、全く口をきかなかった。

　口をきかないどころか、周まわりのものにも少しも注意を払っていない。ボイスは仕方なく、貴婦人をエスコートするように、ティーエの手を恭うやうやしく取って歩いた。

　道行く人々は、誰も、ティーエを貴婦人ではないと疑いはしなかっただろう。

　さすがにラクシは、心配して、ティーエの様子をチラチラと盗み見ていたが、わざと二人には近寄らなかった。

　騒さわげば、人目に付くだけだ。

　宿は、ゴミゴミした下町にあったが、一歩中に入ると、その立地条件を全く忘れてしまえるほど静かだった。建物自体はさほど大きくはない。だが、中庭もあれば、チョロチョロながら水を噴ふき出す貝の形の噴ふん水すいもある。

　都市の地下、特に海に近い方の湧ゆう水すいは塩分が強いので、飲用には適さない。そういう水は泉や池、浴よく場じようなどに利用された。噴水の水だけでなく、この都市の飲料水は、近くにある山から水道を設置して引いて来ているのだ。

　噴水は、その落差の水圧を利用している。




　人々が寝静まった頃ころ、ボイスはふとした気け配はいに目め覚ざめ、枕まくらの下に入れた短剣に手を伸ばした。

　その人間は、完全といって良いほどに気配を絶っている。ボイスでなければ、目覚めることはなかっただろう。

　ラクシもジッダも、オルボでさえ快い眠りの沼の中にいる。

　それは、隣りのベッドの上で、人がそっと起き上る音だった。

　ティーエだ。

　ティーエは、音をたてずに起き上ると部屋を出て行った。

　ボイスも、すぐにその後を追う。気付かれないようにだ。

　周りに気を配っている時のティーエなら、どんな相手であろうと、追って来る者の存在に気付かないことはない。しかし、他の事に注意が向いている時は、目の前で剣を振り上げる者がいても、全く分からないことがある。

　そのあまりの違いは、集中力があり過ぎるためだ。

　そして、今、部屋を忍び出たティーエは、たとえ足音をたてて追ったとしても気付かない状態にあることをボイスはすぐに理解した。

　考え込んでいる。

　ティーエが一人、考え込むことは珍しくもないが、こうして夜中に部屋を抜け出したことはない。

　ボイスは、それゆえに心配して、ついて行くことにしたのだ。

　ティーエはやがて、噴ふん水すいのある中庭に出た。

　宿から出るつもりではないようなので、ボイスはホッとした。

　今、ティーエは自分の顔を隠かくすことすら忘れている。いくら真夜中でも、外に出てはならないのだ。しかし、ボイスは、こんな時のティーエにはなるべく干かん渉しようしたくはなかった。

　ティーエは、小さいながらも回かい廊ろうに囲まれた中庭の一角の、大理石のベンチに腰を下ろした。

　宿は静まり返っている。人々の眠りが、最も深い時間なのだ。

　ただ、噴水の音だけが微び風ふうに乗って流れていた。

　この中庭にも、花盛りの白い花を雲のように纏まとった木が何本もある。それが、夜目にも白く浮かんでいた。

　回かい廊ろうの隅すみの常じよう夜や灯とうの明かりしかないが、細い月が出ているので、結構、ものは良く見える。

　ティーエの座っているベンチのすぐ前に、二枚貝の形の噴水が、チョロチョロと水を噴き上げていた。

　ボイスは、木々の陰になって、ティーエからは見えず、しかもティーエの姿を完全に見ることのできる回廊の一角に腰を下ろす。むろん、誰かが起きて来ないとは限らないから、そのための用心だ。




　ベンチに座っているティーエは、肘ひじ掛かけに凭もたれ、じっと噴水の水を見つめていた。

　左右が違う、美しい瞳ひとみの色は見えなかったが、傾けた白い頰ほおは、月の光の中に浮かび上っている。

　ティーエは何にも注意を払ってはいなかった。花の香りにも、それを運ぶ風にも、おそらく、噴水や水すい盤ばんの水にさえ……

　昼間、イルアデルの姿を真近に見たことが、ショックだったのだろうか。

〝そうじゃないな〟

　ボイスは考えた。

　イルアデルとは、もう一度、はっきりと顔を合わせているのだ。

〝それとも……あの姫君か……〟

　ボイスは、昼間見た、あのいかにも優し気で頼たよりなげな美び姫きを思い出した。

〝だったら、とんでもないことになるぞ〟

　ボイスは苦笑した。

　悲しみの感情を抑おさえ切れなくなると、その感情が周囲に及び、街まちひとつをまるごと嘆なげかせてしまうティーエだ。

　怒りの感情を知っただけで、都市の城じよう壁へきを悉ことごとく砂に変えてしまったティーエの恐るべき魔術だ。

　恋を知ったら……どうなるか……。

　ティーエの白い顔は動かない。

　チロ……チロ……

　噴ふん水すいの水は、とぎれることなく水盤を波立たせる。

　また風が起き、ティーエの髪を柔やわらかく捲まき上げると共に、馥ふく郁いくたる花の香を鼻び腔こうに運んだ。

　フッ……

　突然、水盤の水が激しく乱れた。

　ティーエは気付かない。

「わたしの……運命……」

　ティーエは呟つぶやいた。

　フッ……

　フッ……

　水面は更さらに激しく揺れる。泡あわ立つ。

　風のせいなどではないのは明らかだ。

　開いた二枚貝の水盤から、更に下に流れ落ちていた水が、ふと止った。

　水が流れなくなればどうなるか……。

　そうだ、貝の水すい盤ばんの水は、一滴も零こぼれることなく溜たまり、脹ふくらみ始めていた。

　水は水である。

　それなのに、表面張力を通り越し、玉となった。

　グニャリッ……

　突然、その水が伸び上る。

　まるで生き物のように……。

　立ち上った水は、まるで気付かないティーエの顔の直前で止った。

「世界……おまえは、世界だな」

「世界……？」

　ティーエはやっと顔を上げ、噴水の異い変へんに気付いた。

「魔ま術じゆつ……」

　それは、明らかに魔術の引き起こした現象だった。

　ティーエは辺あたりを伺うかがってみたが、魔術師がここに居ないことは確かだった。

　どこか遠くで、この水……つまり水の精せい霊れいたちを操あやつっているということになる。

　それは、ティーエすらまだ試みたことがない、恐るべき魔術だった。

「あなたは、どなたですか？」

　ティーエは、少しも慌あわてることなく水に向って尋ねた。

　ボイスは、側に立てかけておいた大剣を引き寄せる。魔術が相手では、出る幕はないかもしれないが……。

　誰か、という問いに、水は答えなかった。

　ただ、グッと、蛇へびが鎌かま首くびを擡もたげるように、ティーエの方に伸びた。

　ティーエは、指先で大急ぎで空中に、泉の神カイの聖せい霊れい文字を描いた。

　水の動きは、唐とう突とつに止った。

「カイ……カイ……シュトベル……セムト……」

　ティーエは、呪じゆ文もんを唱となえた。

　泉の神カイの許しを得、水の精霊を自分の意に従わせるためだ。

　魔術とは、精霊を自分の意のままに使し役えきする方法なのである。もちろん、その根本には、使う者の能力の優劣がある。

　より強い力を持ち、より洗せん練れんされた方法を用いる。これが、魔術の力を左右するのだ。

　水は、すぐにティーエの命めいに従った。

　脹ふくらんでいた水は水盤の上で平らになり、やがて滴したたり始めた。

　しかし、ティーエはもう水など見てはいない。

　驚くほどに素早い身ごなしで立ち上っていた。

　別の変化が起きていたのだ。

　ティーエが立ち、離れた直後、座っていたはずのベンチが、ブルンと身じろぎをした。

　白大理石のベンチが……である。

　グニャリ……

　ベンチは、飴あめのように柔やわらかくなると、水すい盤ばんの水同様に、ティーエに向って伸びた。掌てのひらを広げるようにだ。

　柔らかいものが、スルスルと繰くり出される。

　ヒラリッ……

　ティーエは軽くそれを躱かわし、岩山の神ガラディの妻である大理石の女神ハウシュニの聖霊文字を描くと、フッと息を吹きかけた。

　ボイスの目には、キラキラした銀色の粉が飛んだように見えた。

　それが、大理石のベンチにかかる。

　ヒュッ！

　おそらく、一秒の何分の一かの速さだろう。ベンチは、あっという間に元の位置に戻もどっている。

「ほうっ……美み事ごとですのう」

　また声が聞こえた。さきほどの水の声と同じ、低い、少々しゃがれた声だ。年寄りのもののようだった。

「アト、トバ、セイタ……三柱はしらの神々の正統……しかも、それに別のものが加わっているな」

「それの分かる……あなたは？」

　ティーエは、ベンチに向って言った。

「今日、あんたの魔ま術じゆつの系統を知りたいと思いましてな……こうしてやって来たのですよ」

「あなたは、少し離れたところにいるのですね」

「そのようですな」

　答えてから〝声〟は、フッフッと笑った。

「わたしに、何の用があるのですか？」

　ティーエは、まるで物売りにでも呼び止められた時のように、ごく普通に言った。

「あんたは……世界……」

「それを、御存知とは……」

　老人の声はもう聞こえなかった。

　代わりに、また別の変化がこの庭に起こっている。

　それも、中庭全体に……

　ひしゃげ始めたのだ。庭そのものが。

　ティーエは庭を見回した。珍しいものでも眺ながめている。そんな様子だった。

「ティーエ……」

　ボイスが、大剣を担かついで駆かけ寄った。

「どうなってるんだ？」

「誰かが、遠えん隔かく魔術を使っているんです」

「エンカク……？」

「はい……」

　ティーエは頷うなずいた。

「今、ここで起きている魔術を使っている人は、どこか、ここからかなり離れたところにいるんです」

「どこか、分かるか？」

「ちゃんと調べてみなければ、分かりませんが……」

　ティーエは言った。

　ティーエの言う、調べるとは、もちろん、魔ま術じゆつを用い、精せい霊れいたちを使って行なうものだ。

「この都ま市ちの近くです」

「都市の外か……」

「はい……でも、そう遠くはないでしょう」

　いくら魔術でも、時間と距きよ離りの制約は受ける。ただ、強力な魔術師の力は、大陸の端から端まで及ぶことがあるという。

　話している間にも、庭の湾わん曲きよくはますます大きくなってきていた。ティーエとボイスを、包み込むように内側に曲っていく。空間が閉ざされていくのだ。

　このままだと、二人はこの歪ゆがんだ空間にすっぽりと包まれてしまうだろう。球のような空間に……。




　同じ頃、この宿の裏口に、三人の男の影があった。

　いや、男たちそのものが影のようなものなのだ。

　全身黒くろ装しよう束ぞくの男たちは、明らかにイルアデルの片腕、大臣グラウル配下の黒こく影えい団だんの者たちに違いなかった。

「本当にやる気なのか？」

　三人の中で、最も大おお柄がらな男が言った。なにしろ、眼を残して、顔までスッポリと黒い布で覆おおっているので、見分けることも難むずかしいのだ。

「当然だろう」

　そう言ったのは少し小柄な男だ。

「しかし……グラウルさまのお指さし図ずもなく……」

「お指図はまだないが、人ひと質じちを取ることは、決っていることだ」

「あの、黒髪のガキだな」

　ごく普通の体格の男が言った。服の上からは、ごく並みに見えても、おそらくこの男たちの肉体は鍛きたえ上げられた鉄のような筋肉に覆おおわれているに違いない。

　黒髪のガキ、というのは、多分、ラクシのことだろう。

「チャンスだ」

　小柄な男が言った。この男が、リーダーシップを握っているらしい。

「少なくとも〝世界〟はあのガキを見捨ててはおかれないらしい。それどころか、人質に取られれば、必ず動どう揺ようする」

「ところが、あの三人は、大たい抵てい一いつ緒しよだからな」

　中ぐらいの男が言った。

「それなのに、今、世界と大男は中庭に居るんだ。しかも、手が離せない」

　中ぐらいの男は、ニヤリと笑った。

「あとは、小僧とじじいだけだ」

　小柄な男が畳たたみかけるように言った。

「行くぞ」

「よし……」

　最後まで決めかねていた大柄な男が、早くも歩き出した小柄な男に大急ぎで続いた。




「ティー……？」

　二間続きの部屋の奥の方に、他の四人とは少し離れて眠っていたラクシは目め覚ざめていた。

　喉のどが乾き、起きてみると、ティーエはベッドにはいない。ボイスまでがいなくなっていた。

「また……ひとを置いてきぼりにして……」

　ラクシは、少し恨うらんだが、すぐに戻もどって来ることは疑わなかった。

　どこかに、行くつもりなら、必ず何か言って行くはずだ。ティーエはともかく、ボイスは用心深い。

　微かすかな気け配はいに、ラクシは二人が戻って来たものと思った。

　ラクシは起き上る。

　しかし、一晩中、一つだけ点つけておく土器かわらけの明かりの中に浮かび上ったのは、三つの黒い影だった。

「黒影団だ！」

　ラクシは、枕まくら元もとの短剣をひっ摑つかみながら叫んだ。




「黒影団だっ！」

　その叫びは、中庭にまで届いた。

「あれは……ラクシだ」

「そうですね……黒影団が、やって来たのですね」

　珍しく、ティーエが早口で言った。

「部屋に戻らなければ……」

「ラクシは腕が立つ。それにオルボもいるから、滅めつ多たなことはないと思うが……」

　ボイスは、すぐに駆け付けられないのがもどかしい。なにしろ、二人はまだ、空間そのものが歪ゆがんでしまった中庭に居るのだ。

「待って下さい。すぐに、この庭を解放しますから」

　ティーエの言う解放とは、魔術の支配下から自由にするということだ。

「トバ……」

　ティーエは、守しゆ護ご神しんでもあり、上空に掛かる月の女神でもあるトバに祈った。

　同時に、トバの聖霊文字を月に向って描く。

　ボイスの目には、その月さえも歪ゆがんで見えていた。

「トバ……力をお貸し下さい。トバ、トバ……シュスラム……」

　月の美神は、庇ひ護ごする若者の祈りを聞き届けた。

　突然、雲ひとつない天空から、金色の光が差し込んだ。

　それは、雲が切れ、一条の光が地上に差してくるのに似ていた。しかし、この場合、光源はない。

　光は、中庭の真上で突とつ如じよ現れ、垂直に降りてくる。

　すぐに、中庭は金色の光で一杯になっていた。

　グイッ……

　グウン……

　中庭の閉ざされた空間が身み悶もだえするように、右に左に捩よじれた。それにつれて、回かい廊ろうの柱もベンチも、貝の噴ふん水すいも、木々さえも奇妙に捻ねじれる。

　異様な光景だった。

　グシュッ……！

　微かな音がした。溜たまっていた空気が抜けるような音だ。

　音がした直後から、奇妙にねじくれた中庭が、また別の動きを示している。戻っているのだ。元の正しい空間に。

「さあ、ボイス」

　庭が完全に戻らないうちに、二人は走り出していた。

　カチン……

　カチッ……

　金属のぶつかり合う音が響ひびいてくる。高度に鍛きたえあげた鉄だ。

　剣の音だった。

　何本もの剣のぶつかり合う音……。

　闘いが始っているのだ。




　　　　Ⅴ




「黒こく影えい団だんだっ！」

　ベッドから飛び降りたラクシは、短剣を捨てて愛用の剣を取ると、そのまま、入口に近い方で眠っているオルボとジッダのベッドの間を走り抜けていた。

　右手は、引ひっ摑つかんだ剣の柄つかにある。

　入口に到とう達たつする前に、既すでに重心を深く沈めていた。

　ラクシは、伸び上りざまに、先頭の小こ柄がらな黒こく衣いの男の胸を、下から上に抜き打ちにしていた。

　ガッ！

　骨の断たたれる音。

　男も、咄とつ嗟さに剣に手を掛かけていた。

　ラクシの剣は、先頭の男のその腕を斬きっていたのだ。

　腕は肘ひじから完全に斬り離され、剣を摑んだままぶら下った。

　ラクシの剣は、抜き打ちに向いた片刃のもので、多少の反そりもある。長さは、兵士の装そう備びによく見られる中剣とほぼ同じだが、軍隊で使う中剣は、両刃でまっすぐだ。

「オルボっ！」

　ラクシは振り返りもせずに叫ぶと、もう次の男に斬りかかっている。

　カシーンッ！

　男は剣で受けた。

　カシッ！

　カキーン！

　剣はぶつかり合い、薄うす闇やみの中で火花を発した。

　男の力に対抗するため、ラクシは両手で剣を握にぎり、渾こん身しんの力を込こめて振り下ろす。

「ラクシさまっ！」

　飛び起きたオルボも、もう体勢を整えていた。

「ラクシっ！」

　ジッダはやっと目を覚さまし、ベッドの上に起き上ったところだ。

　オルボは、もう一人の男に駆かけ寄ると、剣の鞘さやを払い、横よこ薙なぎにする。早はや業わざだ。剣は、ラクシと同型のものだが、もう少し太い。
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　オルボは、ラクシの剣の師なのだ。

　ガッ！

　三人目の大おお柄がらな男は、その一いち撃げきをかろうじて受けたが、直後に、グラリとバランスを崩くずす。

　すさまじい力、そして気き迫はくだった。

　小柄な男とはとても思われないほどの腕の力である。

「ジッダ、ベッドの下に潜もぐってろ」

　オルボが叫び、剣を大だい上じよう段だんに振りかざすと、飛び上りざま、男の頭頂部に叩たたき込んだ。

　ガッ！

　グシュッ！

　若い頃ころ、兜かぶとを両断したというオルボの剣だ。

　大柄な男は、頭ず蓋がいを真二つに割られ、その刃は頭部を斬きり分けながら、顎あご近くで止った。

　血が、噴ふん水すいのように噴ふき上り、脳のう漿しようが飛び散った。

　部屋の入口辺あたりは、多少のスペースはあるものの、やはり狭い。剣を振り回していては、ラクシを傷付ける恐れがあるのだ。そのための必ひつ殺さつの剣である。

　カッ！

　カッ！

　中背の男は、ラクシの剣を受けるだけで精一杯だ。

「わっ……わっ！」

　目の前にドサリと倒れた、頭を叩たたき割られた仲間を見て、茫ぼう然ぜんと立っていた最初の小柄な男は尻しり餅もちをつき、そのまま後あと退ずさった。

　少年二人と、小柄な男と甘く見たのが、この有様なのだ。

「ラクシさま」

「手出しすんなよ」

　ラクシは、早口でオルボに言うと、ヒョイとフェイントして相手の剣を躱かわし、身を屈かがめ深い突きを入れた。

　グッ！

　剣は、男の胸に深く潜もぐった。

　一いつ瞬しゆん、男の動きが止る。

「グフッ！」

　男は、咳せきをするように息を吐いた。

　ラクシの剣は、正確に心臓を貫つらぬいたのだ。

　少女である。どう鍛きたえても、腕の力は男に劣る。それをカバーするために叩き込まれたのが、今のラクシの戦法だった。

　とことん、身の軽さを利用し、相手の急所を攻こう撃げきする。それも一撃で倒すのだ。持じ久きゆう戦せんになれば、体力負けしてしまう。

　シュッ！

　ラクシは、男の胴どうに足を掛かけ、剣を引き抜いた。

　血が迸ほとばしる。

　男は前のめりに倒れた。

　ジッダのベッドに、上半身がかかる。

「わっ！」

　闘いを見守っていたジッダが、ピョンと飛び退のいた。

「ラクシ！　ジッダ！」

　入口から、大男が飛び込んできた。

　ボイスだ。

「あ……」

　立ち上りかけた小こ柄がらな男は、また床に倒れる。それを、ラクシ、オルボ、ボイスの三人が取り囲んだ。

「これは……グラウルの差さし金がねか？」

　盗むような目で二人を見上げる男に、オルボが重々しい口く調ちようで尋ねた。守護すべき公女のラクシに遅れを取った。その自分に対して、怒りを覚えている。

「答えろ」

　ボイスが、大剣を抜くと、男に突きつけた。

　一・二メートルもある直刀だ。両刃でぶ厚く重々しい。大の男でも、ボイスほどの体力と腕力がなければ、数分と振り回してはいられまい。かえって、剣の重さに人間の方が負けてしまうだろう。

　男は、肘ひじから先を失った右腕を押えながら、三人を見上げている。切り口から、まだ血が溢あふれていた。

　その眼に恐れの色は、もうない。

　グラウルが、身分を問わずに集めた、選えりすぐりの精せい鋭えいだ。

「盗とう賊ぞくめ……」

　男はやっと口を開いた。

「この都ま市ちを守るのが、われらの役目……このままで済むとは思うなよ」

「盗賊……」

　ラクシは呟つぶやいた。

　ラクシたちを、盗賊と勘かん違ちがいして襲おそってきたというのか……この男は。

「ここは……王のおわす、アドリエの首都だぞ」

　そう言った直後に、男は、

「うっ！」

　と呻うめいて、身を屈かがめた。

「あっ！」

　オルボが叫ぶ。

「しまった！」

　ボイスが男に飛びつき、顔を上げさせた。

　しっかりと歯を喰くいしばっている。

　男は白眼を剝むいていた。

「どうしたんだ？」

　ラクシが尋ねる。

「舌を嚙かんだのです」

　オルボが舌打ちしながら云った。

　男の顔は、見る間に蒼あおくなっていく。

　ボイスは、鞘さやごとの短剣で、男の口をこじ開けようとした。舌を嚙んでも、血液と、縮んで引っ込こんでしまう舌の根で窒ちつ息そくさえしなければ、命を助けることはできるのだ。

　しかし、男は歯を喰くいしばり、短剣をこじ入れる余地はない。

　やがて、男はガックリと頭を垂れた。

「おいっ！」

　ボイスは男の上体を揺ゆすぶる。

「無む駄だです、ボイス」

　入口から声をかけたのはティーエだった。

「その人は、死んでしまいました」

「舌を嚙かむとはな」

　ボイスは、男の身体からだを床に横たえてから言った。

「黒こく影えい団だいには、そういう掟おきてでもあるのか」

「掟かどうかは、分かりません」

　ティーエは言う。

「でも、その人は死ぬ時に、心に強く思いました〝お許し下さい、グラウルさま〟と」

「グラウル……やはりな」

　オルボが言った。

「黒影団は、王の陰の親しん衛えい隊たいとはいうものの、実じつ際さいには、グラウルに臣しん服ぶくするものだといいますからな」

「グラウルの……私し兵へいなの？」

　ラクシが訊きく、

「私兵……とまでは言い切れませんが、グラウルが集め、グラウルの下げ知じに従っているのは確かです」

　オルボが答えた。

「どうして、そこまで忠誠を誓ちかわなくてはならないんだ？」

　ボイスが、ティーエを振り返って言った。

「魔法にでもかけられているのか？」

「それは違うようです」

　ティーエは、いつものように感情を表面に出すことなく、死んだ三人の男を見下ろしている。

「でも……相当にグラウルどのに心を寄せているようですね」

　部屋の外には、この闘いに、やっと気付いた宿の人々が集り始めている。

　ティーエは、ベールで顔を隠かくした。




　夜が明ける前に、一行はその宿を出た。

　黒こく影えい団だんは、陰のものと、市民たちに恐れられているとはいえ、王の親しん衛えい隊たいなのだ、宿としてもその者たちに襲おそわれ、しかも悉ことごとく倒してしまった旅人を、留とどめておくことは、出来ない相談だった。

「どうしよう……」

　ラクシが言った。

「このまんまじゃ、どこの宿もヤバいね」

「やはり、わたしの知人の家にしましょうか」

　オルボが言った。

　当初は、その家にやっかいになる予定だったのだ。

「いや……オルボどの、それは止よした方がいい」

　ボイスが言った。

「あなたの仲間全員に危険が及ぶことになります」

「なぜさ？　ボイス」

　ラクシが、訊きいた。

「今、襲ってきた連中が見張りだったんだろ。だったら姿をくらますチャンスじゃないか」

「わたしたちは、あのひとの水晶から逃げることができないのです」

「あのひとの水晶？」

　ラクシは訝いぶかし気げにティーエを見、次ついでオルボに向って肩を竦すくめた。まだ、のけ者にされたことを怒っているのだ。

「魔ま術じゆつ師しだ」

　ボイスが説明する。

「さっき、おれたちを中庭で襲おそった魔術師」

　中庭で、二人が魔術に襲われたという話は、一応はしてある。しかし、その魔術がなんであるのかを知っているのは、やはりティーエ一人だ。

「よほどの力を持った相手らしい」

「あのひとは、わたしたちの行動を見ることができるのです。どこに行っても……」

「魔術で？」

　ラクシが尋ねた。微かすかに眉まゆ根ねを寄せている。この魔術師でもある連れと旅をして、もう五か月が経たとうとしているが、今だに魔術というものは分からない。もちろん、ラクシの故郷でも、一人旅の先でも、呪まじないはあった。しかし、それは、豊作の呪まじないとか、医術の呪まじないがほとんどだった。

　ティーエが使い、またティーエが闘う相手が使う魔術は、そういった呪じゆ術じゆつとは比較すらも出来ないほどに高度なものなのだ。

「そうです」

　ティーエは頷うなずいた。もちろん、薄うす布ぬのをスッポリと被かぶっているから、顔はよく見えない。ただ、輪りん郭かくなどは分かるので、その顔が美しいであろうことは、容易に察することができた。

「風の精せい霊れいを使って、常にわたしたちを見張っているのです」

「やはり……グラウルの差し金ですかな？」

　オルボが言った。

「まだ分かりません……でも、魔術の系統は同じです」

「チェッ、一たす一は二か……」

　ラクシが、舌打ちして首をふる。いかにも少年っぽいしぐさだ。

「なんだよ、一たす一ってさ……」

　ジッダが鼻の頭に皺しわを寄せて言った。ジッダは、まだティーエの魔ま術じゆつも、魔術の闘いも知らない。

「敵が増えたってことだ」

　ボイスが、大きな掌てのひらをジッダの頭にのせて言った。

「魔術師が二人になった」

「ふうん……」

　ジッダは、ティーエとボイスを見上げる。

「おれたちヴァユラは、呪まじないをする者が多くて、中には魔術師もいるって話だけど……」

　ジッダも、魔術のレベルのものは見たことはない。魔術師は、そう、どこにでもいるものではないのだ。

　生まれつきの才能を持ったうえで、厳きびしい修行に耐え、その道を極きわめた者だけが、魔術師と呼ばれるレベルに達することができる。そこまで行けなかった者は、呪まじない師となるのだ。

　もちろん、呪まじない師も、ピンからキリまでいる。

「あっ、そうだ」

　ジッダは膝ひざを打った。大きな眼が、クルクルと動く。

「宿なら、ヴァユラの街に行けばいい」

「ヴァユラの街？」

　ボイスが首を傾かしげた。

　ヴァユラは、都市の中に住むことは許されないのだ。

「うん……この城じよう壁へきの外にあるんだ。そこなら、おれの村の長老の知り合いがいるはずだから、置いてもらえるよ」

「城壁の外……」

　ティーエは呟つぶやくと、しばらく沈黙した。

「ヴァユラの街か……」

　ラクシが言った。

「でも、どうせおれたちの行動が筒つつ抜ぬけなら、その街の人たちにも迷惑がかかるよ」

「ここは、いったん、都市を出た方が、いいかもしれませんな……」

「わたしは、神しん殿でんに行きます」

　オルボが提案した直後に、突然、ティーエが言った。

「神殿……」

　ボイスもラクシも訝いぶかしむ。

「はい……アトの神殿です」

「なんでまた、アト神殿なんかに行くんだよ」

　ラクシは抗議した、ティーエの考えが、さっぱり分からない。

「周まわりのひとを、巻き込みたくないからです」

　淡々と、ティーエは答えた。

「どういうことだ」

　ボイスは、布越しに、じっとティーエを見つめる、むろん、その表情の動きは分からなかった。

「わたしは、闘うことになるでしょう」

「闘う？」

　相手は、やはりあの魔術師なのだろうかと、ボイスは思った。

「魔術の闘いになります」

　ティーエの言葉は、ボイスのその疑問に答える形になった。

「魔術の……たたかいっ！」

　ジッダは目を丸くした。

「だれが……たたかうのっ？」

「そりゃ……ティーに決ってるだろ」

　ラクシが言った。

「前に言わなかったっけ……おれ。ティーは魔術師なんだ」

「うっそ！」

　ジッダは飛び出さんばかりの大きな目で、ティーエを見る。

　測はかり知れない力を持つ魔術師……それは、普通の人間にとっては、不ぶ気き味みな存在ですらある。

　この、優しい薬くす師しのティーエが、その魔術師だとは……。

「本当は、わたしひとりになりたいところですが……」

　ティーエは、微かすかにジッダに向って苦笑した。魔術師であることが、恥ずかしいことのように……。

「向うは、わたしに関係のあるひとを、見過ごしにしないでしょう」

　ティーエは続けた。

「さっき、ラクシたちを黒影団が襲おそったのも、オルボどのが、反アドリエの組織に関かかわっているからではなく、わたしの仲間と思われたせいでしょう」

「だろうな」

　ボイスも、同じ考えだ。

　アドリエ王たちは、〝世界〟の相を持つティーエを欲しがっている。おそらく、〝世界〟を手中に収めることが、この大陸での覇は権けんを得ることに繫つながると信じているのだ。

〝世界〟の相は、世界……この大陸の鍵かぎを握ると言われている。

「ですから、今、ここで別行動を取るのは、無む駄だです」

　オルボも大きく頷うなずく。

　オルボは、ティーエが魔術師であることは知っているが、その真の力のほどはまるで理解してはいない。

「一いつ緒しよに行きましょう」

「アト神殿……か」

　ラクシは、もうそのつもりになって、都市の中心部に向う道を進み始めていた。




　アト神しん殿でんは、大アドリエ市のほぼ中央部。王宮のある丘より、一つ内陸寄りの丘の上にあった。

　隣りに、トバ神殿を従えた、巨大な建造物で、神殿としては、これ以上規模が大きいのは、現在はアドリエの主神となっている、バトラ神殿だけである。

　もともと、都市国家だったアドリエは、貿易を主とする港町から発展した。だから、古い主神は、海神シトゥリ女神であり、商業神ガーダだった。

　しかし、大だい災さい害がい後の千年の間に、共和国だったアドリエは、着々と力を増し、政治体制も変って、版はん図とを広げていく。

　アドリエ王国第二の都市ターフィを除けば、ほとんどが農業を中心とする都市である。もちろん、ト・アデルのように、内陸との交こう易えきで栄える都市もあれば、カゼスのように、大湖の水上貿易で富む都市もあるが、それはごく稀まれな例外に過ぎない。

　この時代、この大陸は、他ほかの大陸と比べると段違いに人口も多く、文明が発達しているとはいうものの、大陸全体でも、人口数千万を数える程度だ。だから、国土全体が開発され農地になっているわけではない。大部分が、自然のままの平原や森林で、特に荒野が多くの面積を占めている。

　人々は集って、その中に町や村を作り、周辺を開かい墾こんして農地にし、所によっては手工業や鉱業などの産業を持った。

　そうした町や村を、街かい道どうが結んでいる。

　アドリエ王国内は、大陸の中でも街道網もうがよく整えられているといわれる。もともと、貿易都市だったため、商業にも重点が置かれているのだ。

　とはいえ、王国内のほとんどの地域は農業を基き盤ばんにしている。アドリエ王国で、農業に関係した神々が次し第だいに信仰や儀ぎ式しきの中心になっていったのは、当然の成り行きだ。

　大地の女神バトラと農業神アデフの夫婦めおと神……太ア陽ト、月トバ、星セイタの三柱はしらの神々……そして、海の女神シトゥリの夫でもある水神デトル………。

　その中でも、最も重要視されたのは、もちろん大地バトラと太ア陽トだ。

　太ア陽トのピラミッドは、アドリエ市の中央に、ひときわ高く聳そびえ立っている。

　この大陸東北部や、東南部の、アステ・カイデを擁ようする太陽帝国のピラミッドは、四し角かく錐すいの麓ふもとに神殿を持つ形だが、西部ではピラミッドの上に神殿を戴いただいているという。

　太ア陽トのピラミッドは、高さ四〇メートル弱、月トバのものは、三〇メートル強。どちらもその大きさにふさわしい規模の神殿を従えている。

　ティーエたちがやって来たのは、太ア陽トのピラミッドの下にある、神殿前の広場だった。広場には二つの泉があり、全体は、ところどころモザイク模様が嵌はめ込まれている大理石が敷かれていた。

　神しん殿でんのちょうど正面に、やはり大理石で、大きな円が描かれている。

　ティーエはそこに立った。

　ボイスたちは、神殿で待てという、ティーエの言葉に従っている。

　魔ま術じゆつの闘いが始まるかもしれない。

　少なくとも、魔術が相手では、ボイスたちは、何の助けにもならないばかりか足手まといになる。

　しかし、魔術に没ぼつ頭とうして、自分の肉体を忘れた時のティーエを、別の脅きよう威いから守ることはできるのだ。

　むろん、別の脅威とは、黒こく影えい団だんである。

　今まで、遠くからティーエたちの行動を監かん視ししていた黒影団が、なぜか今夜、宿を襲おそった。また襲ってこないという保証はないのだ。

　この都市に止とどまる、ティーエの真意はどこにあるのか、とボイスは考えた。

　ティーエは、この都市に入る時から、自分たちが監かん視しされていることに気付いていた。それでも、あえて城門を潜くぐったのだ。

〝まさか、反アドリエの組織に関わりを持とうとしてるわけじゃ、ないだろうし……〟

　ティーエは、自分の祖国、共和国デンを滅ほろぼし、父を殺し、母の死の原因を作ったアドリエ王国を、憎んではいないようだ。いや、憎むことを極力抑えていると言うべきだろうか。

　どちらにせよ、アドリエ王国に敵対するつもりはないだろう。まして、まだ弱体の組織だ。たとえラクシが盟めい主しゆになったとしても、加わることはないだろう。

　ボイスは、そう踏んでいる。

〝もしも、ラクシが盟主になることを承知すれば、おれたちは袂たもとを分わかつことになるだろうな……〟

　ボイスは、傍かたわらの、いかにも少年っぽい雰ふん囲い気きを身に着けた美少女を見下ろした。

　細ほそ面おもてながらもふっくらとした線を持つ、その赤しやく銅どう色いろの頰ほおには、緊きん張ちようの色がありありと浮かんでいる。

　それはむろん、他ほかの二人も同じだった。

　神殿の入口から、じっと外のティーエの様子を見守っている。

　ティーエはどうするつもりなのか……。

　魔術の闘いを始めようとしているのか……。




　広い屋敷の庭は、大部分が黒々とした闇やみの中に沈み、空気もまるで谷の底のように動きを止めている。

　静かだ。

　空は晴れ、月も星も出ているが、あまり明るくないのは、月がまだ、細いせいだった。庭の中には灯とう火かもない。

　水溜たまりのように動かない空気を、微び風ふうが、ほんの一部だけ揺るがせて過ぎる。

　高い塀へいの外から、家の中へと……。

　風は生きもののように動く。

　窓から入り、家の中を進む。

　二階建ての大理石が多用されているどっしりとした建て物は、アドリエの大臣の一人の邸やしきだ。

　やがて、風はこの屋敷の主あるじの寝室に入り込み、天てん蓋がい付きの、大臣にしてはやや質素なベッドの上に寝やすんでいる男に近付いた。

　黒髪の、髭ひげを蓄たくわえた瘦やせ型の男だ。

〝グラウル……グラウル……〟

　風が男の耳元で名を呼んだ。

　パチリ……

　グラウルは、ハッと目を開く。

「わが師……か」

〝そうだ……〟

　風が答える。

　音らしい音ではない。しかし空気を震ふるわせるので、耳に届く時は確実に声となる。

「なにごとが出しゆつ来たいいたしましたのか……」

　風ハルとなってやって来たのは、グラウルの魔ま術じゆつの師、ラグルド長老なのだ。むろん、肉体は、都市の外にある。幽ゆう魂こん投出を行なったのだ。

　幽魂投出は、グラウルですら、よほどの覚悟がなければ出来ないほどの、高度な魔術だった。

　グラウルは、素速く起き上る。

〝おまえの部下が、愚おろかな真ま似ねをしでかした〟

「黒影団の者ですか？」

〝あの少年に手を出したのだ。わしは、まだ攫さらえとは言っておらん〟

「バカなっ！」

　グラウルは思わず大声をあげた。

　グラウルにとっては、手足に等しい黒影団だ。密ひそかに人材を集め、訓練を施ほどこした。そこまでするのに、どれほどの手間がかかったことか……。

〝抜け駆かけか……〟

　ラグルドは合が点てんしたようだ。

　空気が、微かすかに動いた。

「長老……」

　ラグルド長老の気け配はいはもう絶えていた。

　去ったのだ。来た時同様に風に乗って……。

　グラウルは手を大きく叩たたくと、部屋の外に向って呼ばわった。

「誰だれか、おらんか！」




　アト神しん殿でんの前の円形模様の中央に、ティーエは一人立っている。

　東の空が白み始めているが、辺あたりはまだ暗い。それでも、広場の外灯と月と星との明かりで、立っている姿が確認できないことはなかった。

　ベールで頭部と鼻から下を覆おおってはいたものの、ティーエはもうその眼を隠してはいなかった。

　夜明け前で、街から人影が失うせているせいもあるが、存在を完全に把は握あくされてしまっているからだ。

　ラグルドの魔術を断ち切らない限り、ティーエたちの行動はグラウルに筒つつ抜ぬけになる。

　この広場も、ほとんど無風状態に近い。ティーエの服も、薄手の布のベールも、ヒラリとも動かない。

　耳を澄ますと、泉の水音だけが微かに聞こえる。

　サワサワ……

　突然、一陣の風が巻き起こる。

　広場の中央を吹き抜ける。

　しかし、どういうわけか、相変わらずティーエの服は動かない。

　ティーエは、呪じゆ文もんで自分の周まわりを無風状態に保っているのだ。なぜなら、この風はラグルド長老が起こしたものなのだから。

　グラウルの屋敷を訪れたラグルド長老の幽ゆう魂こんは、今はもとの自分の肉体の中にある。これは、宿の中庭同様に、ラグルドの遠えん隔かく魔術なのだ。




　老人は、小こ汚ぎたない小こ舎やの中で、テーブルの上の水晶球を見つめていた。紫色の柔らかい小型のクッションの上に載せられた水晶球は、今は透明ではない。

　中に何かが映っているのだ。

　広場に立つ、ティーエの姿が……。

　ラグルドは、水晶球の上に皺しわだらけの両手を翳かざすと、いくつかの聖せい霊れい文字を描いた。それには、風神ハルの許しを乞こい、風の精霊を使し役えきするための文字が含まれている。

　風は、ラグルド長老のいる、ヴァユラの街まちではなく、広場で起こった。

　ラグルドは、風の精霊を広場に集め、ここから遠えん隔かく魔術で操あやつっているのだ。

　ヒュウウッ……

　シュウウッ……

　風は次し第だいに強くなっていく。そして、それはティーエに向けられているのだ。




「あなたは、誰ですか？」

　ティーエは、風に向って問いかける。

「これから……どうしようというのです？」

　さきほどと違って、ラグルドの応こたえはない。




　　　　Ⅵ




　アト神しん殿でんの広場の、モザイクで描かれた円の中に一人立つティーエの周まわりで、風が渦うず巻まいていた。

　それなのに、ティーエの服は小こ揺ゆるぎもしない。薄うす布ぬののベールすらも、張り付いたように動かない。

　風は、暴ぼう風ふうに近かった。

　広場の周まわりに植えられた木や、近くの建けん造ぞう物ぶつの木々が大きくしなる。小枝を折り取り、巻き上げる。雨と共に数日間降った砂さ漠ばくの砂の微び粒りゆう子しが、もう乾いて砂すな埃ぼこりになっている。

　それは、アト神殿の庇ひさしの下に居るボイスたちにまで届き、激しく吹き付けた。

「すげえ、風……」

　ジッダは、ボイスの後ろに回って呟つぶやいた。ちゃっかりと、ボイスを風避よけにしているが、それでも服が大きくはためく。目も開けていられないほどだ。

「ジッダ、おまえね、奥に入っといで」

　ラクシが、少々呆あきれ気ぎ味みに言う。

「やーだよ。やっと、魔ま術じゆつの闘たたかいがこの目で見られるってのにさ。ホンマものの魔術なんだぜ」

「……ったく……」

　ラクシは、やれやれと首を振ったが、内心、ジッダの図ず太ぶとさが気に入ってもいた。

　ゴオオッ……

　風は、広場の中をグルグルと回っている。

　風ふう速そく数十メートルの強風となって、ティーエを襲おそっているのだ。いや、そのはずなのだ。

　ティーエの周りだけが無む風ふうなのは、その円内に、既すでに魔術が施ほどこされているからにほかならない。

　風神ハルの許しを乞こい、風の精せい霊れいたちを使し役えきした魔ま法ほう陣じん……一種のバリヤーだ。

　風ハルは、様さま々ざまな精霊を運ぶので、魔術、呪じゆ術じゆつにおいては、特に重要なものである。

「わたしをどうするつもりなのです？」

　ティーエは、虚こ空くうに向って、ごく穏おだややかに尋ねる。

「何をさせようとしているのですか？」

　返事はない。代わりに、いっそう強い風が吹きつけた。

　ゴオオッ……

　一いち陣じんの風はティーエの周りを過ぎるとクルリと反はん転てんし、後ろから吹いた。生き物のような動きだ。

「あなたは、さっき、わたしの魔術の系けい統とうを試ためすのだと言いましたね」

　ティーエは続けて言った。

「まだ試すのですか？」

　ゴオオッ……また風が鳴った。

「いいでしょう。思う存ぞん分ぶんお試しなさい。でも、あなたも手の内を見せることになる。わたしもまた、あなたの魔術の系統を見み極きわめます」

　ティーエは真ま面じ目めに言うと、空中に聖せい霊れい文も字じを描いた。

　やはりハルの聖霊文字である。

　ティーエは呪じゆ文もんを唱となえた。バリヤーを解とく呪文だった。

　そして、突とつ然ぜん、ティーエの周りを取り巻いていた風の精霊の全すべてを、渦巻く風にぶつけた。

　ゴオオッ！

　ゴオオッ！

　二つの風の塊かたまりは、正面から激げき突とつする。

　バチ、バチッ！

　火花のようなものが散った。

　むろん、本当の火ではない。赤くもない。それは、ホタルや発光する海の生物の淡あわい光に似ていた。

　燐りん光こうの火花は、ぶつかり合い、その衝しよう撃げきで消しよう滅めつするときに精霊たちが発する光だった。

　沢たく山さんの精霊がぶつかり合い、お互いを消滅させ合う。

　バチッ、バチッ！

　二つの風の精霊の塊かたまりは、数度ぶつかり合ったあげく、衝しよう撃げきの力に耐たえかねて分ぶん散さんした。

　風はピタリと止んだ。

　無む風ふう状じよう態たいに近くなる。

「美み事ごとですのう……」

　空中から微かすかな声が響ひびいた。低いしゃがれ声……明らかに、あの中庭で聞こえたものだ。

「セイタ神殿の正統に近いが、どこか違う……もっと、根こん元げん的な気もするが……」

「あなたの魔術は、陰いんのアステ・カイデ魔術の流れを汲くんでいるようですね」

　ティーエが言った。

「グラウルどのと同じです」

「さすがに……たいしたものですな」

　老人の声は、

「ホッホッホッ……」

　と、女のように笑った。しゃがれ声なので、不ぶ気き味みだった。

「グラウルは、魔術では、わしの弟で子しに当りましてな」

「アドリエの大臣どのが、あなたと同じ魔術とは……」

　ティーエは首を傾かしげた。

「古流アステ・カイデ魔術を今に伝える人々は……」

「それを言ってはくださるな」

　老人は、また、ホッホッ、と笑いながら言った。

「わしらの流りゆう儀ぎは、あくまでも裏のもの。それ故ゆえに、最も正統に近いあんたの魔ま術じゆつを必要としておるのでしょうよ、わが弟で子しは……」

「わたしは、誰にも仕つかえたりはしません。特に、魔術をもって仕えたりすることは……」

「わしらが、いずれその考えを改めさせてさしあげよう」

「お断ことわりします」

「フッフッフッ……」

　老人は、嬉うれしげに笑った。

　そこで会話は跡と切ぎれる。

　しばしの沈ちん黙もくがあった。

　ティーエは待っている。

　次の攻こう撃げきが来る。

　突とつ然ぜん、ティーエの頭上で何かが動いた。

　オパールの色に近い雲のようなもの、この大陸には、決して現れることのない、オーロラに似ていた。

　それが、クネクネと動きながら、どんどん大きくなって行く。

　やがて垂たれ始めた。

　濃こい液体が滴したたるような動き……。

　真下にはティーエが居る。頭上を見上げてはいない。

「危あぶないっ！」

　ラクシは叫んだ。

　ティーエは、それにすら気付かない。

　雲のようなものは、たちまちティーエに達たつし、全身を包んだ。

「あっ！」

「ああっ！」

　ラクシとジッダが声をあげる。

　光るものはティーエの身体にぴったりと纏まといついている。それは包むだけでなく、ティーエの全身を締しめつけ始めているのだ。服が身体からだに密着しオパール色の光こう沢たくを帯おびる。

　光るものは、ティーエの鼻と口も塞ふさいでいた。

「ティーッ」

　飛び出そうとしたラクシを、ボイスが制せいした。

「行くな」

　ボイスは低く囁ささやく。

　これは魔術の闘たたかいだ。常じよう人じんには想そう像ぞうもつかないほどの特別な力が動いている。そこに飛び出しても、かえって足あし手でまといでしかない。

　ラクシは、ボイスの声に含まれたもので、それを理解し、唇くちびるを嚙かんだ。

　もどかしい。

　しかし、ラクシは、以前、ティーエの魔術の片へん鱗りんをかいま見ている。とても見たことが信じられないほどの力だったはずだ。

　ティーエは喉のどを押えてから、やっと頭上を見上げた。光る雲は、まだ湧わき出て来る。むろん、何もない空中から忽こつ然ぜんと現れるのだ。

　ティーエは、捩ねじるように何度か上体を動かした。既すでに、かなり身体からだの自由を奪うばわれている。

　雲はまた動いた。湧わき出るのを止め、今度は収しゆう束そくし始めたのだ。

　グッ…

　雲は、収しゆう縮しゆくする力で、ティーエの身を吊つり上げる。ティーエの足が地から離はなれた。上昇する。虚こ空くうに、ティーエを引きずり込こもうとしているのだ。

「トバ……」

　ティーエは更さらに上空を見上げた。

　そこには、月があった。

「トバ……トバ……ストゥム、ラマウル、アルベクム……」

　ティーエは呪文を唱となえながら、自由の利きく指先だけで、何度もトバ女神の聖せい霊れい文も字じを描いた。

　トバの聖霊文字は、大きく分けただけでも三〇種あるといわれる。ティーエは、その悉ことごとくを知り抜いているのだ。

　突然、透とう明めいな雲は動きを止める。

「ムッ……」

　ラグルドは、小机の上の水すい晶しよう球きゆうを見つめている。

　水晶球の中に映し出されているのは、アト神しん殿でん前の広場だ。中央にティーエの姿がある。

「ハル……ハル……カシュム、レム……」

　ラグルドは、ふしくれだった、枯かれ木きのような太く短い指で、水晶の表面に聖霊文字を描く。

　ティーエの使う聖霊文字とは、多少異ことなる。その中には、陰いんの文字もいくつか含まれていた。魔術の系統が違うからだ。

「ムムッ……」

　ラグルドはまた低く唸うなった。

　動かない。ラグルドが送り出した、風の精霊の作る雲が……。

　命令に従したがわないのではない。動けないのだ。




　ティーエは、光るものに包まれたまま、同じ場所に立っていた。

　時だけが、音もなく過すぎる。

　一分……。

　二分……。

　三分……。

　空気すらも張り付いたように動かない。

　変化は突とつ然ぜんに起こった。

　それは光の色だ。

　淡く青白い光が、金きん色いろ味みを帯おびてきている。

　月の光の色だ。

　パッ！

　突然、それは強力に光る。

　直後に、ティーエの周まわりの光るものが動いた。一か所に集る。急速に集るのだ。ティーエの差し出した掌てのひらの上に……。

　やがて、手の上に、小さな新しい月のようなものが出来上った。直径一五センチほどの完全な、金色に輝かがやく球だった。

「ハル、ハル……シュスラム……アバッド」

　ティーエは呪文を唱えてから、唇くちびるをすぼめ、その光の球に息を吹きかける。

　シュッ！

　光の球は、飛び散り、金色の粉を撒まいたようになった。しかし、消えはしない。

　動いていた。

　金色の帯のようになって、ゆっくりと動く……西の空へと……。

　その方角に、ヴァユラの街があることは、誰も気付かない。




「ムッ……」

　長老は汗あせをかいていた。

　身体からだを動かすことができない。金かな縛しばりに近い状態だった。ただ、汗の冷たさだけが、皮膚の上を不快に這はう。

「ムッ……ムムッ……」

　矮わい軀くに力が漲みなぎる、力以上に、別のエネルギーが張はり詰つめ、放ほう出しゆつされる。少し勘かんの良い者なら、そのエネルギーは、老人の全身を包む強きよう烈れつな光として見て取ることができるはずだ。

　むろん、老人の居るバラックの部屋に、余人の影はない。

　長老は、水晶球に全身の力を集中しているのだ。

　小机の柔やわらかい布の上に置かれた水晶の中には、もう何も映ってはいなかった。ただ、光だけがある。球の中に閉じ込めてしまったような金色の光だ。

　その光は、急きゆう速そくに、水晶球一いつ杯ぱいに広がり、球全体が強く輝き出した。みすぼらしい部屋の隅すみ々ずみまで照らし出す明るさだ。

「おっ……」

　老人は、ハッと目を見開き、球を見つめながら身を引いた。歩くことの出来ない身体だ。高こう齢れいのための病気のせいで、歩行が不自由なのである。

「しまった！」

　ラグルド長老の叫んだ直後だった。

　光の球は、更さらに強烈な光線を発すると、内から爆ばく発はつする。

　パシュッ……

　音のない音。

　水晶は粉こな々ごなに砕くだけ、直後に爆ばく風ふうのようなエネルギーが散った。

　ゴオッ！

　そのエネルギーは、逃のがれられない長老にまともに吹き付ける。

　ガタンッ！

　長老の座っていた椅い子すは、長老を乗せたまま壁かべまで吹っ飛び、ぶつかって落ちた。

　ティーエの送り込んだ光の精霊の強力なエネルギーだった。

　部屋は一いつ瞬しゆん、白くなるほどに光り輝いた。

　そして、闇やみと静けさとが、すぐにやって来る。




　グラウルと配はい下かの者たちがアト神しん殿でんに駆かけ付けた時、既すでに人の姿は消えていた。

　ただ、暴風ハリケーンの後のように、風で倒された木々や、飛ばされた枝などの残ざん骸がいが散らばっているばかりだ。

　しかし、魔ま術じゆつ師しグラウルの目には、ここで何が行なわれたかは歴れき然ぜんとしていた。

　魔術だ……。

「お頭かしらさま……」

　グラウルたちとは、別方向からやって来た黒こく影えい団だんの一人が畏かしこまった。

　夜が明けかけているので、広場全体が灰色に白色を塗ぬり加えたように色いろ褪あせて見える。見上げた男の眼も、青味がかっていた。

「どうだ？」

　グラウルは極きよく力りよく怒りを抑おさえている様よう子すだった。しかし、その力が決けつ壊かい直前の堤つつみのように危あやういものだということは、誰の目にも明らかだった。

「死んでおりました。三人とも……」

　それは、ラクシたちの倒した男たちのことだろう。

「バカめがっ！」

　グラウルは拳こぶしを振って叫び、また怒りをぐっと飲み込んだ。

「すぐに門を張れ。見み逃のがすなよ」

「は……もう、都市中に部下を走らせてはおりますが……」

「見つけるのだ、必ず、おまえたちの手で……失点を取り戻もどせ……」

「はっ……」

　男は深々と頷うなずいてから顔を上げた。

「お頭かしらさま」

　呼びかけた男の声には、怪け訝げんな調子がある。

「ラグルド長老は、どうしたのでしょうか？」

「眼を奪うばわれた」

「眼を……」

　男は頭ず巾きんを被かぶったままの首を傾かしげる。

「水晶球を砕くだかれたのだ」

　グラウルは首を振った。

　怒りではなく、仕方がないと言うようなニュアンスが加わっている。

　大魔術師のラグルド長老の、これは油ゆ断だんというべきものだろう。

「水晶球なしでは、長老といえどもやつらを見張ることは不可能だ」

「これも……あの〝世界〟のしわざでございますか？」

　グラウルは何も言わず、男にクルリと背を向け、歩き始めている。




　その頃ころ、ティーエたちの一行は港に来ていた。

　門から街を出れば、せっかくその監かん視しから自由になった、当の黒こく影えい団だんに見付けられてしまう可能性が高い。

　ティーエたちは、港の倉そう庫こ街がいに隠れると、夜が明けてから捕とった魚を売りに来た漁師と話をつけ、その船で海から都市の外に出た。

　ボイスの発はつ案あんだった。

　日が高くなる頃には、一行は高く白い帆ほを掲かかげた漁舟に乗り、レティナ湾わんの青い水の上を走っていた。

　ラクシとジッダは、後ろの景け色しきに見入っている。

　海の黄金……。

　アドリエとはそういう意味である。

　その言葉の最もふさわしい都市は、ここ以外にはあるまい。

　二つの港、港を見下ろす丘全体を占しめる壮そう大だいにして華か麗れいな宮殿……アトとトバの大ピラミッド、いくつもの大屋根は、点てん在ざいする巨大な神殿だ。

　港では、もう人々が働いている。

「やっぱ……すげえ都市だね」

　舷げん側そくに凭もたれながら、ジッダが言った。

「でっかいし、きれーだし……」

「おまけに、得え体たいがしれない」

　ラクシがボソリと呟つぶやいた。

「やっぱ、このまんま出ていっちゃうのは、惜おしいよな」

「また来るんだ、ジッダ」

　オルボが後ろから言った。じっと都市を見つめている。睨にらんでいるというべきだろう。

「すぐにまた戻もどって来る」

「また来るったってさ……オルボのおじさん。戻ったら、飛んで火に入る夏の虫じゃん。むこうは、手ぐすね引いて待ってるんだよ」

「方法はある。きっとな……」

　オルボは、ジッダの頭に優しく手を置いた。

　大公女であるラクシに対等な口をきくのが気に入らないものの、オルボもジッダを可愛かわいがってはいるのだ。

　オルボの言葉を、ラクシもボイスも複雑な思いで聞いていた。

　ある意味では敵かたきであるアドリエ王国。

　反アドリエの活動をするには、王位に就ついたばかりの王が未まだ若く、何の基き盤ばんも得ていない上に、先王の遺い臣しんたちが、そっくり国政を牛ぎゆう耳じっている今は、確かに好こう機きだ。

　アドリエ王国は征服によって出来上った。だから、平和に治まっているように見えても、支配力の弱さをさらけ出せば、各都市、民族は、いずれその支配下から抜け出そうと動き出すはずだ。

　長い道みち程のりではあっても、不可能ではないのだ。

　アドリエの支配を跳はね返し、ト・アデルにイタール公国を再さい興こうする。それがオルボたちの夢だ。

　ラクシも、それを望のぞんでいないわけではない。

　でも……。

　そこでラクシは考えてしまう。

　イタール再さい興こう……それまでに、どれほどの人々の血と汗あせが流されることになるか……。

　公国の民衆の命を助けるために、無む血けつ開かい城じようをし、国を去った父、イタール大公……。

　ラクシが動くということは、父の意志に背そむくことになりはしないか……。

　それに、ティーエとボイスのことがある。

　オルボは、この二人も仲間に加わることを望んでいるが、ティーエは決して加わるまい。むろんボイスはティーエと共に去るだろう。

　ラクシは、一人残ることになる。

　ティーエ自身は、アドリエ王家とは密みつ接せつな関わりがあるのだが、今いま迄まで、ティーエと旅をして来たラクシには、ティーエがアドリエの味方にも敵にもなることはないと確信していた。

　そのティーエがわざわざ危険を冒おかしてアドリエにやって来たのは、何か深い訳わけがあるのだ。

　アドリエに再び入る。

　ボイスは早くもその方ほう策さくに頭を巡めぐらせている。

　ティーエもラクシもオルボも、まだアドリエに用があるのだから。

　しかし、ティーエの用とは何なのか。

「ケイローンは、そこにわたしの運命が待っていると言いました」

　以前、ティーエがそう言ったのは覚えているが……。

　ティーエの運命……。

　それは、イルアデルとの血けつ縁えんによるものか……故こ国こくを滅ぼした敵としての立場を取ることになるのか……それとも、もっと違うことなのか。

　ボイスとラクシはほとんど同時にティーエを顧かえりみた。

　そのティーエは、何も見てはいなかった。

　ボイスもラクシも、ジッダもオルボも、遠く去りゆく大アドリエ市も、いや、海や空すらも……。

　ティーエは、昨日と同じように、自分の思考の中に沈んでしまっている。




　午後も遅くなって、一台のごく目立たない輿こしが、大臣グラウルの屋や敷しきに入った。男性用の覆おおいのない輿こしで、乗っているのは小こ柄がらな老人だった。

「やっと、おいで下さいましたな」

　主あるじ自らが迎むかえに出、恭うやうやしく腰を屈かがめる。

「仕方がありませんよ」

　老人は含み笑いをした。

「なにしろ、わしの宿はメチャメチャに潰つぶされてしまったのですからな」

「やっと、わたしの言うことをお信じ下さったようで」

　グラウルは苦笑いを漏もらしながら、老人が輿こしから下りるのに手を貸す。

　二人の若い男の奴ど隷れいが、両側から歩ほ行こう困こん難なんな老人を支えた。

「何を……信じたとおっしゃる？」

「〝世界〟の力です」

「確かに……甘く見ていましたよ。しかし、面おも白しろい……非ひ常じように面白い」

　グラウルは先に立って、老人を用意した部屋に案内する。この屋や敷しきでも最上のものだ。

「面白い……」

「さよう……魔ま術じゆつの系けい統とう……そして、あの力……系統的には、トバの系統ですが……」

「セイタ神殿の研けん鑽さん所じよ出身とも思われませんが……」

　現在伝わる魔術、呪じゆ術じゆつのいくつかの系統のうち、正統といわれているものが、アト、トバ、セイタの三神の神官たちに伝わるもので、時、暦こよみ、運命を支配するという星神セイタが、魔術、呪術には最も関係が深いことから、魔術、呪術の研鑽所は、セイタ神殿に置かれることが多いのだ。

「むろん、研鑽所ではないでしょうな。わしの考えでは……」

「長老のお考えは……」

　グラウルの問いに、ラグルド長老はしばらく答えなかった。

「わしの考えでは……いや、まだ確かではない」

　ラグルドは考え考えしながら、やっと言った。

「大臣どのにお答えするのは、もう少し確かなことが分かってからにしましょうかの」




　ラグルドの輿こしが、グラウルの屋や敷しきに入るのを、近くの屋敷の塀へいの陰からじっと見送っていた二人の人間がいた。

　一人は瘦やせ型の中ちゆう背ぜいの男で、年の頃は三〇歳前後というところだ。中剣を帯おびているが、服装は、兵士のものではなく、ありきたりだ。傭よう兵へいだろう。

　そして、もう一人は若い女だった。

　一見、何者なのか、全まつたく見当のつかないというタイプの女だ。

　顔は、頭から布を巻き付けて隠かくしているのでよくは分からないが、布から出ている眼や眉まゆ、そして鼻の上の方だけから推すい察さつしても、かなりの美人に違いない。
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　傍かたわらの男と同じ背せ丈たけがあるから、女にしては相そう当とう背が高い。しかし、身体からだつきはいかにも女らしく、胸も腰も豊かだ。

　砂さ漠ばくの旅用の外がい套とうハザを細長く畳たたんで肩に掛けており、服は裾すその長い女ものだが、その裾すそをたくし上げ、腰のところで結んでいるので、長く形の良い膝ひざから下の部分がすっかり露ろ出しゆつしている。

　おまけに、女は腰に剣を吊つるしていた。いささか細身ながら、中剣である。しかも、よく使い込まれている感じだ。

　女は、小麦色に日焼けしていたが、地じ肌はだの色は白色系の民族のそれだった。

「いいものを見ちまったぞ」

　男が、その女に言った。

「なにがいいものなのよ、バリカイ」

「あのじいさんさ」

「今の、輿こしに乗ってたじいさん？」

　女の声は、低めだがどこか甘い。

「そうだ、あのじいさん……何者だと思う？」

「知らないわよ。一見、身分も民族も分かんないじゃない」

　女は肩を竦すくめた。

「驚おどろくなよ、マンレイド……」

　バリカイと呼ばれた男は、薄い唇くちびるを歪ゆがめるようにして笑った。

「なによ、もったいぶって」

「あれはな……大魔術師ラグルド長老だ」

「大……魔術師……」

　さすがに女……マンレイドは驚いたようだ。

　魔術師などというものは、そうそうお目にかかれる存在ではない。

「なんで知ってんの？　バリカイ」

「昔……おれが雇やとわれていた軍が、あのじいさんの魔術でひどい目にあったことがあるのさ。もう、一二、三年も前の話だがな」

「ふうん……」

　マンレイドは、グラウル邸ていの門をチラリと盗ぬすみ見た。

「その時、おれはまだ、一七か八歳だった。国をおん出たすぐ後でな、あのじいさんは、アドリエ王に使われてたんだ」

「それなら、なんの不ふ思し議ぎもないじゃない。アドリエ王の使ってた魔術師が、アドリエの大だい臣じんの屋や敷しきに入っていったんだからさ」

「それが違うんだ」

　バリカイは首を振ふる。

「その時の戦いくさを最後に、じいさんは身を引いた。その後、アドリエ国内ではほとんど戦が無くなってさ、アドリエ王は、それまで盛さかんに登とう用ようしていたヴァユラを、全く使わなくなったばかりか、いろいろ制せい圧あつを加え始めたんだよ」

「ヴァユラ……じゃ、あのじいさんも」

「ヴァユラの長老だよ。先王には、大だい部ぶ恨うらみがあるはずなんだがな……」

「ふうん……なんか、わけのわかんない話ね」

　マンレイドは、さして興きよう味みもなさそうに言った。

「とにかく、おれはこの事を報告に行く。おまえもついて来いよ。金がいるんだろ」

「うん……文もん無なしよ」

「用よう心じん棒ぼうする気なら、紹介してやるぜ」

「相手によるわよ」

　マンレイドは、バリカイの顔を伺うかがって言った。

「それなら、心配ない。今のおれの雇やとい主ぬしは、アドリエの宰さい相しようバルドさまだ」

「バルド……」

　マンレイドは形の良い眉まゆを立てる。

「なんで宰さい相しようが、用よう心じん棒ぼうなんか集めんのよ」

「知らねーよ」

　バリカイはまた首を大きく振った。

「でも、身の危き険けんを感じてるんだろ。これから一ひと騒さわぎあるんじゃないか」

「かもね」

　マンレイドはほんの少し肩を聳そびやかした。

「じゃ……好こう都つ合ごうね。あたしたち傭よう兵へいにはさ……」




　日は、大きく西に傾かたむいていた。

　アドリエの夏の始めの一日は、こうして、一いつ見けん平和そうに終わろうとしている。その下に大きなうねりを隠しながら……。
















第二話　紺こん青じようの都
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　短い雨期は終わりかけていた。

　雲が去り、日が照ると、レティナ湾わんの水はラピスラズリの色に輝かがやく。

　瑠る璃り……ラピスラズリは大陸では、高貴な宝石の一つだ。

　古代では、まだカットの技ぎ術じゆつが発達していないので、ダイヤモンドは、それほど珍ちん重ちようされてはいない。それは、超古代……この大陸でも同じことだった。

　真しん珠じゆ、ルビー、サファイア、ラピスラズリ、エメラルド、紫むらさき水すい晶しようといった宝石が、一般に貴とうとばれている。

　そのうちの二種の宝石、エメラルドと紫水晶と同じ色の瞳ひとみを持つ者……その者こそが、大陸の運命の鍵かぎを握るという言い伝えは、右腕と頼む大臣グラウルに聞かされるまで、イルアデルは全く知らなかった。

　父王、ネモスアデル七世ならば、知っていたかもしれないとは思う。

　ネモスアデルは、戦乱の絶えぬ世の大国の王らしく、かなりの野心を持っていた。大陸統一は不可能としても、南の太陽帝国併へい合ごうぐらいは夢見ていたかもしれない。

　昔せき日じつ、太陽帝国の首都アステ・カイデは、大陸の共和国連合の盟めい主しゆだった。二百余の共和国が代表を送り、十年に一度、全大陸会議が開かれていた。

「アステ・カイデには、ケントウリ族の伝えたという技術がまだ残っているというな」

　涼しい海風の入って来る窓辺に腰を下ろし、輝く宝石にも似た海を眺ながめながら、イルアデルは呟つぶやいた。

　ケントウリ族が、人の世に絶望して身を隠かくして、既すでに久しい。今では、その存在すら幻となっている。

　国王の執しつ務む室しつからも、レティナ湾は一望の下に見渡せる。

　港に出入りする大小の商船の他に、漁船も数多く出、白い帆ほを張っている。その周まわりで、漁師の上うわ前まえをはねようと、鷗かもめが群れる。

　湾の入口近くや、王室の港には、軍船も何なん艘そうか舫もやっていた。

「アステ・カイデか……」

　イルアデルは、その軍船の一隻せきを見るともなく見る。

　海路を往いけば、アステ・カイデを見ることは夢ではない。現に、交こう易えきの船は往いき来きしている。

　アドリエ王という身分がなければという話だが……。

　太陽帝国とは正式の国交があり平和条約を結んでいる。もしもイルアデルがアステ・カイデを訪ほう問もんするとすれば、それは外交としての正式訪問となる。そういう機会が、いつ訪おとずれるか……。

　長い睫まつげに囲まれた金茶色の眼が、一瞬けぶった。

　日焼けした、この上なく整った顔を、よく手入れのされた黄金の色の、ゆるいウェーブのかかった頭髪が囲んでいる。

「海か……」

　この海を、海岸伝いに南に進路を取れば、アステ・カイデに辿たどり着く。東に向い、大洋を渡れば、未開地と言われる東の大陸がある。

　北東には、氷の島と呼ばれる陸地があるはずだ。千年近く昔には、その島は氷河に覆おおわれていたというが、今は気候もかなり温おん暖だん化かしているので、この大陸や、東の大陸から、多くの人々が移り住んでいると聞く。

　入口辺りで足音がすると、取り次ぎの奴ど隷れいが大臣グラウルの到着を告げた。使いをやって、イルアデルが呼ばせたのだ。

　やがて人の気け配はいがし、恭うやうやしく呼びかけられるまで、イルアデルは海と空とを眺ながめ続けていた。

「陛へい下か……」

　ゆっくりと振り返ると、大臣グラウルが、胸に手を当て、腰を屈かがめていた。臣下の取る、略式の礼である。

「報告を」

　イルアデルは手短かに言った。

「世界は……」

　グラウルは顔を上げ、数歩室内に入る。

　それほど広い部屋ではなかったが、アドリエ王の執しつ務む室しつだけあって、かなり立りつ派ぱなものだった。豪ごう華かであっても、華か美びではない。どっしりと落ち着いている。

　床ゆかも壁かべも大理石だ。数種の大理石を用もちい、ところどころにモザイクが施ほどこされている。壁の一部には、半はん透とう明めいの大理石、雪花石膏アラバスターが嵌はめ込まれ、外の光を柔やわらかく取り入れている。

　調ちよう度どは木もく目めの美しい木造りのものが多いが、ところどころに、透すかし彫りの黄金の金具が使われている。

　綿わたも絹も知らないこの大陸で、最も高価な布である、蜉かげ蝣ろうの翅はねのようにごく薄く軽く織おりあげた麻布を、ふんだんに使ったカーテンや、羊毛を内に詰つめ込んだクッションにも、金糸銀糸の刺し繡しゆうが、布が重くなるほどに加えられていた。

「世界は、既すでにこの都市を出たようです」

　グラウルはよどみなく言った。

「また取り逃したのか」

　冷たい口く調ちようでイルアデルは言う。別に、怒っている様子ではない。

「不ふ手て際ぎわがございました」

　グラウルに、悪びれた様子はない。

「珍めずらしいな」

　イルアデルは、むしろ面白そうに言った。

「おまえとしたことが」

　それほどに、グラウルの手しゆ腕わんを買っている。

「そう遠くには行っていますまい。それに……」

「それに？」

　イルアデルは窓辺を離れ、グラウルの方にツカツカと進んだ。

「また、戻もどって参りますよ」

　グラウルは、イルアデルを見、微笑した。

　イルアデルは、それが気に入らず、優美な眉まゆを顰ひそめた。まだ少年と、侮あなどられているような気がする。それでいて、グラウルのそうした微笑には、慈じ愛あいにも似たものが込められているようにも思われ、怒る気にはなれなかった。

「戻もどる……なぜだ？」

　わざとのように、イルアデルは尋たずねると、さっと背を向け、窓まで歩いた。

「その理由は、陛下もよく御ご存ぞん知じのはず……」

「余よが……」

　イルアデルは、唇くちびるの端を吊つり上げ、僅わずかに笑った。

「血……とでも申しましょうか」

「血……」

「世界は、陛下にとっては再従兄弟はとこ。母君同士が従い姉と妹こにあたられます」

「血けつ縁えんと言いたいのだな。そのようなこと……関係はない」

「深い縁えにし……」

　グラウルは、一人頷うなずいた。

「少なくとも、世界の方は、それを感じているはずでございます」

　イルアデルは、グラウルに完全に背を向けた。しかし、その背中すらも雄ゆう弁べんだった。決して、グラウルの言うことを、否定はしていない。

「御存知でございますか」

　グラウルは、意い図と的てきに話題を変える。

「バルドが、用よう心じん棒ぼうを集めているそうでございます」

「おまえ……バルドに何をした？」

　イルアデルは、背を向けたまま肩を竦すくめる。

「まだ……何も……」

「まだ……か」

　イルアデルは苦笑いを漏もらした。

「バルドが用心棒を集めるのは、わたくしを警けい戒かいしてのこととは思われますが……」

　グラウルは、ごく真ま面じ目めに言った。

「それでは、手薄でございますな」

「手薄……」

「さようでございます。用心棒だけでは足りませぬ」

「魔ま術じゆつ……か」

「お考えの通りか……と」

　グラウルは、そう言ってから、不ふ敵てきに笑った。

「あの男は、いずれ魔術師を召めし抱かかえなければなりません」




「新しい情報が入ったよ、お二ふた方かた」

　アドリエの宰さい相しようバルドは、応接の間に入って来た二人の男を迎えるなり言った。

　陳ちん情じよう者しやや、一般の客ではなく、特に重要か、親しい来客を迎えるための部屋で、立派な造りだ。

　赤と金とが基き調ちようになっている。

　調度は、赤味のある大理石、そして、長カ椅ウ子チやクッションに使われているものは、金糸を織おり込んだ赤い布、カーテンも同じだ。椅い子すの台は木製だが、その色も、少々赤味がかった茶色だった。

　いくつもある窓は全て開け放たれている。中庭や廊ろう下かに通じる入口のドアも同じだ。

　そして、最も良く日の当る部分のいくつかの窓には、葦あしの一種、バムを組んで作った日ひ除よけのようなものが立てかけられているが、これの用途は、ただの日除けではない。

　日中の最も暑い時に、上からこのバムに絶え間なく水を掛かけると、そこを通って入って来る空気が気き化か熱ねつで冷やされ、クーラーの代わりになるという仕し掛かけなのだ。

　そして、上から水を掛けるのは、もちろん奴ど隷れいたちの仕事である。

　やっと日が傾かたむいて来たので、今は奴隷たちも水を掛ける役目からは解放されている。

　二人の男は、羊毛をたっぷりと詰つめ込んだクッションを重ねた椅い子すに掛けるなり、主あるじに問いかける。

「新しい情報とは、王とグラウルのことですかな」

　二人のうち一人は、デップリと太った、四十代半ばほどの男で、もう一人は五十代で、中ちゆう背ぜいだ。二人とも黒髪で赤しやく銅どう色いろの肌はだの民族の血が、より濃く表われていた。

　二人とも、アドリエの大臣だった。

「グラウルは、何事かを企たくらんで、しきりと王をけしかけているようだが……それが何か、お分かりになりましたか。宰さい相しようどの」

　太った方が言った。

「誰か、人を捜さがしているという話も聞きましたが……」

　瘦やせた方が訊きく。

「いや……情報というのは、魔ま術じゆつ師しのことだ、ナバン」

　バルドは、深い皺しわの刻きざまれた顔に微笑をたたえたままで言った。髪は、もともとは黒か茶ちや褐かつ色しよくだったろうが、今はもうすっかり白くなっている。

「魔術師とは……グラウルですか」

　太った大臣が尋ねた。

　農耕処の大臣、つまり農林大臣に当る。

「トビルカ」

　バルドの口く調ちようは、あまり変らない。

「もう一人、魔術師が現れたんだよ」

「魔術師……」

　三人とも、グラウルが魔術師であることは承知している。

「覚えておいでか」

　バルドは話し始める。

「先王が召し抱えておられた魔術師のことを……」

「ラグルド！　大魔術師ラグルドのことですか」

　収税処の大臣が言った。この国の政治に関わる者で、ラグルドの名を知る者は多い。二人の大臣も、その名は聞いていた。

「さよう……」

　バルドは頷うなずいた。

　開け放った窓から、花の香気を含んだ風が流れ込み、通り過ぎて行く。かなり日が傾いているので、風も少しずつ冷たくなってきていた。まだ、本当の夏までは少し間がある。

　既すでに、人ひと払ばらいはしてあった。

　窓を開け放っての密談……。

　その方が、近くに人が潜ひそめないので、盗み聞きを防ふせげるのだ。

「そのラグルドが、グラウルの屋や敷しきに入ったのを見た者がいる。それも、つい今しがた」

「グラウルの屋敷にですが……」

「ラグルドは、確か、ヴァユラでしたな」

　二人の大臣は口ぐちに言った。

　物もの乞ごいや、大だい道どう芸げいを見せるために都市に入ることはあっても、住むことも、神しん殿でんで祈ることも許されないヴァユラ……いくら大魔術師とはいえ、そのヴァユラが大臣の屋敷に入る。それは異例中の異例だった。

　たとえ、その大臣が、暦こよみ司つかさ処どころの長官で、暦博士にして魔術師であろうとも……。

「あのカラスどもも、ヴァユラが多いらしいと聞きますがな……」

　農耕大臣が言った。カラスというのは、グラウル配下の黒こく影えい団だんを指している。

「これは案外、グラウルめの出自が……」

　収税大臣が、唇くちびるを歪ゆがめた。

　笑いとも皮ひ肉にくともつかない表情だ。勝ち誇ほこっているようにも見える。

「いや、今、それは口にしてはならぬことだ。気をつけろ、ナバン」

　バルドが、手先を振って言った。

「そのうち、全てが判はん明めいすることになる」

「しかし……大魔術師とは……」

　トビルカが首を振る。

「とんでもない者が現れましたな」

「そこで、もう一つ情報があるのだよ」

　バルドは、ごく普通の調子で付け加えた。

「昨日……いや、今日の早朝のことらしい、アト神しん殿でんの前で、魔術の闘たたかいが行なわれた形けい跡せきがあるそうだ」

「魔ま術じゆつの……」

「闘い！」

　二人の大臣は絶ぜつ句くした。

「さよう……魔術の闘い……」

　バルドは、むしろ満足そうに言った。

「呪まじない師や、医者が何人か、光る雲を見たそうでな」

　この時代、医者は大たい抵てい、呪じゆ医いを兼かねるので、霊感を持つ者が多いのだ。

「光る雲……」

「精せい霊れいの雲だ。呪術で召しよう喚かんしたな」

　バルドは笑い声を漏もらした。少々甲かん高だかいので、〝ホッ、ホッ……〟というような笑い方になる。

「魔術の闘いとは……」

「まさか、グラウルとラグルドが……」

「いや、まさか、ナバンどの」

　トビルカとナバンは顔を見合わせる。その二つの顔には、別の答えがはっきりと浮かんでいた。

「さようさ……」

　バルドは大きく頷うなずいた。

　丸顔でおっとりとはしているのだが、眼と眼の間が狭せまいせいか、どこか陰気でずるそうな感じがする。

「もう一人、いることは、大いに考えられる」

「もう一人……魔術師が」

　トビルカの眼は、飛び出さんばかりに見開かれている。

「魔術師が……三人」

　ナバンも呟つぶやき、太い眉まゆを動かした。

　この時代、強大な呪じゆ力りよくを持つ魔術師は、畏い怖ふされるべき存在だった。

　もちろん、魔術師はむやみにその力を使ったりはしないが、何をしでかすか分からない不ぶ気き味みさがある。

　その上、普通の市民は、魔術師が術を行こう使しするところなど見たことがないのだから、その力がどんなものか、どれほどのことができるのかも知らないのだ。

　ただ、想像することしかできない。

　想像は、人の恐きよう怖ふをかき立てる。

　その、得え体たいの知れない魔術師が、この王都アドリエに、三人も存在する……。

　二人の大臣は、うそ寒いような気がした。

「三人の魔術師……グラウルは、魔術師仲間に召しよう集しゆうでもかけたのか……」

「この国に、そうそう魔術師など転がってはおりませんよ、ナバンどの」

　トビルカがいかにも薄うす気き味みが悪いというように肩を竦すくめた。

「魔術師が三人……面おも白しろいとは思わんかね」

　バルドは、背で手を組んだ。

「闘いは、その三人……あるいは、そのうちの二人の間で行なわれたとは考えられんかな」

「と……いうことは」

「そうだよ、ナバン」

　バルドは言葉を切り横目で中庭をチラリと見た。人影はない。遠くに、警けい備びの私兵が立っているだけだ。

「第三の魔術師は、少なくとも、まだグラウルの陣じん営えいに与くみしてはおらん、ということだ。敵てき対たいしていないとしてもな」

「では……うまくやれば」

　トビルカがゴクリと生なま唾つばを吞のむ。

「その魔術師をわれわれが、抱かかえることができるかもしれませんな、宰さい相しようどの」

　ナバンは言うと、バルド、そしてトビルカの顔を次々に見た。賛さん同どうを求める、というよりも、期き待たいを分かち合おうという顔だ。

「可能性は、残されている」

「それで、第三の魔術師とは、何者なのです……」

「ナバン……今、それを探らせてはおるのだが……」

「まさか……闘いに敗れ、死んだのでは……」

　トビルカが大きな丸い顔を曇くもらせた。風が通り抜けて行っても、少しも汗が収まらない。太っているせいだ。

「それはないだろう。現に今も、カラス共が血まなこになって、何者かを捜さがしておるようだ」

「なるほど……それで、街中でカラスを見かけるのですな」

　ナバンが頷うなずいた。

　三人の大臣がカラスと呼ぶ黒こく影えい団だんは、既に収税処と農耕処の大臣が宰相の屋敷に入るのを察さつ知ちし、グラウルに報告しているだろう。

　むろん、その事は十分に分かっている。

「宰さい相しようどのの情じよう報ほう網もうならば、そのうち、詳しよう細さいが明らかになりましょうな、その男が誰なのか……」

「そして、どこに居るのか」

　ナバンとトビルカが次々と言った。

　一いち陣じんの風が吹き込み、花の香を運んで来た。甘く重い匂においだ。




「共きよう和わ国こく連れん合ごう憲けん章しよう」

　少年のいきいきとした声が響ひびく。

「共和国連合に、か……加盟する国家の市民は……全員が、太ア陽トと月トバと法の下もとに……びょ……びょう……」

「平びよう等どうな権利……ですよ、ジッダ」

　優しく透とう明めいな声が訂てい正せいした。

　波の音が、それを搔かき消すように聞こえて来る。ティーエとジッダは波なみ打うち際ぎわに居た。赤い夕日が、今にも海と、その向うに横たわる半島の低い山の向うに消えてしまいそうな日にち没ぼつの浜辺だ。

　漁師たちは、既に舟を引き上げ、網あみを干している。

　また、早朝に漁りようが行なわれるので、日が落ちれば、もう眠りに就つく準備を始めるだろう。

「平等……平等って、どういうこと？」

　ジッダは、砂浜に並んで座っている師に尋ねる。

　世にも美しい教師だ。

　柔やわらかい金茶色の髪かみを、夕風に嬲なぶらせたままにして、沈み行く真しん紅くのものを眺ながめているその顔は、詩人ならば地上に降りた至高の美とも、称たたえよう。

　しかも、夕日に染ってはいても、その左右の瞳ひとみの色は、明らかに異なっているのだ。

　エメラルドのグリーンと、紫むらさき水すい晶しようの紫……。

　何度眺ながめても、ジッダはやはりうっとりと見み詰つめてしまう。

　素直なジッダは、決して、その讃さん美びの色を隠かくさなかった。

「平等とは……身分の違いがないということです。地ち位いや富で、権利が変ることはないのです……」

「でも……そうしたら、貴族はどうなるの？　ティーエさん」

　夕日に紅くれないに染っている横顔を見上げる少年の顔も、造ぞう作さがよく整っている。その上に、良く変る表情や、とびきり大きな瞳が、その顔に更さらに魅み力りよくを与えていた。

　天てん性せいの明るさのせいだろう。

「貴族も王も、もともとは存在しなかったのですよ。共和国連合の時代にはね」

「ヴァユラも……」

　少年はおそるおそる問う。答えは、もう何度も聞いて熟じゆく知ちしているくせに、何度も、この美しい唇くちびるから発はつしてほしかった。それでいて、怖こわいような気がする。

　違った答えが返って来たら、どうしようかと……。

　違うはずはないのだが。

「ヴァユラは、ここ数百年の間に作られた階かい級きゆうなのです」

　ティーエは、同じ返事をした。初めて答えるように、優しくだ。

「難なん民みんや、社会からはみ出してしまった人々、特とく殊しゆな職業に就つく人々が、この大陸の混こん乱らんの中で卑いやしめられて来てしまったのです」

「それじゃ……それじゃ……。ヴァユラも……」

「もちろん、共和国では、普通の市民なのですよ」

　ティーエは、決して〝普通の市民だった〟とは言わない。過去のこととして抹まつ殺さつしたりはしないのだ。

　ジッダは、それが聞きたいために、何度も同じ質問をした。

「普通の……市民」

　ジッダは、その言葉を反はん芻すうした。

「また、どこかで共和国ができたら……」

　ジッダは、太陽がもうほとんど姿を消しかけている水平線を茫ぼう洋ようとした目で眺ながめながら言った。

「おれたちは、市民になれるの？」

「もちろんですよ、ジッダ」

　ティーエの目もまた水平線に向っていたが、ジッダ同様に、全まつたく別の世界を見つめていた。

「つい、一七年前まで、その共和国が存在したんです。この大陸に……最後の共和国でした……でも」

「でも……？」

　見上げたジッダの目を、ティーエは、その神しん秘ぴ的な双そう眸ぼうで受けた。

「また作り上げることは可能なはずです」

「また、作る……」

　ジッダには、ちょっと想像がつかない。王も貴族も奴ど隷れいも、ましてやヴァユラもいない世界なのだ。

「それが……祖そ父ふの夢でした」

「おじいさん……デンの、元げん首しゆだった人だね」

「祖父は、投票で選ばれたのです」

　ティーエは、少々誇ほこらしげに言った。

「この共和国連合憲章が、祖父の理り念ねんでした」




「アドリエにまた入る手だてを講こうじなければなりませんな」

　ティーエとジッダから少し離れた所に居るオルボが、ボイスに言った。

　二人は、漁村の収しゆう納のう小ご舎やの側に立っている。

　主として、網などの漁具を入れておく小舎だ。

「少しほとぼりをさました方がいいのではありませんか、オルボどの」

　ボイスも、いずれアドリエに戻もどることを予感しながら答えた。

「あまり、時間はないと思うのです」

　オルボの声は、低いながらも、はっきりと聞こえた。修しゆう練れんで、他へ聞こえることなく話をする方法を会え得とくしている。ボイスも同じだった。

「すぐに、この村にも黒こく影えい団だんか、その手の者が来るでしょう。それならば……」

「それならば？」

「戻った方がいい。なんといっても、アドリエは十万の大都市です」

「なるほど……人々の中に隠かくれた方がいいと……」

　ボイス自身は、アドリエ王国にも、首都のアドリエにも、何の用もない。

　しかし、ティーエは、こう繰くり返すのだ。

「わたしは、アドリエで、わたしの運命と出会うのです」

　まるで、あらかじめ定められたことのように言う。それが、育ての親、ケントウリ族のケイローンの予言なのだそうだが。

　他人に対しては、信じられないほどに優しいティーエも、こうと言い出したら、後には引かない。一人でも、アドリエに戻もどるのは目に見えているのだ。

　あの、まったく世間知らずの若者が……。

　もちろん、ボイスも、ティーエの魔ま術じゆつには内心、舌を巻いてはいるが、世の中、魔術だけで渡って行く訳わけにはいかない。

　おまけに、ティーエの純粋さは、お目め出でたいほどのお人ひと好よしという面で顕けん著ちよときている。

　目を覆おおいたい心しん境きようだが、逆にボイスは、そういうティーエに心こころ惹ひかれているのかもしれない。

　今も、ティーエは、ジッダに共和国連合憲章を覚え込ませるのに懸けん命めいだ。何の役に立つのかも分からないというのに……。

「戻るのは、早い方が、かえって良いのではないかと思うのですがな」

　オルボは強調した。

「かも知れませんが……方ほう策さくは？」

「ヴァユラはどうです」

　オルボは、無む心しんに憲けん章しようを暗記しようとしているジッダをチラリと見た。

　ジッダを通せば、都市のすぐ外のヴァユラの街に身を潜ひそめることはできる。

「オルボどの……お気持ちは分かりますが……」

　ボイスは、一いつ瞬しゆん口ごもった。

「ジッダを巻き込みたくはありません」

　今、ヴァユラの街に一行が隠れ、グラウルやラグルドの知るところとなれば、街そのものが、魔術の闘いの舞ぶ台たいとなることも十分に有あり得える。

　大都市、ト・アデルの城じよう壁へきの悉ことごとくを砂と変えてしまったティーエの魔術だ。闘いとなれば、つつましいヴァユラの街をまるごと消してしまうことなど、本人が気付かないうちに出来るのだ。

　もちろん、ティーエは、そんなことは考えもしないだろうが……。

「そうですね」

　オルボも、すぐに認める。

　オルボとて、ジッダや、つつましく暮らしているヴァユラの人々を巻き込みたくないのは、やまやまだ。

　しかし、目的のためには、ある程度、情は振り切らなければならない。

　そこが、ボイスとは違うところだ。

　国……イタール公国を再さい興こうする。

　オルボには、燃えるような情熱がある。

「他に、良い方法さえあれば」

　オルボは輝く目をして言った。

　ボイスには、羨うらやましくさえある目だった。

　とっくの昔に、捨ててしまったはずの目……。

　いつの日か、父の汚お名めいを晴らし、家名を復ふつ興こうする……その誓ちかいは、どこに行ってしまったのか……。

　オルボのこの目を見る度たびに、胸が痛くなる。忘れていたはずの血ち潮しおが騒さわぎ始めるのだ。

〝いや……今は……〟

　ボイスは思う。

〝ティーエに運命を託たくしたはずじゃないか〟

　命の恩人……。
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　それ以上のものを、ボイスはティーエに感じている。

　因いん縁ねんだ。

　二人の運命は、結び付かずにはいない。

　その宿しゆく命めい……。

〝こいつなら、何かをやる〟

　その確信がある。

　だから、こうして共に旅をし、その身を守っているのだ。




「あかいな……」

　ティーエたちとも、ボイスたちとも、一人離れて、ラクシは波打ち際ぎわに立っていた。

　波、夕日、砂、空気……。

　全てが紅くれないに染っている。

　明日を暗示するように……。

　もしも、ラクシが、オルボの組織に加わることを決意すれば、その行く道は、血に染まることだろう。

　決して、平へい坦たんな道ではない。

　一五歳……一六歳になりかかっている少女の身には、それは重過ぎるのだ。

「でも……」

　ラクシは足の指先に波の冷たさを感じた。

　それは夢だ。

「兄上さま……」

　ラクシの目に入っているものは、夕日でも、海でもなかった。新イタール……今のト・アデルに入にゆう城じようする、兄、イタール大公、アルン・ハラドと母の姿だった。
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　入口の重々しい木のドアを開けると、プンと香こうの匂においが鼻び腔こうに入り込こんで来た。

　植物……それも種々の木の葉や草などを調ちよう合ごうした香である。

　香の紫むらさきの煙が、ゆったりと部屋の中をたゆたい流れる。

　グラウルの目には、その香に誘われ、数多くの精せい霊れいたちが集って来ているのが見える。

　別に、招しよう喚かんしたものたちではないので、グラウルは躊躇ためらわずに足を踏ふみ入れた。

「いかがですか……長老」

「大臣どのか……どうぞ」

　奥の長なが椅い子すに腰こし掛かけているのは、ラグルド長老にほかならない。目の前の、どっしりとした造りの机の上に銀と陶とう器きとでできた香こう炉ろを置き、それに香の粉を少しずつくべていた。

「精霊たちの動きを見ておいでになるのですか？」

　グラウルは、香炉に目を向けてから言う。

　精霊たちは香を好む。そして、精霊の種類によって好む香の匂いが違うのだ、霊を呼び、操あやつる時には、香は重要な道具となる。

「なに……」

　ラグルドは微かすかに苦く笑しようした。

「この屋や敷しきの周りが、少々うるさいようなのでな、ちょっと様子を見ようかと思ったのですよ」

　ラグルドは、魔ま術じゆつの師として振るまう時以外は、グラウルに対するこの鄭てい重ちような態度を崩くずさない。

　一方、グラウルは、いつも師として恭うやうやしく遇した。

「バルドの一派の差さし金がねです」

　グラウルは、はっきりと苦にが笑わらいを浮べる。

「いつも、わたしを見張っているのです」

「政敵というわけですかな」

　ラグルドは、ごく無む邪じや気きな様子で尋たずねる。いかにも、政権の争いなどには興きよう味みがないという様子だ。

「いずれはそうなりましょうが……今はまだ、むこうは、わたしを目ざわりだと思っているだけでしょう。ただ、わたしが魔術を使うことは知っておりますので……」

「なるほど……ではもちろん、このラグルドが、御おん身みの客となったことも……」

「もちろんです」

「ホホウ……それでも構かまわぬと？」

　ラグルドは、面白そうに言った。

「構かまいません。バルドには、いずれ宰さい相しようの地位を退しりぞいてもらう。おとなしくさえしていれば、命を取る気はない」

　グラウルの言い方は、まるでそれが、あらかじめ定められた事のようだった。

「イルアデル王にとって、バルドは必要のない男です」

「あなたは、王にとって好ましくない者は、全て切り捨てるおつもりですな」

　ラグルドは笑ったが、目だけは真剣だった。真剣だが、厳きびしくはない。

「そればかりでなく、必要なものも手に入れる。どんな犠ぎ牲せいを払っても……ですかな」

「そうしなければ、正当な世よ継つぎであられるイルアデルさまといえども、王位に長く留とどまることは不可能なのですから」

「なんと言っても、お若いのですからな」

　ラグルドは頷うなずく。

「早まり過ぎたのです。先王の死を……」

　先王、イルアデルの父、ネモスアデル七世の死は暗あん殺さつだ。他ならぬ嫡ちやく子しのイルアデルの差し金で、実行したのは、グラウル配下の黒こく影えい団だんだったのだ。

「わたしも、もう少しじっくりと時を待ちたかったのですが、猶ゆう予よはなかったのです。向うが、イルアデルさまの廃はい嫡ちやくを画かく策さくしておりましたからね」

「廃嫡……しかし、王家の男子は、表向きはイルアデル王お一人のはず」

　ラグルドは、彫ちよう刻こくの美み事ごとな樫かし材ざいのどっしりとした椅い子すから、じっとグラウルを見上げた。材質とほぼ同色のクッションは、簡かん素そに見えるが、布は最上品だ。

　部屋の調度は主に茶と渋しぶいグリーン系のものが使われている。壁も全て、彫刻を要よう所しよ要所に施ほどこした木が張はられ、全体の雰ふん囲い気きを重じゆう厚こうなものにしていた。

「陰いん謀ぼうの中心は、バルリット王おう妃ひですよ。異常に権けん勢せい欲よくの強いあの女です」

「では……王女を」

　ラグルドの言う王女とは、むろん、イルアデルの妹マレシアーナのことだ。マレシアーナはネモスアデルとバルリット王妃の娘である。

「姫を王座に据すえて、自分が摂せつ政しようの地位に就つく……確かに、女王はごくまれですが、このアドリエにも先例があります。不可能ではない」

「なるほど……」

　積み上げたクッションに毀こわれもののように囲まれ、ゆったりと座っている老人は頷うなずき、白い髭ひげをしごいた。髪かみも髭ひげも真白で、小こ柄がらで瘦やせている。目元も口元も柔にゆう和わだ。こういう時のラグルドを見て、魔術師……しかも大魔術師だということを見抜ける人間はいまい。

「今でも、一番の問題はマレシアーナ姫かもしれません」

　グラウルは老人の側に立ったまま続けた。微かすかに青味がかった灰色の服は、この部屋同様に華か美びではないが、いかにも上等に見える。

「姫が、ですかな」

「現在、王位に最も近いお方です。その上、あのバルリットの娘なのですからな」

「他に王おう位い継けい承しよう権けんがあるのは？」

「ゼルフト元げん帥すいです」

「しかし、あのお方は高こう潔けつなお方だ」

　ラグルドは断だん言げんした。

「わしが、昔、アドリエ軍に協力していたことは、知っておいででしたな。ゼルフト元帥はよく存じ上げております」

　ゼルフト元帥はイルアデルの父、ネモスアデル七世の従弟いとこに当る。ネモスアデルの父の名はアトスアデル一一世。そのアトスアデル一一世の妹が、時の将軍に嫁かして成なした子だった。

　ゼルフト家は、代々軍人の家系で、現在の当とう主しゆ、ゼルフト元げん帥すいは、その名をゼルフト・カリエと言い、年齢は五〇歳ほどだ。

　若い頃から政治に口を出すのを嫌い、筋すじを通すのを宗むねとする。だから、嫡ちやく男なんイルアデルの王位継承に、真先に支持を表明していた。

　むろん、王がイルアデルの差さし金がねで暗殺されたことも、その罪が王妃になすり付けられたのも承知の上である。

　ネモスアデルの治ち世せいの晩ばん年ねん、アドリエ国内は乱れ始めた。王が政治に興きよう味みを失い、王妃が口を出したからだと言われる。

　事実、王妃の一族が多く登とう用ようされた。

　中には、有能な人物もいたかも知れないが、ほとんどは、種々の利権を私わたくしする。

　宰さい相しようも、王妃の兄だった。貴族とはいえ中流で、もともとは宰相になる家いえ柄がらではない。バルリット王妃は、その中流貴族の庶しよ出しゆつ子しに過ぎなかったが、美び貌ぼうのゆえに、一五歳でネモスアデルの後宮に入った。

　その身分は、正せい妃ひ、妃きさきに次つぐ、嬪ひんに過ぎなかった。

　その嬪が、ついには王妃の座に登りつめる。

　滅めつ亡ぼうしたとはいえ、カゼス王家の出だった王妃から生れた嫡ちやく男なんのイルアデルが目め障ざわりだったことは、想像に難かたくはあるまい。それまで、自分の邪じや魔まになる者は悉ことごとく排はい除じよして来たバルリットだ。

　死の少し前、さすがにネモスアデルは自分の非を認め、宰さい相しようを罷ひ免めんし、後こう任にんに、下級貴族だが、有能と評判のバルドを用いた。

　それで、王妃は焦あせり、イルアデルの廃はい嫡ちやくを画かく策さくしたのだろう。

　それだけの話ではない。イルアデルは、幼少時から何度も命を狙ねらわれているが、その中の何回かは、確かくたる証拠はないが、バルリットの命めいによるものと宮廷では囁ささやかれている。

　ゼルフトは、国の乱れと王妃一族を嫌った。

　イルアデルが、反はん撃げきに出た事も、むしろ当然だと思ったふしがある。ただ、父を暗殺させたことに関しては、さすがに眉まゆを顰ひそめたということだが……。

　イルアデルの代になっても、ゼルフトが政治に口出ししないのは、全まつたく変りなかった。

　ゼルフトは、周囲の、摂せつ政しようになってはという勧すすめにも、首を縦たてには振らなかった男なのだ。

　ラグルドは、そういうゼルフトの人格を良く知っている。

「師は……ゼルフトに孫まごがいることを御ご存ぞん知じか？」

　グラウルは、穏おだやかに尋ねた。

「孫……元げん帥すいには確か、娘むすめ子ごがお一方おられたようですがな」

「その娘が、やはり将軍の家系の貴族に嫁とついで、男の子を産んだのですよ。王家の血を引く男子を……」

　グラウルの口元が、少し苦くなった。

「王おう位い継けい承しよう権けんを持つ男子という訳わけですな」

「まだ、五歳の子供に過ぎませんが……ゼルフトは、目に入れても痛くないほど可愛かわいがっているそうです」

「なるほど……五歳といえば、可愛かわいい盛さかりだ。そして、ひとというものは、我が子よりも孫まごにもっと甘くなる」

　ラグルドは首を振ったが、取り越し苦労と、グラウルを嘲わらう気ではない。

　人の心とはそういうものだ。ラグルドは、年を取っている分だけ、色々な人間たちを見て来ている。

「イルアデルさまは聡そう明めいなお方、そこのところはよく御ご存ぞん知じなので、ゼルフトに対しては、なかなかうまく接しておいでだが……」

「安心している訳にはいきませんな。バルドの一派と結ぶ可能性はあるわけだ」

「今のところ、ゼルフトとバルドは仲が悪いのですが、油断はできません。とくにバルドは、近頃、私兵を増やし、呪まじない師を集めている」

　グラウルは後ろで腕を組み、歩き回ろうとして、突とつ然ぜん、足を止めた。

　机の上の香こうの煙けむりが揺ゆらいでいた。それも、不自然に蛇だ行こうしている。

　ラグルドの方が、早くそれに気付いていたかもしれない。しかし、二人とも、少しも慌あわてることはない。

「ふふふ……来たようですな」

「バルドの雇やとった呪い師どもか……」

　グラウルはラグルドの顔を見る。いささかくすぐったいという程てい度どの顔だった。

「霊ハラン使いがいるようだ」

　温おん厚こうな老人の顔に厳きびしさが加わった。眼がん光こうが少し冷たくなる。口調も一変した。

「向いに座れ、グラウル」

「はっ……」

　魔術を使う時、二人の関係は、完全な師し弟ていとなる。

　グラウルは椅い子すを引くと、机を挟はさんで師の反対側に腰を下ろした。

　香こうが揺らぐと共に、周まわりに集り、ゆっくりと漂ただよっていた精霊たちが四し散さんする。

　何か別のものが近付いているのだ。

　正統と言われる魔術の系統を学んだ者や、その流れを汲くむ呪じゆ術じゆつ者は、精霊をストラ、霊をハランと呼ぶ。

　精霊とは、人間と動物以外の、生き物だけでなく岩や風に至るまでの全ての物質の中に内在する本質のことであり、霊とは、人間と動物の精霊スビリツトを言う。

　やはり、人間や動物の霊であるだけに、その力は強力だ。持っているエネルギーの量が違う。

　人間や動物だけでなく、年を経へた大木や、巨大な岩山なども霊ハランを持つものがあり、そういうものは、大たい抵てい、神木や御ご神しん体たいとして祀まつられている。

　この時代、霊や精霊を見る能力を持つ人間は、けっこう多いが、そういう力のまるで無い者でも、ハランの存在を微かに感じるのだろう。

　近付いているものは、その霊ハランだった。相そう当とう数すういる。

　グラウルが席に就つくと、ほどなく、香の煙は垂直に昇るようになった。グラウルとラグルドの発する気が、霊ハランたちの作る風の流れを止めたのである。

　霊は続々とこの部屋に集って来る。

　見方によって、霊は二つの形けい態たいを取っている。

　ひとつは、光である。

　球形をした光だ。今、この部屋に居るものたちは、あまり明るくなく、色も赤や緑が多い。

　霊ハランも、もっとレベルの高いものになると、色は青から紫へと変っていき、光もずっと強くなる。そして最高レベルに達した霊は、眩まぶしい白びやつ光こうとなる。

　しかし、今ここに集ったのは、浮ふ遊ゆう霊れいばかりだ。

　呪術によって操あやつられている。

　浮遊霊を扱あつかう術は、魔術、呪術の中でも、特とく殊しゆだった。

　ラグルドが、「ハラン使いがいる」と言ったのは、その特殊な術を身につけた呪まじない師が、霊たちを操っていることを看かん破ぱしたからに他ならない。

　霊のもう一つの姿は、形のあるものだった。

　人……あるいは獣けもの……生前の肉体の形そのままに現れる。あるものは、死んだ時の姿を取ってだ……。

　焼き殺された者が、黒くろ焦こげとなって、あるいは切り殺された者が血だらけになっている。

　それは、霊の姿を見ることの出来る者に、様々なことを訴うつたえたいからだった。

　哀しみ、痛み、うらみつらみ……。

　だが、この霊たちは、そんなことを述べに来た訳ではない。今、霊たちは、その本来の姿、光球だ。

　光球の群れは、赤緑の帯となって、二人の魔術師の周りをゆっくりと動いた。




　呪まじない師は、大臣グラウルの屋や敷しきからほど遠からぬ所にある、やはり立派な屋敷の中に居た。

　部屋の中に祭さい壇だんを作り、素す焼やきの焙ほう烙ろくの上で火を燃やし、何種類かの、匂においの違う小枝と植物の粉の香こうをくべている。

　胡座あぐらをかいて座った男は、茶色の髪を長く伸ばし、鳥の羽根を付けて、顔一面に、赤、黄、黒の植物の顔がん料りようで模も様ようを描いている。それは呪まじない師の印であるだけでなく、精せい霊れいを招しよう喚かんし使し役えきする聖霊文字の一種でもあった。

　ただし、ティーエなどの使う聖霊文字とは少し異なっている。

　その顔の模様が、流れ落ちる汗で崩くずれていた。炎の熱のせいばかりではない。全神経を呪いに集中しているためだ。

「ハラン、ハラン、サグル、ハザム・アメンリス……」

　呟つぶやくように呪文が続く。




「愚おろかなやつめ」

　グラウルが憐あわれむように言った。

「自分が挑ちよう戦せんしている相手が分かっているのか……」

「始めは知らなくとも、今は分かっておるだろう」

　ラグルドは、煙に両掌てを翳かざして言った。グラウルも同じようにする。

「今に思い知る」

「殺やりますか？」

　グラウルは師に尋ねた。

「情なさけは無用」

　ラグルドは低く言い放つ。

「風ハルと闇ゴセンに許しを願い、精霊を集めるぞ」

「はっ……」

　二人は同時に、机の上に、風神ハルと闇やみの神ゴセンの聖霊文字と、許しを得るための、いくつかの聖霊文字を指先で描いた。

「ハル……ハル……クエイル、アムル、カルド」

「ゴセン、ゴセン……アスカトス、ルムル、カレグ」

　二人は同時に別々の呪文を唱となえる。

　ラグルドは風の、グラウルは闇の精霊を呼び、使し役えきするための呪じゆ文もんだ。

　精霊が集りつつあった。

　外の夜の闇の中に、そして空気の中に必ず存在する精霊たちだ。

　集った精霊たちは、二人の周まわりの霊の帯を外から取り囲む。

　ジワリ……

　やがて、赤緑の帯の中に、闇やみの精霊が侵しん入にゆうし始めた。

　闇の色をしたものが、光るものを侵しん食しよくし、駆く逐ちくして行く。

　キシッ……キシッ……

　細かい砂の中に指でも突っ込むような軋きしみ音が微かすかに聞こえる。

　闇の精霊たちに脅おびやかされる。霊たちの、これが悲鳴なのかもしれない。

　歯が根元から遊ゆう離りしてしまいそうな音と共に、部屋一杯に、厚い赤と緑の混合の雲となってひしめいていた霊たちが大きく動き始める。乱れる。

　パニックだ。

　部屋中に、赤と緑の光の球が飛び散り、右う往おう左さ往おうする。まるでプリズムの乱らん反はん射しやだ。動く乱反射だ。

　しかし、光は決して、中央辺あたりの一部分には飛び込まない。ちょうど、グラウルとラグルドが座っている辺りだ。二人の間の机を中心とした、半径一メートルほどの円。

　それは、二人が結けつ界かいを張はっているからではない。二人の魔術師の放つすさまじい気……その力に恐おそれをなしているからだった。

　キシッ……

　キシッ……キシ……

　飛び回る光球は、更さらに闇に喰くわれて行く。むろん、この部屋から逃げ去ったものたちも多いのだ。

　キシッ……キシ……

　シュウ……シュウ……

　やがて、いくつかの光球に変化が起きる。

　ジワリと脹ふくらみ始めたのだ。

　脹らみ、柔やわらかく形が崩くずれると共に、光が弱くぼんやりとして来た。

　ウアッ……

　オオオッ……

　微かな、泣き声にも似た音。

　形の変った霊たちの声だ。

　やがて、グラウルとラグルドを取り囲んで、数十人の人ひと垣がきが出来る。

　霊が、人の姿を取ったのだ。

　広い部屋が、急に狭せまく感じられる。

　様々な人間がいた。

　白色系、赤しやく銅どう色いろ系……男、女……老人から子供まで……。

　中には犬や牛なども混っていた。

　その姿も様々だった。

　自分の一番美しかった時の姿で現れるものもいれば、死んだ時の無む惨ざんな姿のものもいる。

　全員が、同じ、恨うらめし気げな目で二人の魔術師を見つめた。

　アアアッ……

　オーン……オオオッ……

　すすり泣きが、部屋に満ちる。

　ラグルドは、周まわりの霊たちを見、白く豊かな髭ひげを微かに動かした。

「ゴセン……偉大なるもの、全てを押し包む力よ……」

　ラグルドは闇の神を讃たたえる呪じゆ文もんを唱となえ、グラウルが、更にいくつかの聖せい霊れい文字を描く。

「おおっ！」

　アアッ……

　人ひと垣がきから悲鳴があがった。

　人の姿を取った霊体をも、闇の精霊が喰くい始めたのだ。

　人の姿の、足が、手が、胴どうが、次々と、虫に喰われるように消えて行く。

　アアッ！

　霊たちは身もだえた。

　何か言おうとしている。

　しかし、グラウルもラグルドも、霊の話を聞くことはできなかった。霊や精霊を使し役えきし、情報を目で見ることはできる。しかし、霊たちと語り合う能力はない。

　それは、魔術とはまた、別の能力なのである。

　魔術師が霊と語る。

　それは、特別な方法で死者の霊を招しよう喚かんした時に限られていた。

　何も訴えることができない……霊たちはただ恨うらめしげに二人を見た。やがて、その両眼から血が溢あふれ、流れ出す。

　これが、霊たちの精一杯の意志表示なのだ。

　アアッ！

　オオオッ……

　闇が広がると共に、霊たちの姿は、それに搔かき消されていった。

　ラグルドは、目を半眼に瞑つむりながら、弟で子しに囁ささやく。

「この闇の精霊を送る」

「はい」

　霊ハランたちが完全に消えたのを見届けてから、グラウルは頷うなずいた。

　ラグルドは、遠えん隔かく魔ま術じゆつを行なえる。

　それは、わざわざ精霊を呼び集めなくとも、呪じゆ術じゆつを施ほどこす相手の居る場所の、周りの精霊たちを動かすという、恐るべき業わざだ。

　しかし、今のラグルドには、それが出来なかった。

　眼である、水晶球を失ってしまったからだ。

　ティーエの、美み事ごとな魔術の返しによって砕くだかれたのは、つい今け朝さ方のことである。いや、もう一二時を過ぎたはずなので、昨日と言うべきか……。

　水晶球は、魔術師の眼の役を果たす。それに、精霊たちの運んで来た様々な情報を映し出すことができるのだ。

　そして、魔ま術じゆつ師しの持つ水晶球は、並みの水晶とはまるで違っている。長年、呪じゆ術じゆつを施ほどこし、気を注そそぎ込み、それ自体が、霊ハランを持つに至った特別なものなのだ。同じような水晶ですぐに代用できるというような、簡単なことでは決してない。

　ラグルドが、次の、自分の水晶球を持つまでには、もう少し時間が必要だった。

　それで、今は、呪まじないの返しを行なうことにしたのである。

　ラグルドは、香こう炉ろに新たな香をくべると、精霊文字を描く。グラウルも続いた。

　二人は、向い合ったまま合がつ掌しようし、呪文を唱える。

　霊を喰くい尽つくした闇やみの精霊たちが、少しずつ動き始める。風ハルの精霊たちが動き出したのだ。




「うっ……ううっ……」

　四〇を少し過ぎたと思われる呪まじない師……ハラン使いの男は唸うなりにも似た声をあげた。

　術を破られた。

　呪い師は、慌あわてて、自分の周まわりに精霊の結けつ界かいを張る。

　闇の精霊は、呪い師の居る部屋に侵しん入にゆうし始めていた。

　背中に、胸に、冷たい汗がドッと流れる。

　呪まじない師は必死で念を凝こらし、呪じゆ文もんを唱える。

　相手を知らなかったとはいえ、これは、獅し子しに挑ちよう戦せんしたイタチかアナグマ程度のものだ。

　これほどの相手だったとは……。

　今となっては、もう逃げることも不ふ可か能のうだった。

　闇が脹ふくらむ。

　結けつ界かいを取り囲む。

　キリ……キリッ……

　結界が鳴り始めた。

　闇の精霊が、呪い師の結界の精霊たちを脅おびやかしつつあるのだ。

　呪い師は、それを見ずに、ギュッと目を瞑つむった。

　顔の模も様ようは、もう汗ですっかり崩くずれてしまっている。

　シュウッ……

　とうとう結界に穴が空あき、闇の精霊が侵しん入にゆうした。

　シュッ！

　闇の精霊は、結界の穴から、呪い師に向ってスルスルと伸びる。

　長く太い紐ひもが伸びるように……。

　すぐに、鳩尾みぞおちの辺りに達した。

　グシュッ！

　太い蔓つるは、呪い師の胸の中央に突き入った。

「わっ！」

　血が噴ふき出す。

　グシュッ！

　それは、直後に背中から外に出る。

　黒い、闇でできた太いもの……。

　一度外に出ると反はん転てんし、また、背中から呪い師の体内に突き入る。槍やりでも突き刺さしたように……。

　グシュッ！

　グシュッ！

　闇の精霊は、黒い刃となって、何度も呪い師の身体からだを貫つらぬき、その一部を喰くらった。

　雇やとい主の、ナバンは、朝になれば、穴だらけになった呪い師の死体を発見することだろう。




　夜明け前、ティーエ、ボイス、ラクシ、ジッダ、オルボの五人は、アドリエ郊こう外がいの漁村を出発していた。

　陸路、アドリエ市に戻もどるのである。

　とりあえず、市外の難民の街まちに入るつもりだった。ヴァユラの街のすぐ隣となりだ。

　もちろん、街の人々を巻き込みたくないので、長なが居いするつもりはない。

「ティー、おまえ、さあ」

　歩きながら、ラクシはティーエに尋ねる。

「どうして、アドリエに戻るの？　せっかく脱だつ出しゆつしたのにさ」

　それは、ラクシにとっては、自分への問いでもある。ティーエの美しい唇くちびるから、明確な答えを聞きたい。それが本心だろう。

「仕方がないのです」

　ティーエは、困ったように肩を竦すくめた。

　まだ、行き合う人の姿も街道には見えないので、ティーエは顔を覆おおってはいない。どのような宝石ですら、その前では輝きを失ってしまうような顔が、早朝の柔やわらかく青い光の中で、ぼんやりと浮いている。

　うっとりするような美しさだ。

「わたしは、まだ、わたしの運命を見付けてはいません」

「おまえの運命……」

　ラクシは低く呟つぶやく。

　おそらく、ラクシも、アドリエ市で自分の運命を見つけることになるだろう。その事ははっきりと自じ覚かくしている。

　と、いうよりも、ラクシは、自分で未来を決めなければならないのだ。

　もう、迷うことは許されない。

「でも……」

　ラクシは未だ決めかねていた。

　様々な事が、頭の中で渦うずを作って動いている。

　故こ国こくのこと、亡なくなった父、アルン・アード大公のこと、兄の、現イタール大公、アルン・ハラド、そして母、故郷の人々……。

　別の部分では、ここ数か月の旅のことを思う。

　ティーエとボイスとの旅だ。

　砂さ漠ばくを横断したので、なかなか大変ではあったが、忘れ難がたいものとなっていた。

「ケイローンが、そう言ったから？」

　ラクシは尋ねる。

　ティーエはいつも、ケイローンがティーエに、〝アドリエで、おまえの運命に出会うだろう〟と言っていたという話をしていた。

「はい」

　ティーエはコックリと頷うなずく。

「ケイローンの予言は、いつも正しいのです」

「おまえの運命かあ……それ、見当つく？」

「分かりません」

　ティーエが首を振ると、長めにした金茶色の髪かみがサラサラと揺れる。

「でも、わたしには予感があるのです」

　ティーエは、珍めずらしく、重々しく言った。

「わたしは、その宿しゆく命めいから逃のがれることはできないと……」

「おまえさ……」

　ラクシは言いかけ、口をつぐむ。

　宿命から逃れられない……それは、ラクシも同じではないか、と……そう思ったのだ。

「いやだ……いやだ……」

　ラクシの心のどこかで反はん撥ぱつの声があがる。

　宿命、血……そういったものを拒きよ否ひしたからこそ、新イタールの隠かくれ里に背を向けて来たのではなかったか……。

　ティーエは、突然立ち止り、両腕で自分の肩を抱いた。

「どうした……」

　ボイスが心配して覗のぞき込こむ。

　早朝の光のせいか、その白い顔は蒼そう白はくに見えた。

「気分でも悪いのか？」

　ティーエはゆっくりと首を振って否定する。

「怖いのです」

「こわい……」

　ラクシはティーエを見上げ、鼻の頭に皺しわを寄せる。霊ハランすらも友とするティーエに、何を恐れることがあるのか……少なくとも、ラクシは男の口からそういう言葉を聞きたくはなかった。

　美し過ぎるが、ティーエは男ではないか。

「わたしの運命に出会ってしまえば……」

　ティーエは、そんなラクシの心の内には全く気付かない。

「わたしは、その宿命さだめ通りの道を突き進まなければならないのです。何があろうとも……死ぬまで……」

　ラクシは知らなかった。ティーエが甘んじて受けようとしている宿命が、どれほど大きなものか、は……。




　　　　Ⅲ




　日差しを遮さえぎるべき雲の一ひらすらない、強烈な夏の日になった。まだ本格的な夏の訪おとずれる時ではないのだが、都市を包む初夏特有の湿気さえなければ、もう盛夏がやって来たと思っても不ふ思し議ぎはない。

　アドリエの真夏は、湿気が低いために案外しのぎ易やすいので、かえって、この時期に数日ある今日のような日の方が耐たえ難がたかった。

　ラクシもジッダも、鍛きたえあげたオルボやボイスでさえ流れ落ちる汗あせにまみれている。

　その中で、ただ一人涼しい顔をしている者がいる。いつも涼しい顔というよりは、ほとんど表情というものを出さないティーエだったが、今、その額ひたいは雲が掛かかったかのように翳かげっていた。

　汗一いつ滴てき浮かんでいない繊せん細さい優ゆう美びを極めたその顔は、まるで寒気を感じてでもいるように蒼そう白はくだった。

　ただ、今、ティーエは薄い布ぬので顔ごとすっぽりと頭部を覆おおっているので、同行者の知るところではない。

　ボイスだけが、ティーエの周まわりの空気の微妙な変化を感じ取っていたが。

〝緊きん張ちようしている……〟

　アドリエ市の城じよう壁へきが近づくにつれて、ティーエの緊張が高まっているのだ。

　こんなことは、初めてだった。

〝こいつは、相当、腹を括くくってかからなければならないぞ〟

　ボイスは、額の汗を拭ぬぐうと、前方の城じよう壁へきに厳きびしい目を投げかけた。

　巨大な城壁は、どこまでも続いている。

　行く手の隅すみに、城壁ではない建造物の群れが見えた。比べるべくもない、貧弱な建物……それが、城壁内に住むことを許されない人々の二つの街……ヴァユラと難なん民みんたちの街なのだ。

　見た目では、違いどころか境界も分からないが、この貧しい人々の間にすら、差別は存在していた。

　ヴァユラ……最も下位にみなされている人々。時には、人間として扱あつかうことすら拒否される人々……。

　だが、見た目でそれと分かるわけではない。現に、ジッダはヴァユラの出身だが、ティーエたちと行を共にしている時は、ただの、身なりのあまりよくない少年と思われるだけなのだ。

　もちろん、今はボロではなく、旅の途と中ちゆうでオルボが買ってやった古着のこざっぱりしたものを身に着けているためでもある。

　一行の目的地は、ヴァユラではなく、難なん民みんの街だった。

　外来者のほとんど踏み込まないヴァユラの街まちとは違って、難民の街まちには大勢の人間が、ひきもきらずに出たり入ったりしている。治安は悪いが、案外物資は豊かだ。ほとんどが露ろ店てんだが、市いちの賑にぎわいを成している。

　城壁の中から買い物に来る者もいるほどだ。

　アドリエ市は、城門の開いている間は、武ぶ装そう集団など、明らかに不ふ審しんを抱かせる者以外は出入り自由になっている。

　もちろん、各々の門には、かなりの数の兵が配備され、昼夜厳しく警戒している。

　しかし、あまりものものしい警備はしなかった。この都市は、交こう易えきによって栄えて来た。

　自由貿易……それがアドリエ市だけでなくアドリエ王国全体の基本だ。そして、それを守るためにも、強大な兵力がいるという訳なのだ。

　アドリエが栄えれば、国庫も、そして王室も豊かになる。王家独自で、他国との貿易を行なっているぐらいだから、アドリエ王は莫ばく大だいな資産を持ち、望めば、どのような贅ぜい沢たくも可能だった。

　アドリエ国王イルアデル……。

　イルアデルが父王を殺害させたのは、むろん早くその財産を手中に収めたかったから、などということでは決してない。

　イルアデル自身は、実はいやいやながら、権力のシーソー・ゲームに参加しているのであって、その望みは別のところにあるように、側そつ近きんたちの目には見えた。

　いつも金色の眼を、同色の睫まつげでけぶらせて、どこか遠くを見ている。そんな印象を与えた。

　イルアデルにとっては、人生そのものが、不本意にも巻き込まれたゲームでしかないのかもしれない。

　最も身近で用を務つとめる奴ど隷れいの一人が、仲間にそう漏もらしたことがあった。

　もちろん、イルアデル自身の心の内は誰にも分からない。右腕と頼たのむグラウルにすら……。

　この世すら見てはいないそんな茫ぼう洋ようとしたイルアデルの目に、厳きびしさを呼び戻もどしたのは、他でもない、グラウルの到来だった。

　王の執しつ務む室しつである。

「人払いを……」

　グラウルは秘ひ書しよ官かんや奴ど隷れいが去るのを、いつもより長時間待った。より遠くに行くのを確かめているように耳を澄すましている。

　もちろん、奴隷たちは、手を叩たたけば聞こえる所に控ひかえてはいるのだが。

　執務用の大きな机に頰ほお杖づえを突いたまま、イルアデルは寵ちよう臣しんを観察するような目で眺ながめていた。

「なにがあった……」

　意識を自分の上に戻したグラウルに向って、イルアデルは問う。

「ナバンめの屋敷で、呪まじない師が一人死んだという話は聞いた。穴だらけになって、内臓が飛び出していたとか……な」

〝おまえがやった〟

　そう断定して、イルアデルの目が輝いた。魔ま術じゆつというものに、かなり興味を持っている。

「それは……お考えの通りでございますが、ただ今、わたくしが参上つかまつりましたのは、そんな取るに足らぬことを御報告申し上げるためではございません」

「一大事出しゆつ来たい……とでも言いたいのか」

　イルアデルは、苦い笑いを、長身の大臣に向けた。大臣にしては、まだ若い。三十歳前後なのだが、既すでに威い厳げんは備そなわっている。天性のものと思われる威厳だ。もともと、大臣の家柄に生まれた男ではないはずなのだが。

「一大事……かどうかは分かりませぬが……」

　グラウルは恭うやうやしく腰を屈かがめた。

　自分の言うことが、これからイルアデルの機き嫌げんを損そこねることはよく分かっている。

「姫君が……マレシアーナ姫が、ゼルフト元げん帥すいに書状をお遣つかわしになられたことは、御ご存ぞん知じでございましょうか」

　グラウルは慎重に言った。

「マレシアーナが、ゼルフトに……」

　イルアデルは、豊かな黄金の髪を二、三度揺ゆらせた。

「ゼルフトは、マレシアーナにとっても血の繫つながった親しん戚せきだ」

　イルアデルは、むしろ自分に言い聞かせるためにそう言った。

「その、御書簡を入手いたしました」

「使いの者を殺したのか」

　イルアデルは、優美な眉まゆをピクリと動かす。

「そのようなことはいたしません。書状を写し取り、使いはそのまま行かせました。姫君は、そのことにお気付きにはなりません」

「グラウル……」

　イルアデルの顔に、はっきりとした〝怒り〟が浮かんだ。珍しいことだ。

「マレシアーナに手出しは無用……そう言ってある」

　声にも、不快を示す調子があった。

「姫君を傷付けるようなまねは、決していたしませぬ。しかし……」

「しかし……」

　イルアデルは、氷のような視線でグラウルを射る。

「姫君を、周りの者たちの陰いん謀ぼうからお守り申し上げるのも、わたくしの務めと心得ております」

「陰謀……」

　イルアデルは口を真一文字にして顎あごを引いた。

「では……ゼルフトが……」

「さようでございます。いや、はっきりと申し上げますならば、バルドの差さし金がねということになりましょうか」

「バルドの……」

　イルアデルは、いささか緊きん張ちようを解といたようだった。マレシアーナとゼルフト……もう身内は、なるべくそっとしておきたい。

　その気持ちが、グラウルにも、痛いほどに分かるのだ。

「バルドは、ゼルフトと姫君を結び合わせ、陛へい下かに対抗させようと画かく策さくしているのです。陛下を御退位に追い込み、姫を女王にたてる。後こう見けんとして、ゼルフト元帥が立ちます。ゼルフトの孫を王太子とすることを条件に……」

　考えられることだった。

　今のところ、ゼルフトはバルドを毛け嫌ぎらいしているのだが、もしも間にマレシアーナが入れば、その心は動くかもしれない。

　イルアデルへの軍の支持がなければ、イルアデルを、父王の殺害者として糾きゆう弾だんすることができる。軍を掌しよう握あくしているゼルフトを抱き込めば、それは可能なのだった。

　もちろん、イルアデル側も、出来るだけの懐かい柔じゆうの手は打っているが、ゼルフトの影響力は、アドリエ正せい規き軍の間では絶大だ。

「ゼルフトには、まだ手は出せぬ。今は、一日も早くバルドを追い落とすことだな」

　イルアデルは、深く頷うなずいて言った。

　宰さい相しようとその一派……いくら王といえども、まだ手を出す力はイルアデルにはない。

「御ぎよ意いのままに……」

　グラウルは胸に手を当て、深く身を屈かがめた。

「全力を尽くすまで」

　そう言いながら、グラウルは紙片を、イルアデルの机の上に置いた。

「一応、お目をお通し下さい」

　グラウルは、もう一度礼をすると、執しつ務む室しつを去った。

　一枚の葦バムの紙片が残された。

　マレシアーナの手紙の写しだ。

　愛する妹が、ゼルフト元げん帥すいにあてて書いた手紙……。

　グラウルが去ってから、イルアデルは、一度その紙片に手を伸ばし、熱いものにでも触れたように引っ込める。

　マレシアーナだけは、そっとしておきたい。

　しかし、イルアデルは、この母違いの妹の性格を知ち悉しつしていた。

　震ふるえる右手が伸びる……。

　それを、左手が抑おさえようとする。

「母上……母上……」

　イルアデルは目を瞑つむり、右手を伸ばした。

　紙の乾かわいた感かん触しよくを手の中に感じる。

　イルアデルはカッと目を開けると、両手にしっかりと広げた書簡の写しを凝ぎよう視しした。

　特殊な薬品を使って、そっくり写し取ったもので、もちろん黒こく影えい団だんの持つ不思議な技術だ。

〝ゼルフトおじさま……〟

　女文字が目に飛び込んで来る。

　これは、マレシアーナ自みずからの筆てではない。乳う母ばのビセルに書かせたものだろう。しかし、文末にあるサイン……それは、イルアデルもよく知っている、マレシアーナ……妹のものだった。

〝おじさま……わたくしの母も……そして、父、ネモスアデル七世も、あのイルアデル王に殺されたのでございます。手を下した者は違っても、王は自らの罪つみから逃のがれ得ますまい……〟

　イルアデルは、掌てのひらの内で紙片を握にぎり締めると、その拳こぶしで両目を覆おおった。




　街まちは賑にぎやかだった。

　雑然としているが、それだけに活気がある。

　屋台の食べ物の店の周まわりには、大勢の人々が立って、食事を取っていた。

　肉や野菜を串くしに刺して焼いたものや、クレープのような薄いパン、魚に塩と香草を掛けて蒸むしたもの、魚のシチューと、種類もいろいろある。

　肉は、羊ひつじと鶏が主だ。牛肉は、王おう侯こう貴族や金持ちの食べものだ。鶏といっても、もちろんニワトリではなく、キジやホロホロ鳥の類たぐいを、家か禽きん化したものである。他に、猪いのししの肉も食べる。ちなみに馬は、海の向うの大陸から少し前に入って来たもので、大変に貴重な家畜だったので、食用にするということはほとんどない。
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「うーっ……いーいにおい」

　街に入ったとたんに、ジッダが鼻をひくつかせた。

　肉や魚を焼く匂においが漂ただよって来る。

　一時的に逃れた漁村で、夜明け前に、塩味をつけて煮ただけの魚をパンに包んで食べた。それ以来、何も口にしてはいない。もう昼近くなっているのだから、五人とも、かなり腹が減っている。

　もちろん、ティーエは完全な菜さい食しよくなので、食べたものは、パンと野菜だけである。

「おれ……マハシュが喰くいたい」

　ジッダは、半分目を瞑つむり、鼻だけに神経を集中させて言った。

　マハシュは、羊の挽ひき肉を串に付け、シュバという塩漬けの魚から出る汁で味付けした料理で、よく街がい頭とうで焼きながら売られるものだ。

　もちろん、燃料は炭を使う。

「おれも、マハシュがいいな」

　ラクシも、すぐに賛成し、オルボを振り返る。今は、ラクシの分の費用はオルボが出しているからだ。

　オルボは、かなりの金を自由に使えた。反アドリエの組織に金を出す者は多い。皆、昔アドリエに滅ほろぼされた国々の出身で、現在、成功している者だ。

　オルボは、無言で肩かたを竦すくめた。

　姫君ともあろう身がマハシュのような庶しよ民みん的な食べ物を、しかも屋台で食べるとは……と、一いつ瞬しゆん情なく思ったのだ。しかし、すぐに考え直す。ラクシが育った新イタール公国は貧しく、羊よう肉にくすらも、めったに食べることができなかったではないか。

　大公一家は、望めば多少の贅ぜい沢たくは出来たに違いない。しかし、亡なくなったラクシの父、アルン・アード一三世の遺志を継ぎ、母の公こう太たい后ごうも兄の新大公アルン・ハラドも、大公たちと運命を共にすることを選んだ新公国の人々と同じ生活をした。

　食料は平等に分け、貧富の差を作らなかった。いや、貧富の差を作っていれば、餓うえて死ぬ者が必ず出るからだ。

　収穫の少ない年には、大公は密ひそかに家伝来の宝石を売って、人々の食料に代えたほどだ。

　ラクシは、さっそくジッダを伴って屋台の前に立っている。残る三人も続いた。

　オルボとボイスは、四人分のマハシュと五人分のパンを買う。どこかで一休みしながら昼食ということにしたわけだ。

　ジッダは、歩きながら、もう熱い肉汁の滴したたるマハシュを頰ほお張ばっていた。店では、串くしから外したものを、薄いパンに包んで渡してくれる。

「……んーめえっ！」

　ジッダは幸福そうに言った。

　ジッダの育ったヴァユラの村でも、マハシュは贅ぜい沢たくな食べ物に違いない。

　土地を持つこと、自分たちの食料を作る以外の農業、正規の商工業……ヴァユラには、その全てが許されていないのだ、それどころか、都市の中に住むことも、神しん殿でんの中で祈ることすらも……。

　ヴァユラは、都市の外に集落を作って住み、出入りすることだけはできる都市や街道で物もの乞ごいをしたり、大だい道どう芸げいを見せて金を得る。薬草を採って来て薬屋や薬くす師しに卸おろす者もいる。

　その他に神殿の不ふ浄じようなものの始末をすることもあった。

　ヴァユラの仕事の中で、とりわけ奇き異いに感じられるのは、神殿で使う香の調製だった。もともと薬草を扱あつかうことから発生したのかもしれないが、ヴァユラは香草から作った香を、決して中で祈ることを許されない神殿に納めるのだ。

　香は、魔術や呪じゆ術じゆつでも重要な役割を果たす。

　ヴァユラの中に、いくつかの魔術の系統が伝えられているのも、その辺あたりと関係があるのかもしれない。

　ラクシたちは、露ろ店てんの近くの少々広くなった場所の石の上などに腰こしを下ろし、食事を始めた。

　ただ、ティーエは、ボイスが差し出したパンに手を出そうともしない。ベールに隠かくれているのでよくは見えなかったが、まるで放心しているようだった。

「ティーエ……食事だ」

　ボイスの声にも反応しない。

　ピクッ！

　突然、ティーエの肩が動いた。

「どうした？」

　その肩を押え、ボイスは囁ささやく。

「動き始めました」

　ティーエは、最も近くに座っているボイスにすら、ほとんど聞き取れないほど低い声で言った。

「動く……」

　ボイスは無意識に腰に帯おびた短剣に手を掛ける。背に負った大剣の他に、いくつもの武器を持っているのだ。

「黒こく影えい団だんに見付かったか？」

「大地です……大地が動いているのです」

　ティーエの意識が、遥はるか遠くに飛んでいることにボイスは気付く。全身で何かを感じ取っている。

　朝から、ティーエが妙な緊きん張ちようを見せたのは、このためだったのだ。

「大地……」

　二人の会話に気付いて、ラクシが呟つぶやいた。

「大地の精せい霊れいが波は動どうしているのです」

「……ったく、おまえの言うことは、いつもまわりくどいんだから」

　ラクシがイライラと小こ刻きざみに首を振る。

「どーゆーことさ」

「地じ震しんです」

「地震……？」

　ラクシも、ボイスすらも、しばらく口をあんぐりと開けたままティーエを見つめた。

　地震……この決して耳慣なれないものではない言葉も、ティーエの唇くちびるから発せられると、どこか別世界の、虹にじのような美しい現象という印象を抱かせるのだ。

「来ます」

　ティーエは立ち上った。

「大きいですよ。広い所に！」

「わかった」

　ボイスの身体からだは、既すでに動いている。

　ジッダを小こ脇わきに抱かかえ、ラクシの腕を取る。

　ティーエの指示通りに、広い所に出るのだ。

　都市の中と違って、バラックに近い木造の安やす普ぶ請しんの家々が並んでいる。強い揺れが来れば、何軒もが倒とう壊かいするだろう。屋台だけでなく、家の中でも火を使っているはずだ。

　オルボも、ぐずぐずしているような男ではない。ティーエに促うながされると、五人は一いつ緒しよになって、さっき入ったばかりの街の入口に向って走った。

「来ました！」

　街の外に飛び出る直前、ティーエは叫ぶ。

「気を付けろ！」

　ボイスは怒ど鳴なると、ラクシとジッダをその大きな身体の下に庇かばった。

　ゴゴッ……

　不ぶ気き味みな地じ鳴なりが、数秒早く来た。

　続いて、大地を走る震しん動どうが。

　ドオーン！

　地の底から突き上げるような縦たての波動。

「大きい！」

　ラクシが叫ぶ。

「キャッ！」

　ジッダはボイスにしがみつく。

「ラクシさま！」

　オルボが、ボイスの反対側から、ラクシの上に覆おおいかぶさる。

　ドッ、ドドッ！

　地面が巨大な腕に揺さぶられるかのように左右に動く。

　グラッ！

　ガラガラッ……

　すぐ側そばの家が大きく傾かたむいた。

　逃げようにも、立っているのがやっとという大地の動きだ。

「ティーエ！」

　ボイスは、四人から少し離れて立っているティーエに手を伸ばした。あと一歩というところで届かない。

　ガラガラッ……

　両側の、二階建ての家が崩くずれ落ちて来た。

「止まれ」

　ティーエは、崩れる家に命じていた。

「木の女神アタルティザの名において、家の神ハゼルナの名において命じる」

　ティーエは、指先で空中に聖せい霊れい文字を描く。

「アタルティザ、ハクス、ハゼルナ、アクス、マトゥバ、アル、ハンザム……」

　呪じゆ文もんが矢継ぎ早に繰くり出される。

　直後に、家の動きが止った。今しも一行の頭上に落下しようとしていたのだが。

　家はその場でしばらく波打つように動くと、バラバラになって地に落ちた。

　その木片は、ティーエたちの上に降りかからなかったばかりか、中に居た数人の人間たちも、ほとんど傷つけることはなかった。

「カッコいい！」

　ジッダが、無む邪じや気きに喜んだ。

　ゴゴッ……

　ゴゴッ……

　やがて、地震は収しゆう束そくした。

　収束してから、やっと街の人々の悲ひ鳴めいや怒ど号ごうに気付く。

「ここで待っていて下さい」

　そう言うと、ティーエはクルリと踵きびすを返し、街の中に向った。

「どうするんだよっ、ティー！」

　ラクシが、その背中に呼びかける。

　ティーエは、ゆっくりと振り向いて答える。

「わたしは、薬くす師しですよ」

　入口の家だけでなく、この街の家のかなりのものが倒とう壊かいしているはずだ。怪け我が人にんも多く出ただろう。

　今こそ、ティーエの薬師としての腕を必要としているのだ。

「おれも行く」

　そう言って歩き出しかけたラクシを、ボイスが止めた。

「おれが行こう。おまえたちは、街の外で待っていろ」

　ボイスはオルボを顧かえりみ、目だけで二人を頼たのむと伝えると、すぐにティーエの後を追った。




　街まちの三分の一近くが、倒壊しないまでも、何らかの損そん傷しようを受けていた。火の手もあちらこちらにあがっている。

　地震が終わって我に返った人々は、すぐに気を取り直して、消火活動に向っていた。

　消火は、井戸水をリレーで運ぶことと、周まわりの建て物を取り壊すことしかない。しかし、この難なん民みんの街の人々は、見み事ごとな協力体制を示した。

　火が広がれば、街は全滅してしまう。

　これは、隣りのヴァユラの街も同じことだ。

　とにかく消火が先だった。

　街に戻ったティーエは、さっそく、消火優先のために放り出されたままの怪け我が人にんの手当てを始めていた。

　ボイスも、何も言わずにそれを手伝う。倒れた家の下敷きになった者を救い出し、ティーエのもとに運んだりもした。

　火事をなんとか抑えられたおかげで、怪我人も思いのほか少なかった。家々が、間に合わせのような、弱い廃はい材ざいなどで造られた木造だったことが、かえって幸いしたのである。

　いつの間にかラクシたちも来て、黙もく々もくと救助に当っていた。

　しかし、城じよう壁へきの内側からは、誰一人やって来ない。都市の中より、遥はるかに被ひ害がいが大きいはずの難民の街とヴァユラの街は、完全に無視され、その行き届いた行政から外されているのだ。

　この街には、独自の自治組織があった。アドリエ王国内だけからではなく、大陸北東部のあちらこちらから辿たどり着いた難民たちが作った街だ。

　戦乱の絶えないこの大陸では、常に数多くの難民ができる。その難民たちの一部は、やがて自国に戻もどることもできるし、知人などを頼たよれば逃れた先の国で受け入れられることもある。しかし、中にはこうして、どこの国家、都市にも市民として定住することができずに、難民の町や村を作る者、なかには、仕方なくヴァユラの仲間に入る者もいる。

　野たれ死ぬよりは、ヴァユラの方がマシだ。

　それでも、大抵はヴァユラを嫌った。

　街の医師たちも活動を始めていた。この時代、医師は呪医が多いのだが、もちろん、外傷の手当てをするだけの知識も経験も持っている。
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　傷口を縫ぬうという技術はなくとも、医術の水準はそう低くはない。

　手持ちの薬を使い果たしたティーエは、やがておもむろに立ち上った。薬が無い以上、あとは他の医師の手伝いをするだけだ。うまい具合に、もうティーエのもとに運ばれて来る怪け我が人にんもいない。

　ティーエは、街の中心部に向って少し歩き、ピタリと足を止めた。

「どうした？」

　ついて来たボイスが尋たずねる。

　とにかく、ボイスはティーエから離れないようにしている。その身を守ることが務めと心得ているからだ。

「だれかが、助けを求めているのです」

「助け……おれには、聞こえないが」

　ボイスは耳を澄すまし、一心に周りの音を聞き取ろうとしたが、助けを求める人の声などは判はん別べつできなかった。

「声が出せないようですね。わたしに聞こえるのは、その人の心の叫びです」

　ティーエは、精神感かん応のうというほどのことはないのだが、人が心に強く思ったことは、感知することのできる能力ちからがあるのだ。

　ティーエは、ゆっくりと頭を巡めぐらせると、一点を指差した。

　半壊した家の、木材が積み重なった辺あたりである。

「その下です」

　ボイスは近付いた。

　ウ……ン……

　微かすかながら、人の呻うめき声が聞こえた。

　ボイスとティーエは、急いで木材をどけ始める。

　やがて、二人は一人の人間を瓦が礫れきの中から掘り出していた。

　中年の女だった。

　すぐにティーエが処置を施ほどこす。

　外傷はほとんど無かった。ただ、木材のために身動きがとれなかったのと、口が強く土ど砂しやに押し付けられていたために、声が出せなかったのだ。

　女は意識を取り戻した。

「あなたがたが、助けて下さったのですね」

　女は言った。

　誰に向って言っているのか分からない。目標があいまいで、目を閉じたままなのだ。

「あのまま、生き埋うめになってしまうのかと思いました」

「深呼吸をして……胸は苦しくありませんね」

「はい」

　ティーエの指さし図ずに従したがってから、女は頷うなずいた。

　整った顔立ちで、以前はさぞ美人だったろうと思わせるが、髪かみは半分白くなっており、苦労の跡あとが、その顔には歴然と刻こく印いんされていた。

「おばさん……どうしたの？」

　近付いて来たジッダが首を傾かしげる。

「目を傷いためたの？」

　女は、まだ目を瞑つむっているのだ。

「ちがうのよ、ぼうや」

　女は、微笑した。明らかに、ジッダに向って笑っている。

「私は、目が見えないの」

「目が……」

　ジッダは、口の中でそう言ってから、救いを求めるようにティーエとボイスを見た。まずいことを言ってしまったと思ったのだ。

「気にしないで」

　かえって慰なぐさめるように女は言う。

「これは、ずっと前からなのよ」

「ずっと前……」

　ジッダは呟つぶやく。

「ええ……私が、デン共和国から、奴ど隷れいとしてこの国に連れて来られてから、すぐのことですもの」

「デン共和国……」

　ティーエの口く調ちようの中に、微かな驚きがあった。

　デン共和国こそ、ティーエの失われた故こ国こくなのだから。

「では……あなたはデンの市民なのですか？」

「はい」

　女ははっきりと言った。

「私は、一四八共和国、デンの市民でした」




　　　　Ⅳ




　地震が王都アドリエ市を襲おそった時、若き国王イルアデルは、王宮の馬場で軽く汗を流した後、居室に通じる中庭で、弓の修しゆう練れんをしているところだった。

　集中力があるので弓は得意だ。

　細身ながら、見み事ごとに鍛きたえられたしなやかな上半身を露あらわにした上に、防ぼう具ぐを直接身に着けている。

　一射……。

　二射……。

　矢は見事に的まとに命中するが、その度に、イルアデルは奴ど隷れいの差し出す麻あさ布ぬので流れ落ちる汗あせを拭ぬぐう。

　もう太陽は天てん頂ちよう近くにまで翔かけ昇っている。

「ふうっ、暑い！」

　次の矢を番つがえ、弦つるを引き絞しぼる。

　意識が前方の的に固定される。

　さしもの汗も、一いつ瞬しゆんひく。

　ゴオオッ……

　ドドッ！

　地じ鳴なりの直後に、中庭は大きく上下に揺ゆれ、すぐに更さらに大きな横揺れが来た。

「地じ震しんか……」

　大陸の北東部は、地震の頻ひん発ぱつする所なので、アドリエ王国の人間は皆、地震には慣なれている。

「大きい」

　イルアデルは弓を下ろし足を踏ふみしめた。

　かなりの地震で、立っているのが難むずかしい。この中庭でも、ランプを載のせる台が倒れ、蔓つたを這はわせる木のアーチが崩くずれた。

　揺れは数分続き、収しゆう束そくした。

　パン

　パンッ

　イルアデルは、地震が収まると、すぐに近くに控ひかえていた奴ど隷れいを呼び、執しつ務む室しつの秘ひ書しよ官かん二人を来させる。

　解かい放ほう奴ど隷れいの二人の秘書官が飛んで来て、畏かしこまった時、イルアデルは奴隷に手伝わせ、既すでに上衣を身に着けていた。

「グラウルに、すぐさま、今の地じ震しんの被ひ害がい状じよう況きようを調べ、報告せよと伝えろ。バルドと計はかり、必要な手を打つように」

　グラウルは、現在空席のままになっている首都アドリエ市の行政長官代理も兼任しているのだ。

「はい」

　一人がすぐに立ち、宮殿内の役所に向って駆かけ出して行く。

「おまえは、宮殿内の被害を調べろ」

「はっ……」

　言い棄すてたイルアデルは、早くも廊ろう下かに向っていた。

「陛へい下か……陛下は……」

　若い秘書官が声を掛かける。

「後こう宮きゆうだ。すぐに戻もどる」

　イルアデルは、金髪をなびかせて走り始める。

「マレシアーナ、マレシアーナ……」




　地じ震しんの時、マレシアーナ王女は、自室に居て、書しよ簡かんに目を通していた。

　ゴゴッ……

　地震は、不ぶ気き味みな地じ鳴なりの直後に来た。

　ドオオッ！

　激はげしい揺ゆれ。

「あっ……」

　姫は机つくえにしがみつく。

　机の上のものが、棚たなに置いた香こう炉ろや飾かざりものが転げ落ちる。

　そして、すぐ近くの鳥とり籠かごを吊つったスタンドも……。

「危あぶない、姫さま！」

　足元に蹲うずくまり、姫の足の爪つめの手入れをしていた少女は、立ち上ると、咄とつ嗟さに王女の上に覆おおい被かぶさった。

　ドッ！

　ドーン！

　鳥籠と、そして同時に天てん井じようから吊つってあったランプが、姫と奴ど隷れいの少女の上に落ちかかった。

「あうっ！」

　ランプが、少女の肩を打つ。

　それでも、少女は、王女の上から離はなれなかった。

「姫さま！」

　激はげしい震しん動どうの中を、部屋の隅すみに居た乳う母ばのビセルが、泳ぐようにやって来る。

「姫さま！」

　やがて、地震は終わった。

　少女はそれを確かめてから、王女の上からどいた。

　代わりに、乳う母ばが飛び付く。

「姫さま、お怪け我がはありませぬか？」

　マレシアーナは首を振ふった。

「誰か、誰か、御医師をお呼びして……」

　そして、部屋の隅すみで、まだ震ふるえている女奴隷たちを叱しつ咤たする。

「なにをしているのです。早く、姫さまをご寝しん所じよにお連れ申し上げなさい」

　そして、乳母は、茫ぼう然ぜんと立っている少女を顧かえりみた。

「アナイナ。よくやりました。あとで褒ほう美びを取らせますよ」

「ひとを誉ほめるなんて、ビセルさまも、お珍めずらしいこと」

　姫を寝しん室しつに移し、ビセルも去ると、アナイナの同どう僚りようの奴隷の娘が、寄よって来て言った。皮ひ肉にくな調子がこめられている。

　一五歳のアナイナよりは、二つほど年上だ。

「ビセルさまには、姫さましかないのですもの」

　アナイナは倒れた籠かごの中で怖おびえ切っている小鳥を優しく取り出し、胸に抱いて、健気けなげに微び笑しようした。

　髪も瞳ひとみも明るい茶色で、むろん王女の美しさの足元にも及およばないものの、なかなかの美少女だ。

「怪け我がをしたんじゃないの、アナイナ」

　同僚は不安そうに言った。

「あっ……血が……」

「血……？」

　アナイナは、首を傾かしげた。自分では、まだ痛みも感じないのだ。

「肩のとこよ。きっと、落ちて来たランプの角が当ったんだわ」

　同どう僚りようは、すぐに薬箱を持って来て、アナイナの傷の手当てをしてやった。

「すごい揺ゆれだったわね、リエラ」

　アナイナは、やっと我われに返ったようだ。

「かあさん……大だい丈じよう夫ぶかなあ」

「アナイナのお母さんとお兄さんは、都ま市ちの外に住んでいるんだったわね」

「うん……」

　アナイナは頷うなずいた。

「心配だわ。かあさん、目が悪いから」

「明日、お暇ひまをいただいて、行って見たら。今のビセルさまは、とてもご機き嫌げんがいいから」

　王宮に仕つかえる奴隷たちの中で、家族がこのアドリエ市か近きん郊こうに居て、逃亡の恐れのない者はたまに会いに行くことが許されるのだ。

「そうね」

　アナイナは、窓の外を見ながら言った。

「そうするわ」




「マレシアーナ！」

　部屋に飛び込んで来たのは、イルアデルだった。

〝御ご無ぶ事じだったんだわ〟

　アナイナの顔が、一いつ瞬しゆん、輝く。

「マレーシアーナは？」

　イルアデルは、二人の奴ど隷れいの少女に尋たずねた。

「姫さまは、ご無ぶ事じです」

　リエラがスラスラと言った。

「このアナイナがお守り申し上げました。今、ご寝しん所じよに」

「そうか……」

　イルアデルは、半分上うわの空そらだった。

「よくやった」

　イルアデルは、部屋の中央を小走りに通り、姫の寝室に向う。

　ふと、机の上に置かれた紙し片へんに気付いた。

　男文字の書しよ簡かん……。




　地震の後、マレシアーナの無ぶ事じを確かめてから、イルアデルが執しつ務む室しつに戻もどってみると、既すでに、グラウルの部下が、地震の第一報を携たずさえて来ていた。

　都市内の被ひ害がいの大半は火事によるもので、消防隊と、かなり地震に慣なれている市民の協力で、大たい火かには至らないだろうということ、現在、更さらに都市内の状況と、郊こう外がいの被害を調ちよう査さ中ちゆうであるということ、そして、津つ波なみの警けい戒かいをしているということを、暦こよみ司つかさ処どころの長官たるグラウルの直属の秘ひ書しよ官かんは報告した。

「津波か……それがあったな」

　数年前に、やはり中規模の地震があった時、レティナ湾わん内は、津波に襲おそわれている。周辺の漁村もかなりの被害を受けたが、湾わんの最深部にあるアドリエ市も、相そう当とうな打だ撃げきを被こうむったのだった。

　津つ波なみは、市街の低い地域を浸しん食しよくしたばかりではなく、下水道を逆流し、都市の中心部にまで達した。

「地じ震しんによって、津波の起きるものと、そうでないものがあるな」

「さようでございます」

　グラウルの秘書官は恭うやうやしく腰を屈かがめた。やはり、この男も解放奴隷だ。奴隷という身分から解放はされているのだが、やはり一般の市民よりは、少々低く見られている。

　ただし、市民としての権利は、同等のものが保証されていた。

「わが暦こよみ司つかさ処どころでは、それは地震の起きる場所によるものと申しております」

「地震の起きる場所……」

「はい。津波は、海底で地じ震しんが発生した時にのみあるのだそうでございます」

「海底か……なるほど、それで波が伝わるのだな」

　自分に言い聞かせるように、独ひとり呟つぶやいてからイルアデルは苦く笑しようした。口元が微かすかに歪ゆがむのが、この若々しく美しい顔にはよく似合う。

「では、バトラだけでなく、シトゥリ女神にも、貢みつぎ物ものを捧ささげなければならぬな」

　イルアデルは、唇くちびるの端を吊つり上げる。

「どっちも女神だからな。女とは、厄やつ介かいなものよ……」

「あっ……陛へい下か……」

　微笑しかけて、秘書官は慌あわてた。

「神々に、そのような……」

　バトラは大地の女神。このアドリエの主神であり、シトゥリは大海の女神なのだ。




　潮の加減もあり、この地震の津波は、比ひ較かく的てき小さくて済んだ。




　ティーエたちの一行は、地震が終わったしばらくの後、救い出した盲もう目もくの女を、その家まで送り届けた。

　運良く、地震の被ひ害がいをそう受けずに、小さな家はしっかりと立っていた。ただし、家の中は、倒れた家財道具などが散さん乱らんしてはいたが。

　しかし、家財道具といっても、たいしたものはない。皆ちょっと片付けるだけのことだった。

　女の住すまいは、難なん民みんの町の外れにある、小さな寝室が二つと、居間兼食堂兼台所の一室……それだけのものだった。

「もう少し大きければ、皆様にお泊りいただけるのですけれど……」

　もうデン共和国市民、クラト・アナリスと名な乗のった女は、済まなそうに言った。

「そんなことは気にしなくてもいいんですよ」

　ボイスが優しく言った。

　この難民の町にも宿屋はある、まだ潰つぶれていなければ、泊れるだろう。

「今は、息子もいませんし……この町に居ないのは、運の良いことだとは思いますが……」

「ご子し息そく……」

　オルボが尋たずねる。

「今年、二〇歳になります。今は、所しよ用ようでターフィに行っておりますが……この地じ震しんが、ターフィまで及ばなければいいのですけど」

　ターフィは、アドリエより大分北方にある、アドリエ第二の都市だ。何百キロも離れている。

「二〇歳といえば、デン陥かん落らくの前に生まれたお子ですな」

「はい」

　アナリスは頷うなずく。

「陥落の後、一いつ緒しよにこのアドリエ市に連れて来られて、奴ど隷れいにされたのですが、今は息子も私も自由の身です」

　では、アナリスも、その息子も、身分は解かい放ほう奴ど隷れいということになる。

「あのう……」

　ティーエがおずおずと言った。

　ためらいながらの口く調ちようであることは、すぐに分かる。白い額ひたいが少し翳かげり、憂うれいの色が濃こかった。

「あなたは、もとのデンの評ひよう議ぎ会かい議ぎ長ちようだった、アウル・バカンの一家のことを御ご存ぞん知じでしょうか」

「アウル家の皆様……もちろんですわ」

　女の顔がはればれと輝いた。

「私、ご近きん所じよに住んでいたんですもの」

「近所に……」

　机を挟はさんで、アナリスの向いに座すわり、ティーエは、咳つぶやいた。

「ええ……よくお見かけしましたわ。皆様、いつも優しく言葉をかけて下さって……」

「よく……見かけて……」

　ティーエの声は震ふるえていた。

「いま……あなたはいま、アウル家の家族の姿を、思い浮かべることができますか？」

「はい。皆様のお姿は、この目に焼やき付ついていますもの」

　アナリスは、見えない目で示した。

「でも……なぜ、そんなことを？」

　アナリスは小首を傾かしげる。

「わたしの名は、アウル・トバティーエといいます。父は、アウル・レンキエです」

「えっ！」

　アナリスは目の前に座った、若々しい美声の男に目を向ける。むろん、見ることは不可能だ。

　ベールをしていないその顔を一目でも見れば、生みの親が誰なのかは、たちどころに分かっていたであろうに……。

「それでは……それでは、あなたは、レンキエさんと、シレーナ姫の御ご子し息そく……」

「はい……そうです」

　ティーエは、相手の目が見えないにもかかわらず、深ふか々ぶかと頷うなずいた。

「あなたが、父を御存知なら……話して下さい。父のことを」

　ティーエは言った。

「わたしは、父の顔も知らないのです」

「そうでしょうね」

　女は、出で来き得うる限りの優しさを示した。

「あなたは、デン市の陥かん落らくの前夜にお生まれになったのですものね」

　ティーエの細く白い指先が震ふるえるのが、同席している誰の目にもはっきりと見えた。

「チェッ……今夜は雨だ」

　ラクシが皮ひ肉にくそうにボイスに囁ささやき、形の良い肩を竦すくめた。

　アナリスはティーエがデン共和国の陥かん落らく前夜に生まれたことも知っているのだ。近所に住んでいたという話は、間ま違ちがいあるまい。

「レンキエさんは、素す晴ばらしい方でしたわ」

　アナリスは話し始める。

「美しくて、強くて……市民軍の次じ席せき指し揮き官かんだったんですもの」

「次席指揮官って……なに？」

　ラクシが横から尋たずねる、こういうことに遠えん慮りよはしない。

「よその国の軍隊なら、将軍でしょうね」

　女はラクシの方を向いて答える。

「デン共和国の市民軍では、上級の士官は投票で選出されるのです」

「ふーん、人じん望ぼうがあったんだ」

「ええ──そして、娘たちの憧あこがれでもありました。」

「……だろうな」

　ボイスはチラリとティーエの白い横顔を眺ながめる。

　これほどの美青年の親ならば、よほどの美び貌ぼうでなければならないはずだ。

「ですから、レンキエさんとシレーナ姫とのご結婚が決った時には、デンじゅうの娘が泣いたものです」

　アナリスは笑った。

「私は、既すでに結婚して、お腹の中に息子がおりましたけど。私、レンキエさんと同い年なんですよ」

「父……と」

「はい……。お父様は、濃こいスミレ色の瞳ひとみをした方でした。髪はお母様……アウル・バカン議長の奥様の、ラウリアさんと同じ薄い茶色で……」

「それなら、ティーエも同じだな」

　ラクシが言った。

　ティーエの髪は、ごく薄い茶色だ。

「そうですか……お父様と同じ髪をしていらっしゃる……」

　アナリスは懐なつかしそうに言った。

「美しい髪でしょうね」

「お願いがあります」

　ティーエはおずおずと、しかし強い調子を秘ひめて言い出した。

「なんなりと」

「わたしに、あなたの手を取らせて下さい」

「私の手を……？」

「そして、わたしの父や母……わたしの家族の姿を思い浮かべていただきたいのです」

　ティーエは机の上の女の手に両手を重ねた。

「それでわたしは視みることができるのです。わたしの家族の姿を……」

「視みる……分かりました」

　アナリスは大きく頷うなずいた。

　視力を失ってから、他の感覚が発はつ達たつしている。ティーエの言うことを、直ちよつ感かんで理解したのだ。

「おっしゃるとおりにしましょう」

　それはティーエの特とく殊しゆな能力だ。

　ティーエは、相手に触ふれていれば、相手が心に強く思ったことや、思い浮かべた映えい像ぞうを見、聞くことができるのだ。

　それ故ゆえに、他ひ人とに触れられることを避さけもする。

　アナリスの手を取ったティーエの瞼まぶたの裏に、やがて何かが像を結び始めた。

　それは若く美しい男の姿だった。

　年の頃は、二四、五。スラリと背が高く堂どう々どうとしている上に、機き敏びんそうだ。

　柔やららかい髪は金髪に近い薄い茶色、そして、瞳ひとみはティーエの紫むらさき水すい晶しようのような左眼とは少し違ってはいたが、紫色だった。

　濃い紫水晶に、ほんの少し灰色を加えたような、稀まれな色だ。

　素す晴ばらしい美び貌ぼうだったが、極きわめて男らしい。

　キリリとした眉まゆの下の双そう眸ぼうが輝いている。

　やがて、その男の側に、一人の女が寄より添そった。

　輝くばかりの美女。ティーエにそっくりの容よう貌ぼうだ。髪は黒。瞳の色は、ティーエの右眼同様のエメラルド・グリーンだった。

「おとうさん……おかあさん」

　ティーエは、ほとんど聞き取れないような声で呟つぶやく。

　更さらに、二人の人間の姿が加わった。

　初老の男と女……。

　男は背が高く体格も良く、顎あごに大きな傷がある。若い頃には、戦せん闘とうに参加したこともあるのだろう。髪は黒だがかなり白いものが混まじっている。

　その妻は小こ柄がらで、ほとんど金色に近い薄い茶色の髪と同色の眼をしており、まだ若い頃の美しさをその顔の上に留とどめていた。

「おじいさん……そしておばあさん」

　ティーエは呟いた。

「わたしの……家族……」

　ティーエは、机の上に顔を伏ふせる。

　また、悲しみを抑おさえ切れなくなってしまったのだ。

　ゴロ、ゴロッ……

　どこか遠くの空で音がする。

　ラクシとジッダが、止めようもなく溢あふれ出る涙なみだの始し末まつに困って、瞼まぶたを擦こすりながら家の外に出てみると、外は真暗になっていた。

　まだ午後もそう遅くはない。ついさっきまで、突き抜けるような青空だったはずだ。

　それが、一面、いつ湧わいたのか厚あつい黒雲に覆おおわれている。ティーエの哀しみに雲や雨の精せい霊れいたちが感かん応のうして集って来てしまったのだ。

　ピシッ……

　雲の中を光が走る。







[image: ]







　稲いな妻ずまだ。

「こいつは、大荒れだぜ」

　ラクシが呆あきれて言った。

　ポツリ……

　空を仰あおいだラクシの頰ほおに、大おお粒つぶの水滴が落ちた。

「降って来た」

　ラクシはわざと雨粒を受けた。

　涙なみだを隠かくすのに、ちょうどいい。ただのトバッチリの涙なのだが。

　しかしラクシもジッダも、いつまでも戸口から首を出しているわけにはいかなくなる。

　激しい雨になった。

　そして、稲妻、耳をつん裂ざくような雷らい鳴めい。

　風も起き始めている。

　この家に居るラクシやボイスに、知ることはできないが、海も波立ち、荒れ始めているのだ。

　天てん井じようから雨が漏もり始めた。

　もともと粗そ末まつな家だ。いくら地じ震しんで倒れなかったといっても、かなりヒビが入ってしまっているのだ。

「たまんねーよ。これじゃ」

　ラクシは、雨を拭ふくふりをして、布で涙を拭ぬぐい取る。

「近所迷めい惑わくもいいとこだ」

「近所迷惑って、何さ？」

　ジッダは、まだティーエの哀しみの力をよく知らない。

「この嵐はティーエが起こしているんだよ。おれたちが、もらい泣きするのだって、同じだ」

　ラクシが説明してやった。

「嵐……じゃ、魔ま術じゆつで？」

　ジッダは、まだ机に突つっ伏ぶしたままのティーエを横目で見る。ティーエが魔術を使うことは知っている。その力を見せつけられたばかりだ。

「違う。魔術じゃないんだ。少なくとも、意識的な魔術ではな」

　ボイスが、ジッダのモシャモシャの頭に大きな手を置いて言った。くせっ毛なので、ちゃんと洗って櫛くしを入れても、こうなってしまう。もっとも、風ふ呂ろは好きな方ではないが。

「意識……」

　ジッダには、何のことか分からない。

「この嵐あらしは、ティーエが起こそうと思って起こしたものではない。完全に無意識なんだ。ただ、精霊たちが、ティーエの悲しみの心に同どう調ちようして騒さわいでいるんだそうだ」

　だからこそ、ティーエは自分の精神を完全にコントロールしようとしている。そうでなければ、思わぬ動どう揺ようが、一大事を引き起こしかねないからだ。

　下へ手たをすれば、大だい災さい害がいを起こす可能性もあるだろう。

　例えば、ティーエが憎にくしみという、未いまだ抱いだいたことのない感情を知ってしまえば……。

「ふうん……」

　ジッダは一応頷うなずいた。

　しかし、理解したわけではない。ただ、限りない同情の心だけが、ジッダを一いつ杯ぱいにした。

「ティーエさん」

　ジッダは、小こ刻きざみに震ふるえているティーエの肩に手を掛かける。

　その手先から、ジッダの感情がティーエの中に流れ込んで来た。

　温かい感情……。




　マレシアーナ王女は雷かみなりが嫌きらいだ。

　神の怒いかりとして、雷を恐おそれる者も多いが、マレシアーナ王女の恐怖は、もっと本質的なものに思われた。

　それを思い出したイルアデルは、アドリエ全市が雷らい雨うにスッポリと包まれるころ、マレシアーナを尋たずねた。

「兄君さま……」

　イルアデルの胸に姫が飛び付いて来る。

　窓の外が一いつ瞬しゆん、明るくなると、直後に耳を襲ろうさんばかりの雷鳴だ。

「マレシアーナ」

　イルアデルは、姫を優しく抱いたまま、寝しん台だいに誘さそい、共に腰を下ろした。

「ほんとうに……あなたは、ときどき子供のようになる」

「あっ！」

　姫はイルアデルの胸に顔を埋うずめた。

　また光ったのだ。

　ドーン！

　腹の底まで響ひびくような音。

　近くに落らく雷らいしたのかもしれない。

「地震の次は、嵐か……」

　イルアデルは苦く笑しようした。

「皮ひ肉にくなものだな」

　地震の被ひ災さい者しやも皆、この雨に打たれていることだろう。

「余よの運命と似ているかもしれぬ」

　イルアデルの脳のう裏りを、さきほど、姫が見ていたはずの書しよ簡かんが去らない。男文字の書簡。署しよ名めいは、元げん帥すいゼルフトのものだった。

「あなたは、どうして雷が怖いのです？」

　イルアデルは、優しさの中に笑いを含ふくませて訊きく。

「そんな……」

　姫は顔を上げ、じっと兄王を見上げた。

「殿との方がたにはお分かりにはなりませぬ」

　姫は微かすかに首を振ふる。

　プラチナ・ブロンドの髪が揺ゆれ、甘い花の匂においがイルアデルの鼻び腔こうを突いた。

「女というものは、ただ、わけもわからず雷が恐ろしいものなのですわ」

　また、雷鳴が轟とどろく。

「あっ！」

　姫はまた顔を伏ふせ、イルアデルにしがみつく。

　地じ震しんの後、しばらく休んでいたので、髪は結ゆいもせず飾りもなしで自然に流してある。着衣も、ゆったりと、締しめ付けるところのない部屋着だ。上質の麻あさ布ぬのを重ねたものなので、微かに下の肌はだが透すけている。

「マレシアーナ」

　イルアデルは、姫の顎あごに手を掛かけ、そっと上を向かせた。

　レティナ湾の水のような蒼あおい瞳ひとみは、長い睫まつげの陰になって見えなかったが、目の代わりに、紅あかい唇くちびるが微かに開かれていた。

　真しん珠じゆの前歯と、ピンクの舌先が僅わずかに覗のぞいている。

「マレシアーナ」

　イルアデルは姫を抱だき締しめ、唇を重ねた。

　細く柔やわらかい身体からだは、腕の中で溶けて消えてしまいそうな感じがする。

　また外で稲いな光びかりがし、雷鳴が耳を打った。

　しかし、その音も、イルアデルにはもう遠くのものとしか感じられなかった。




　ジッダの温かさが身体を一杯にしたのに気付いて、ティーエはやがて、ゆっくりと顔を上げる。

　ジッダがじっとティーエを見つめていた。

　ラクシとボイスとオルボは、わざとのようによそを向くか、雨あま漏もりと格かく闘とうしている。

　雨を受けようにも、器うつわがないのだ。みな、地震のせいで割れてしまった。そこで、ヒビにボロ布を詰つめようとしているのだが、なかなかうまくいかない。

「ボイス、そっち、そっち持って」

　大男のボイスは、天てん井じように直接手が届くので、ラクシにこき使われている。

「ほら、ちゃんと押えなくちゃ。そこの穴に詰め込むんだよ」

「ここの穴か？」

「そうそう。だめだよ、そんなに力を入れちゃ、屋や根ねがぶっ壊こわれる」

　ラクシはぼやいた。

「……ったくもう」

　ティーエは、ぼんやりとラクシとボイスのやり取りを聞いている。

　まだ、心は完全に戻もどって来てはいないようだったが……

　雷らい鳴めいは遠とお離ざかり、雨あま足あしも大だい分ぶ弱くなった。

「この家、明日修理してやんなきゃだめだ」

　ラクシが、ボイスを見上げて断だん定てい的てきに言う。

「おれが……か」

　ボイスは、いささか憮ぶ然ぜんとして問い返す。

　剣を取っては敵無しでも、屋根の修理などしたことはない。

「おれがやってやるよ」

　ジッダが言った。

「おれ、村でよく屋根直しを手伝ったんだよ」

「おまえがあ……ほんとかね」

　ラクシが、わざと疑うたがいの目で見る。

「きまってるさ、だって」

　ジッダは胸を張はった。

「おれの村の屋根は、みんなボロだもん」

　ティーエは、そんな仲間たちを、見るとはなしに見ていた。

　ただ、皆の心だけを感じていた。

　あたたかいこころを……。







　あとがき







　考えてみると、早いような、遅いような。

　八八年十一月に「第一部　邂かい逅こう編」が出版されてから、半年に一冊。いつの間には第四部出版の運びとなりました。

「第一部　邂逅編」は後に書いた書き下ろしの訳わけですが、『風の大陸』の連載が始ったのは、掲けい載さい誌しのスタートと同時のことで、八八年一月発売の『ドラゴン・マガジン』創刊号（三月号）からでした。

　以来二年余り、殆ほとんど休みなしで、月に原稿用紙三〇枚ペースの連載を続けています。

　ですから、この枚数から行くと、年二冊分にはとても足りない訳でして……。

　といっても、ファンの皆さん、がっかりすることはありません。足りない分は、外伝を書き下ろすことになっていますので、年二冊ペース（四月と十月）は、ちゃんと守ります。

　楽しみにお待ち下さい。

　この二年、連載を続けているうちに、ストーリーはますます脹ふくらんで来て……風の大陸は、長い物語になりそうです。それも、かなりスケールの大きな物語です。

　そして、今回が第四部。

　物語は、やっと大きく動き始めたところです。

　ティーエ、ラクシ、ボイスの三人は、否いや応おうなく運命の流れの中に巻き込まれ、流れは更に大きくなり渦巻き始めるでしょう。

　これは、一人一人の生き方の物語であると同時に、大陸そのものの物語でもあるのです。




　さて、私事になりますが、私はまだ悪い運命の下に居るようです。だいたい去年は、引いたおみくじが全て大吉でした。何度ひいても大吉でした。

　大吉は凶に通じるというのは、きっと本当なのです。

　七月に最愛の猫が死んだと思ったら、今年の一月五日に、もう一匹の、やはりこれもすごく可愛かわいがっていた猫が病死しました。

　おまけに私は、十二月七日から一月七日までずっと風か邪ぜをひいていて、前の風邪が治らないうちに次をひき込んでしまったのです。

　風邪の上びきです。

　私はだいたい、運勢とか占いとかは信じない方なのですが、これでは、まだ何かあるんじゃないかと、戦々恐々にもなりますよね。

　今、最愛の猫トリオの残る一匹（この三匹が我が家で生れ育った猫で、特別なのです。他の猫ももちろん可愛がってますが）をやたらと可愛がっています。

　十三歳の老猫なので、いつか私を置いて逝いってしまうからです。それを恐れています。

　でも、可愛がり過ぎでしょうか……とうとうキャビアの味を覚えてしまいました。

　私はキャビアとシャンペンさえあれば何もいらない方なので、夜中に一人でムフフと含み笑いをしつつ、キャビアをトーストに載せ、ティタンジェだのモエ・エ・シャンドンだののブリュットをチビチビやっていると、その猫が来るのです。

　もちろん、キャビアの匂においを嗅かぎつけて。

　私はキャビアとシャンペンを持って、部屋中を逃げ回ることになります。

　うるさいので、キャビアの蓋ふたを舐なめさせたのが運の尽きでした。

　猫は（ミルクという名前です）ときどき、キャビアにありつきます。

（もちろん、そうそうキャビアとシャンペンで、夜中に猫とパーティーをしてる訳じゃありませんよ）

（これはただの猫自慢です）




　デビューして、今年で六年目に入ります。丸五年、私はほとんどホラーばかり書いて来ましたが、今年はファンタジーの占しめる割合がかなり増えることになりそうです。

　このファンタジア文庫から出る、『風の大陸』の外伝とか、同じ『風の大陸』でも、時代もキャラクターもまるで違うシリーズとか……いろいろ考えています。

　まずは、十月発売の外伝です。

　これはボイスがメインで活躍するはずですので、最近ボイスがのけもの、とお怒りのボイス・ファンの皆さんは、特に期待して下さい。




　先日、毎日新聞社と全国学校図書館協議会主催の「八九年度読書感想画中央コンクール」の発表があり、高等学校の部で、千葉県の岡由美子さんが、『風の大陸』の感想画を描いて、美み事ごとに最優秀賞を獲得なさいました。

　おめでとうございます。

　そして、「風の大陸」をテーマに選んでくれてありがとう。

　本当にステキな、レベルの高い作品でした。

　この二年、いつも〆切りをオーバーして、ハラハラさせてしまった担当のＯ氏ともう一人のＯ氏、ご迷惑をおかけしてます。（現在進行形なのがこわい）

　いのまたむつみさん、いつも素晴らしいイラストをありがとうございます。毎回楽しみにしています。

　皆さん、これからもよろしく。




　　一九九〇年　二月末


竹河　聖
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「宿命の都」月刊ドラゴンマガジン１９８９年４～９月号

「紺こん青じようの都」月刊ドラゴンマガジン１９８９年11月号～１９９０年２月号










風かぜの大たい陸りく




第だい四よん部ぶ　宿しゆく命めいの都みやこ








竹たけ河かわ　聖せい
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